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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、mod_plsql のインストール、設定およびメンテナンスの方法について説
明します。

新機能新機能新機能新機能
このリリースの mod_plsql の新機能は、次のとおりです。

� 停止中のデータベース接続の検出。詳細は、第 3.11.3 項「接続プールでの停止中のデータ
ベース接続の検出」を参照してください。

� PL/SQL アプリケーションが処理前にリクエストを検証できることによる、より厳重なセ
キュリティ・モデルの定義。

以前のリリースの mod_plsql の新機能は、次のとおりです。

� 拡張されたキャッシュ・クリーン・アップ・アルゴリズム。キャッシュのクリーン・アッ
プ時間を設定できます。

� 拡張された OWA パッケージ。マルチバイト・データベースからのレスポンス・データの
バイト・パッキングを改善でき、データベースへのラウンドトリップが減少します。

� htp.pなど、頻繁にコールされる OWA パッケージ API における PL/SQL ファンクション・
コールのオーバーヘッドの減少。

� 拡張された mod_plsql でのパフォーマンス・ロギング。詳細は、付録 A「よくある質問」
の「mod_plsql ではどのような種類のロギング機能を使用できますか。」を参照してくださ
い。

� DAD 構成でのスキーマ・パスワードの不明瞭化により強化されたセキュリティ。

� ログの分析および相関付けのための Oracle Enterprise Manager 10g との統合。

� mod_plsql にアクセスするための仮想パスに /plsが必要であるという要件の削除。/pls は
引き続き使用できますが、必須ではありません。mod_plsql は Oracle HTTP Server 構成に
組み込まれているため、mod_plsql の URL は接頭辞 /plsで始まる必要はありません。

� OracleAS Portal の DAD には、引き続き形式 /pls/dadを使用する必要があることに注意
してください。
xi



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、mod_plsql を使用して PL/SQL ベースのデータベース・アプリケーション
を World Wide Web 上に配置する Oracle Application Server 管理者を対象としています。

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/を参照し
てください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS は括弧だ
けの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次の Oracle ドキュメントを参照してください。

� Oracle Database 10g ドキュメント・ライブラリの『Oracle Database アプリケーション開発
者ガイド - 基礎編』

� 『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』

� 『Oracle Application Server 管理者ガイド』

表記規則表記規則表記規則表記規則
本文では、次の表記規則を使用します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、操作に関連するグラフィカル・ユーザー・インタフェース要素、
または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を
示します。

イタリック イタリックは、特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、パラグラフ内のコマンド、URL、例に記載されている

コード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
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サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。 

オラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センター
オラクル製品サポートの購入方法、およびオラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡
方法の詳細は、次の URL を参照してください。 

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル
製品のマニュアルは、次の URL にあります。 

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング
研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。 

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。 

http://www.oracle.co.jp 
http://otn.oracle.co.jp

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の情
報については、前述の URL を参照してください。
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1

mod_plsql の構成の構成の構成の構成

この章では、mod_plsql の設定および使用方法について説明します。この章の内容は、次のと
おりです。

� 前提条件の確認

� 必須パッケージのインストール

� mod_plsql の設定ページへのアクセス

� OracleAS Portal リリース 3.0.9 で使用するための mod_plsql の設定

� PL/SQL アプリケーション用の DAD の作成

� mod_plsql の出力の診断
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前提条件の確認
1.1 前提条件の確認前提条件の確認前提条件の確認前提条件の確認
mod_plsql を実行する前に、次の前提条件を満たしている必要があります。

� mod_plsql で必要な PL/SQL Web Toolkit パッケージをロードするデータベースの SYS ユー
ザー・パスワードが必要です。

� mod_plsql を接続するデータベースが稼働している必要があります。

� Oracle HTTP Server mod_plsql は、OWA パッケージのリリース 10.1.2.0.0 とともに出荷さ
れます。データベースにはリリース 10.1.2.0.0 以上の OWA パッケージをインストールする
ことをお薦めします。

1.2 必須パッケージのインストール必須パッケージのインストール必須パッケージのインストール必須パッケージのインストール
インストール後に、Oracle HTTP Server mod_plsql を製品には含まれていないデータベースで
使用する必要がある場合は、owaload.sqlスクリプトを使用して、追加の必須パッケージを
手動でインストールする必要があります。

1. owaload.sqlファイルが入っているディレクトリに移動します。このディレクトリは、
ORACLE_HOME/Apache/modpsql/owaです。

2. SQL*Plus を使用して、Oracle Database に SYS ユーザーとしてログインします。

3. 次の問合せを実行して、現在インストールされている OWA パッケージのリリースを確認
できます。

select owa_util.get_version from dual;

� 問合せに成功しても、10.1.2.0.0 より前のリリースが表示される場合は、新しいリリー
スの OWA パッケージをインストールすることをお薦めします。

� 問合せに失敗した場合は、OWA パッケージがインストールされていないか、かなり古
いリリースの OWA パッケージが実行されています。新しい OWA パッケージをイン
ストールするか、新リリースにアップグレードすることをお薦めします。

4. SQL プロンプトで、次のコマンドを実行します。

@owaload.sql log_file

注意注意注意注意 : Export ユーティリティを使用して全データベースのエクスポート
を実行した場合でも、OWALOAD.SQLスクリプトを SYS で実行して、新規
のターゲット・インスタンスに mod_plsql を再インストールする必要があ
ります。インポート / エクスポート・メカニズムでは、SYS 内のオブジェ
クトはインポートされないため、PL/SQL ツールキットを SYS にインス
トールする必要があります。

注意注意注意注意 : 古い OWA パッケージの検出方法については、付録 A「よくある
質問」の「データベースに重複してインストールされている OWA パッ
ケージを検出してクリーン・アップするには、どうすればよいですか。」
を参照してください。
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必須パッケージのインストール
5. ログ・ファイルをスキャンして、エラーがないことを確認します。

6. 手動で再コンパイルします。

インストール後に、Select owa_util.get_version from dual;を実行して、OWA
パッケージのリリースをチェックします。表示されたリリースが 10.1.2.0.0 以上であること
を確認してください。

7. 次へのパブリック・アクセスが付与されていることに注意してください。

� OWA_CUSTOM

� OWA

� HTF

� HTP

� OWA_COOKIE

� OWA_IMAGE

� OWA_OPT_LOCK

� OWA_PATTERN

� OWA_SEC

� OWA_TEXT

� OWA_UTIL

� OWA_CACHE

� WPG_DOCLOAD

� OWA_MATCH

表表表表 1-1 必須パッケージのインストール時のパラメータ必須パッケージのインストール時のパラメータ必須パッケージのインストール時のパラメータ必須パッケージのインストール時のパラメータ

エレメントエレメントエレメントエレメント 説明説明説明説明

owaload.sql PL/SQL Web Toolkit パッケージを SYS スキーマにインストール

します。また、データベースの全ユーザーがアクセスできるよ
う、パブリック・シノニムを作成してパッケージをパブリックに
します。このため、データベースごとに 1 回のインストールのみ

必要です。

log_file インストール・ログ・ファイルです。ログ・ファイルを作成する
ための書込み許可があることを確認してください。

注意注意注意注意 : owaloadスクリプトは、データベース内にある OWA パッケージ
の既存のリリースをチェックし、次の場合にのみ新しいリリースをインス
トールします。

� OWA パッケージが存在しない場合、または

� 古いバージョンの OWA パッケージが検出された場合、データベース
に 新の OWA パッケージが存在する場合、または新しいバージョン
がインストールされている場合、owaloadスクリプトは何も処理を
実行せず、その状況をログ・ファイルにレポートします。

注意注意注意注意 : OWA パッケージをインストールすると、依存オブジェクトはすべ
て無効になることがあります。このパッケージは 初のアクセス時に自動
的に再コンパイルされますが、再インストール後に手動で再コンパイルす
ることをお薦めします。
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mod_plsql の設定ページへのアクセス
8. 次のパブリック・シノニムが作成されていることにも注意してください。

� OWA_CUSTOM 用の OWA_CUSTOM

� OWA_CUSTOM 用の OWA_GLOBAL

� OWA 用の OWA

� HTF 用の HTF

� HTP 用の HTP

� OWA_COOKIE 用の OWA_COOKIE

� OWA_IMAGE 用の OWA_IMAGE

� OWA_OPT_LOCK 用の OWA_OPT_LOCK

� OWA_PATTERN 用の OWA_PATTERN

� OWA_SEC 用の OWA_SEC

� OWA_TEXT 用の OWA_TEXT

� OWA_UTIL 用の OWA_UTIL

� OWA_CUSTOM 用の OWA_INIT

� OWA_CACHE 用の OWA_CACHE

� WPG_DOCLOAD 用の WPG_DOCLOAD

� OWA_MATCH 用の OWA_MATCH

1.3 mod_plsql の設定ページへのアクセスの設定ページへのアクセスの設定ページへのアクセスの設定ページへのアクセス
mod_plsql の設定と監視には、Application Server Control コンソールを使用できます。「mod_
plsql サービス」ページ（図 1-1 を参照）は、Oracle HTTP Server コンポーネントからアクセス
できます。このページから、DAD 情報とキャッシュ設定を設定できます。
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mod_plsql の設定ページへのアクセス
図図図図 1-1 Application Server Control コンソールコンソールコンソールコンソール - 「「「「mod_plsql サービス」ページサービス」ページサービス」ページサービス」ページ

次のページの各セクションを使用して、mod_plsql の監視と設定を行います。

� 一般一般一般一般

mod_plsql モジュールがメモリーに正常にロードされたかどうかを示します。サーバーの
起動以降に mod_plsql が受信したリクエストの 1 時間当たりの数も表示されます。

� SQL エラーエラーエラーエラー

次に示す SQL エラー情報へのリンクです。

� mod_plsql で発生した SQL エラーのうち 新の 10 個

� mod_plsql で発生した SQL エラー（エラーのタイプごとに表示）

� HTTP レスポンス・コードレスポンス・コードレスポンス・コードレスポンス・コード

HTTP レスポンス・コードおよびエラー・コードが表示されます。レスポンス・コードご
とに、リクエストの数と、その数値が全体に占める比率が表示されます。

� キャッシュキャッシュキャッシュキャッシュ

キャッシュされたコンテンツに対するリクエストの数と、キャッシュ・ヒット率および
キャッシュ・ミス率が表示されます。キャッシュ・ミスについては、その原因が古いコン
テンツによるものか、新しいコンテンツが追加されたことによるものかがわかります。ミ
ス率が高い場合は、キャッシュのチューニングを行います。

� Cache Settings

 現在のキャッシュ設定が表示されます。設定を変更するには、「構成」「構成」「構成」「構成」をクリックします。

� DAD 
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OracleAS Portal リリース 3.0.9 で使用するための mod_plsql の設定
既存のデータベース・アクセス記述子（DAD）のステータスが表示されます。ここで
DAD を作成、編集、削除することもできます。『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』も参
照してください。

Oracle Enterprise Manager 10g を使用したを使用したを使用したを使用した mod_plsql の構成の構成の構成の構成
「mod_plsql サービス」ページ（図 1-1 を参照）を表示する手順は次のとおりです。

1. Web ブラウザに次の URL を入力して、Application Server Control コンソールにアクセス
します。

http://<hostname>:<port_number>

たとえば、http://mgmthost.company.com:1810と入力します。ポートは通常 1810
ですが、Application Server Control コンソールに使用可能なポートの範囲は、この番号か
ら 1 ずつ上方に変化します。

2. Application Server Control コンソールで、Oracle HTTP Server および mod_plsql がインス
トールされている Oracle Application Server ホーム・ページにナビゲートします。

3. 「システム・コンポーネント」表の「「「「HTTP_Server」」」」をクリックし、Oracle HTTP Server
ホーム・ページにナビゲートします。

4. 「管理」「管理」「管理」「管理」、「「「「PL/SQL のプロパティ」のプロパティ」のプロパティ」のプロパティ」の順にクリックします。

これで、図 1-1 に示す「「「「mod_plsql サービス」サービス」サービス」サービス」ページが表示されます。詳細は、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」
リンクをクリックしてください。

1.4 OracleAS Portal リリースリリースリリースリリース 3.0.9 で使用するためので使用するためので使用するためので使用するための mod_plsql のののの
設定設定設定設定

OracleAS Portal リリース 3.0.9 のリポジトリに対して Oracle Application Server の中間層を実
行するには、次の手順を実行する必要があります。

1. Oracle Enterprise Manager 10g を使用して Portal スタイルの DAD を 2 つ作成します。一
方はリリース 3.0.9 の OracleAS Portal リポジトリ用、他方はリリース 3.0.9 の Oracle 
Application Server Single Sign-On リポジトリ用です。

2. 各 DAD の設定を編集し、PlsqlCompatibilityModeを 1に設定します。DAD 設定を
編集する手順は、次のとおりです。

a. ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/dads.confファイルを編集します。

b. リリース 3.0.9 の OracleAS Portal および OracleAS Single Sign-On のリポジトリへの接
続に使用する DAD を探します。

c. DAD に次の行を追加します。

PlsqlCompatibilityMode  1

d. 次のコマンドを実行します。

ORACLE_HOME/dcm/bin/dcmctl updateConfig -ct ohs

e. 次のコマンドを実行して Oracle HTTP Server を再起動します。

ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl restartproc type=ohs

注意注意注意注意 : Oracle Application Server では、DAD 名の大 / 小文字が区別され
ます。DAD が OracleAS Portal リリース 3.0.9 の場合と同じ大 / 小文字を
使用して作成されることを確認する必要があります。ほとんどの場合、
DAD 名はすべて小文字です。リリース 3.0.9 の DAD 名を確認するには、
OLD_HOME/Apache/modplsql/cfg/wdbsvr.appファイルを調べます。
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PL/SQL アプリケーション用の DAD の作成
DAD からのからのからのからの PlsqlCompatibilityMode フラグの削除フラグの削除フラグの削除フラグの削除
DAD から PlsqlCompatibilityMode フラグを削除するには、バックエンドの OracleAS Portal リ
ポジトリをリリース 9.0.x 以上にアップグレードした後で次の手順を実行します。

1. ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/dads.confファイルを編集します。

2. リリース 9.0.x 以上の OracleAS Portal および Oracle Application Server Single Sign-On の
リポジトリへの接続に使用する DAD を探します。

3. DAD から次の行を削除します。

PlsqlCompatibilityMode  1

4. 次のコマンドを実行します。

ORACLE_HOME/dcm/bin/dcmctl updateConfig -ct ohs

5. 次のコマンドを実行して Oracle HTTP Server を再起動します。

ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl restartproc type=ohs

1.5 PL/SQL アプリケーション用のアプリケーション用のアプリケーション用のアプリケーション用の DAD の作成の作成の作成の作成
Web 対応の PL/SQL アプリケーションにアクセスするには、まず、mod_plsql 用に PL/SQL
データベース・アクセス記述子（DAD）を構成します。DAD は、mod_plsql がデータベース・
サーバーに接続して HTTP リクエストを実行する方法を指定する値のセットです。DAD には、
接続詳細の他、データベースでの各種操作および mod_plsql 全般にとって重要な構成パラメー
タが含まれています。手順の詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』の「mod_plsql」を
参照してください。

注意注意注意注意 :

� OracleAS Portal リリース 3.0.9 リポジトリへのアクセスに使用する
DAD に PlsqlCompatibilityMode が設定されていない場合、Portal ド
キュメント表に存在していて、ドキュメント名に空白を含むドキュメ
ントをダウンロードできなくなります。この種のドキュメントにアク
セスすると、「「「「HTTP 404 - File not found」」」」というエラーが発生しま
す。

� OracleAS Portal リリース 9.0.x 以上のリポジトリへのアクセスに使用
する DAD に PlsqlCompatibilityMode が設定されている場合、Portal
ドキュメント表に存在していて、ドキュメント名に空白またはプラス
記号（+）を含むドキュメントをダウンロードできなくなります。こ
の種のドキュメントにアクセスすると、「「「「HTTP 404 - File not found」」」」
というエラーが発生します。

警告警告警告警告 : バックエンドのバックエンドのバックエンドのバックエンドの OracleAS Portal リポジトリをリリースリポジトリをリリースリポジトリをリリースリポジトリをリリース 9.0.x 以上以上以上以上
にアップグレードした後、にアップグレードした後、にアップグレードした後、にアップグレードした後、DAD からからからから PlsqlCompatibilityMode フラグをフラグをフラグをフラグを
削除する必要があります。手順の詳細は、削除する必要があります。手順の詳細は、削除する必要があります。手順の詳細は、削除する必要があります。手順の詳細は、「「「「DAD からのからのからのからの
PlsqlCompatibilityMode フラグの削除フラグの削除フラグの削除フラグの削除」」」」を参照してください。を参照してください。を参照してください。を参照してください。
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mod_plsql の出力の診断
1.6 mod_plsql の出力の診断の出力の診断の出力の診断の出力の診断
mod_plsql は Oracle HTTP Server のモジュールであり、HTTP 経由で PL/SQL アプリケーショ
ンを起動できます。mod_plsql は Oracle HTTP Server のモジュールなので、ロギングは Oracle 
HTTP Server を介して実行されます。

ロギングの制御には、設定ファイル httpd.confにある LogLevelパラメータを使用します。
通常、このファイルは次の場所にあります。

ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf

LogLevelの有効な値は次のとおりです。

� emerg

� alert

� crit

� error

� warn

� notice

� info

� debug

これらの値は累積的に作成されます。たとえば、LogLevelを noticeに設定すると、
notice、warn、error、crit、alertおよび emergのメッセージが記録されます。
LogLevelの値を変更した場合、変更を有効にするには Oracle HTTP Server を再起動する必要
があります。

mod_plsql のログ・ファイルの内容のログ・ファイルの内容のログ・ファイルの内容のログ・ファイルの内容
mod_plsql の診断情報の場所は、httpd.confファイルの ErrorLogという Oracle HTTP 
Server パラメータに記述されています。このパラメータには ErrorLogという名前が付いてい
ますが、パラメータが示すファイルにはエラー・メッセージ以外の情報も記録されます。
ErrorLogパラメータの値の例を次に示します。

ORACLE_HOME/Apache/Apache/logs/error_log

Oracle HTTP Server のエラー・ログには、次の 2 種類の mod_plsql メッセージが表示されま
す。

� 標準 mod_plsql メッセージ

� パフォーマンス mod_plsql メッセージ

標準標準標準標準 mod_plsql メッセージメッセージメッセージメッセージ
次に、Oracle HTTP Server エラー・ログ内の標準的な mod_plsql メッセージの例を示します。

[Thu Jun 30 08:34:20 2005] [warn] mod_plsql: 'PlsqlCacheCleanupSize' is deprecated.

標準 mod_plsql メッセージの内容は次のとおりです。

� 日付と時刻 : Thu June 30 08:34:20 2005

� メッセージ・レベル : warn

� mod_plsql からのメッセージであることを示す : mod_plsql

� メッセージ・テキスト : 'PlsqlCacheCleanupSize' is deprecated.
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mod_plsql を使用したアプリケーション・データベース・アクセスの
2

mod_plsql を使用したアプリケーション・を使用したアプリケーション・を使用したアプリケーション・を使用したアプリケーション・

データベース・アクセスの保護データベース・アクセスの保護データベース・アクセスの保護データベース・アクセスの保護

この章では、 適なセキュリティのためにデータベースと PL/SQL を設定する方法について説
明します。この章の内容は、次のとおりです。

� セキュリティに関する考慮事項

� mod_plsql を使用したユーザー認証

� ユーザーの認証解除

関連項目関連項目関連項目関連項目 : mod_plsql の構成パラメータの詳細は、『Oracle HTTP Server
管理者ガイド』を参照してください。
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セキュリティに関する考慮事項
2.1 セキュリティに関する考慮事項セキュリティに関する考慮事項セキュリティに関する考慮事項セキュリティに関する考慮事項
mod_plsql は、データベース・アカウントが権限を有するプロシージャへのアクセスに使用で
きる PL/SQL ゲートウェイです。また、これには PUBLIC に付与されているすべてのパッケー
ジへのアクセス権も含まれているため、権限のないパッケージまたはプロシージャへのアクセ
スに mod_plsql が使用われないようにすることは、PL/SQL アプリケーションの管理下にあり
ます。デフォルトでは、mod_plsql がアクセスできない対象は次のとおりです。

� 重要なスキーマ。SYS.*など。

� 重要と認識されているが、PUBLIC でアクセスできるパッケージ。OWA_*、DBMS_*および
UTL_*パッケージなど。

� URL に特殊文字を含むプロシージャ名。

mod_plsql を使用して直接実行されないように、特定のパッケージへのアクセスを明示的に拒
否するこのデフォルト・モデルは、適切に設計された PL/SQL アプリケーションの大部分には
十分です。このレベルのセキュリティが PL/SQL アプリケーションには不十分である場合は、
次の方法の 1 つ以上を使用して、PL/SQL アプリケーションを確実に保護することをお薦めし
ます。

� mod_plsql での PlsqlRequestValidationFunction ディレクティブの定義

� mod_plsql での PlsqlExclusionList ディレクティブへのルールの追加

� カスタム認証での AUTHORIZE プロシージャの使用

� データベース表の保護

2.1.1 mod_plsql でのでのでのでの PlsqlRequestValidationFunction ディレクティブの定義ディレクティブの定義ディレクティブの定義ディレクティブの定義
mod_plsql には、PlsqlRequestValidationFunction という DAD パラメータ・ディレクティブが
用意されています。このディレクティブを使用すると、リクエストされたプロシージャのそれ
以上の処理を許可または禁止できます。このディレクティブは、DAD からの実行を禁止された
パッケージまたはプロシージャ・コールをブロックして、PL/SQL アプリケーションについて
厳重なセキュリティを実装する場合に役立ちます。

このパラメータによって定義されるファンクションには、次のプロトタイプが必要です。

boolean function_name (procedure_name IN varchar2)

起動されると、引数 procedure_nameには、リクエストで実行しようとしているプロシー
ジャの名前が含まれます。

たとえば、ブラウザからコールできるすべての PL/SQL アプリケーション・プロシージャが
パッケージ mypkg 内にある場合、このファンクションの実装は例 2-1 に示すような単純なもの
になります。

例例例例 2-1 プロシージャをブロックするリクエスト検証ファンクションの実装プロシージャをブロックするリクエスト検証ファンクションの実装プロシージャをブロックするリクエスト検証ファンクションの実装プロシージャをブロックするリクエスト検証ファンクションの実装

boolean my_validation_check (procedure_name varchar2)
is
begin
    if (upper(procedure_name) like upper('myschema.mypkg%')) then
        return TRUE;
    else
        return FALSE;
    end if;
end;
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2.1.2 mod_plsql でのでのでのでの PlsqlExclusionList ディレクティブへのルールの追加ディレクティブへのルールの追加ディレクティブへのルールの追加ディレクティブへのルールの追加
mod_plsql には、PlsqlExclusionList という DAD 設定パラメータが用意されています。このパ
ラメータを使用すると、特定のパターンを持つプロシージャをブラウザ URL から直接実行する
ことを禁止できます。指定されるパターンには大 / 小文字区別がなく、任意の文字の組合せが
0 回以上発生することを示すワイルドカード・パターンの *を使用できます。ダイレクト URL
からアクセスできないデフォルトのパターンは、sys.*、dbms_*、utl_*、owa_util.*、
owa_*、htp.*および htf.*です。Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）から
は、ユーザーが PlsqlExclusionListを使用して追加ルールを構成していても、デフォルト
の組込み除外リストは引き続き有効です。以前のバージョンでは、PlsqlExclusionList
ディレクティブが DAD 設定でオーバーライドされると、デフォルト設定は適用されませんで
した。

mod_plsql では、このディレクティブで指定したパターンの他に、タブ、改行、一重引用符
（'）、バックスラッシュ（¥）などの特殊文字を含む URL も却下されます。

PlsqlExclusionListパラメータの詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』の「mod_
plsql」を参照してください。

dads.confという mod_plsql の構成ファイルに、PlsqlExclusionList ディレクティブを設定で
きます。この設定ファイルは、次のディレクトリにあります。

� （UNIX の場合）ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/

� （Windows の場合）ORACLE_HOME¥Apache¥modplsql¥conf

ORACLE_HOMEは、Oracle HTTP Server をインストールした場所です。

PUBLIC に付与されるユーザー定義の PL/SQL プロシージャに対して 適なセキュリティを確
保するには、例 2-2 に示すように、PlsqlExclusionList ディレクティブを使用してユーザー設定
を dads.confファイルに指定します。

例例例例 2-2 PlsqlExclusionList ディレクティブの指定ディレクティブの指定ディレクティブの指定ディレクティブの指定

PlsqlExclusionList myschema.mypackage*

ヒントヒントヒントヒント :

� アプリケーションに属し、ブラウザからコールできるリクエストのみを
許可するように、このファンクションを実装することをお薦めします。

� このファンクションは、すべてのリクエストについてコールされるため、
必ずこのファンクションのパフォーマンスを高くしてください。次のよ
うな推奨事項があります。

– Web ブラウザからアクセスできるすべてのプロ
シージャが既知のパッケージの小さなセットに属
すように、また、これらのパッケージが Web ブ
ラウザから直接アクセスできないプロシージャを
定義しないように、PL/SQL パッケージに名前を
付けます。正しいネーミング規則を使用した検証
ファンクションの実装は例 2-1 のようになりま
す。

– 実装で表検索を実行し、実行が許可されるパッ
ケージまたはプロシージャを特定する場合、共有
プールにカーソルを留めると、パフォーマンスが
さらに改善されることがあります。

注意注意注意注意 : PlsqlExclusionList ディレクティブを #NONE# に設定すると、す
べての保護が無効になるため、アクティブな Web サイトには使用しない
でください。
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2.1.3 カスタム認証でのカスタム認証でのカスタム認証でのカスタム認証での AUTHORIZE プロシージャの使用プロシージャの使用プロシージャの使用プロシージャの使用
カスタム認証を使用するアプリケーションでは、AUTHORIZE プロシージャの実装で制限付き
パッケージまたはプロシージャへのアクセスを拒否できます。

2.1.4 データベース表の保護データベース表の保護データベース表の保護データベース表の保護
アプリケーション・オブジェクト（表およびプロシージャ）を含むスキーマを、mod_plsql の
実行対象であるスキーマと区別することが役に立つ場合があります。このようにすると、mod_
plsql がユーザーとして接続するとき、そのユーザーに付与された API 以外を経由して、表およ
びその他のデータベース・オブジェクトに直接アクセスすることを禁止できます。シノニムを
使用すると、スキーマ接頭辞を付けなくてもプロシージャは実行可能になります。

2.2 mod_plsql を使用したユーザー認証を使用したユーザー認証を使用したユーザー認証を使用したユーザー認証
mod_plsql では、Oracle HTTP Server から提供される認証レベルに加えて、様々な認証レベル
を提供します。Oracle HTTP Server はドキュメントや仮想パスなどを保護しますが、mod_
plsql はデータベースにログインしたり、PL/SQL Web アプリケーションを実行するユーザーを
保護します。

表 2-1 に示すように、様々な認証モードを有効化できます。

2.2.1 Basic（データベース制御認証）（データベース制御認証）（データベース制御認証）（データベース制御認証）
モジュール mod_plsql は、データベース・レベルでの認証をサポートしています。HTTP Basic
認証が使用されますが、この方式を使用してデータベースへのログオンを試行することで資格
証明が認証されます。認証は、次のどちらかのユーザー名とパスワードを使用して、ユーザー
のデータベース・アカウントと比較検証されます。

� DAD に格納されているユーザー名とパスワード。エンド・ユーザーがログインする必要は
ありません。この方法は、公開の情報を提供する Web ページに便利です。

� ユーザーがブラウザの HTTP Basic 認証ダイアログ・ボックスを使用して入力するユーザー
名とパスワード。ユーザーは、このダイアログ・ボックスにユーザー名とパスワードを入
力する必要があります。

表表表表 2-1 mod_plsql で使用する認証モードで使用する認証モードで使用する認証モードで使用する認証モード

認証モード認証モード認証モード認証モード アプローチアプローチアプローチアプローチ

Basic HTTP の Basic 認証を使用して認証が実行されます。ほとんどの

アプリケーションでは、Basic 認証が使用されます。

グローバル OWA 認証は、PL/SQL Web Toolkit パッケージを含むスキーマの owa_
custom.authorize プロシージャを使用して実行されます。

カスタム OWA 認証は、ユーザーのスキーマ（owa_customize.authorize）にある

パッケージとプロシージャを使用して実行されます。それが見つ
からない場合は、PL/SQL Web Toolkit パッケージを含むスキー

マのパッケージとプロシージャが使用されます。

パッケージ別 認証は、ユーザーのスキーマ（packageName.authorize）にある

パッケージとプロシージャを使用して実行されます。

シングル・サインオン 認証は、Oracle Application Server Single Sign-On を使用して実

行されます。このモードを使用するのは、アプリケーションが
OracleAS Single Sign-On で動作する場合のみです。
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2.2.2 Oracle HTTP Server mod_plsql のののの Basic 認証モード認証モード認証モード認証モード
Oracle HTTP Server では、Basic 認証モードの仕組みが異なります。ユーザー名およびパスワー
ドは DAD に格納する必要があります。Oracle HTTP Server では、ファイル・システム上のパ
スワード・ファイルに資格証明が格納されている、HTTP Basic 認証を使用します。認証は、そ
のファイルに指定されているユーザーと比較検証されます。

Basic 認証モード認証モード認証モード認証モード

mod_plsql は、Basic 認証をサポートしています。Oracle HTTP Server では、ユーザーの資格証
明をファイル・システム上のパスワード・ファイルと照合して認証します。この機能は、mod_
authというモジュールによって提供されます。

2.2.3 グローバルグローバルグローバルグローバル OWA、カスタム、カスタム、カスタム、カスタム OWA およびパッケージ別（カスタム認証）およびパッケージ別（カスタム認証）およびパッケージ別（カスタム認証）およびパッケージ別（カスタム認証）
カスタム認証を使用すると、データベース・レベルではなくアプリケーション自体でユーザー
を認証できます。認証は、ユーザー記述の認証ファンクションをコールすることで実行されま
す。

カスタム認証は、OWA_CUSTOM を使用して行われ、動的ユーザー名およびパスワード認証と
は組み合せることができません。カスタム認証には、DAD 設定ファイルに格納されている静的
ユーザー名およびパスワードが必要です。mod_plsql は、この DAD ユーザー名およびパス
ワードを使用してデータベースにログインします。mod_plsql はログインすると、アプリケー
ション・レベルの PL/SQL フックをコールして、認証コントロールをアプリケーションに戻し
ます。このコールバック・ファンクションは、アプリケーション開発者によって実装されます。
コールバック・ファンクションの戻り値により、認証の成功または失敗が決まります。値 TRUE
は成功を意味し、FALSEは失敗を意味します。

必要なカスタム認証の種類に応じて、認証ファンクションは様々な場所に配置できます。

� グローバル OWA の場合は、すべてのユーザーおよびプロシージャに対して同じ認証ファ
ンクションをコールできます。

� カスタム OWA の場合は、各ユーザーおよびすべてのプロシージャに対して異なる認証
ファンクションをコールできます。

� パッケージ別認証を使用すると、特定のパッケージのプロシージャまたは匿名プロシー
ジャについてのみ、すべてのユーザーに対して認証ファンクションを実行できます。

たとえば、カスタム OWA を使用している場合、認証ファンクションは、ユーザーがパスワー
ド welcome のユーザー guest としてログインしているかどうかを確認できます。また、ユー
ザーの IP アドレスをチェックしてアクセス権を判別できます。

表 2-2 にパラメータ値を示します。

表表表表 2-2 カスタム認証モードとコールバック・ファンクションカスタム認証モードとコールバック・ファンクションカスタム認証モードとコールバック・ファンクションカスタム認証モードとコールバック・ファンクション

モードモードモードモード アクセス制御の有効範囲アクセス制御の有効範囲アクセス制御の有効範囲アクセス制御の有効範囲 コールバック・ファンクションコールバック・ファンクションコールバック・ファンクションコールバック・ファンクション

グローバル
OWA

すべてのパッケージ OWA パッケージ・スキーマ内の owa_
custom.authorize。

カスタム OWA すべてのパッケージ ユーザーのスキーマ内、または見つからない
場合は OWA パッケージ・スキーマ内の

owa_custom.authorize。

パッケージ別 指定したパッケージ ユーザーのスキーマ内の
packageName.authorize。または

anonymous.authorizeがコールされます。
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ユーザーの認証解除
2.3 ユーザーの認証解除ユーザーの認証解除ユーザーの認証解除ユーザーの認証解除
動的認証（DAD にユーザー名とパスワードなし）を使用する DAD の場合、mod_plsql では
PL/SQL プロシージャを介してユーザーをプログラム的にログオフ（HTTP 認証情報を消去）
させることができ、すべてのブラウザ・インスタンスを終了する必要はありません。この機能
は、Netscape 3.0 以上および Microsoft Internet Explorer でサポートされます。他のブラウザの
場合、ユーザーが認証を解除するにはブラウザの終了操作が必要になることがあります。

ログアウトをシミュレートしてユーザーをサインオフ・ページにリダイレクトする独自のログ
アウト・プロシージャを作成すると、認証解除をプログラム的に実行できます。

MyLogOffProc プロシージャを次のように作成または置き換えます。

BEGIN
   -- Open the HTTP header
   owa_util.mime_header('text/html', FALSE, NULL);

   -- Send a cookie to logout
   owa_cookie.send('WDB_GATEWAY_LOGOUT', 'YES', path=>'/');

   -- Close the HTTP header
   owa_util.http_header_close;

   -- Generate the page
   htp.p('You have been logged off from the WEBSITE');
   htp.anchor( 'http://www.abc.com', 'click here');
   htp.p('<BR>bye');
END;

もう 1 つの認証解除方法は、URL の DAD の後に /logmeoffを追加することです。たとえば、
次のようになります。

http://www.abc.com:2000/pls/myDAD/logmeoff
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mod_plsql の概要の概要の概要の概要

Oracle Application Server は、オラクル社の中間層製品群を、Web アプリケーションを配置す
るための 1 つのソリューションに統合します。 

mod_plsql は、Web 上での PL/SQL ベースのデータベース・アプリケーションの配置をサポー
トします。mod_plsql は、Oracle Application Server および Oracle Database とともに出荷され
る Oracle HTTP Server の一部です。

Oracle HTTP Server の一部として、Web ブラウザから Web サーバーに送信された URL を解析
し、適切な PL/SQL サブプログラムをコールしてブラウザ・リクエストを処理した後、生成さ
れたレスポンスをブラウザに返すことが mod_plsql の仕事です。通常、mod_plsql は表示する
HTML ページを構成して、Web ブラウザの HTTP リクエストにレスポンスを返します。mod_
plsql の用途は他にもありますが、その中の 2 つを次に示します。

� クライアント・マシンと Oracle Database 間でファイルを送信します。テキスト・ファイル
またはバイナリ・ファイルをアップロードおよびダウンロードできます。

� カスタム・ユーザーの認証を Web アプリケーションで実行します。

Oracle HTTP Server へのプラグインとして、mod_plsql は、HTTP リクエストへのレスポンス
でストアド・プロシージャが実行されるようにします。処理される URL ごとに、mod_plsql は
接続プールのデータベース・セッションを使用するか、または新規セッションを実行中に作成
してプールします。mod_plsql が適切なデータベース PL/SQL プロシージャを URL 処理セッ
ションで起動するには、まず、仮想パスを設定し、そのパスとデータベース・アクセス記述子
（DAD）を関連付ける必要があります。

DAD は、名前付きの設定値のセットで、特定のデータベースのセッションを作成するために必
要な情報と、特定のデータベース・ユーザーおよびパスワードを指定します。セッションの
データベース・サービス名およびグローバリゼーション・サポート設定（言語など）が含まれ
す。詳細は、第 3.2 項「データベース・アクセス記述子（DAD）」を参照してください。

実行時に mod_plsql によって実行されるストアド・プロシージャを開発するには、PL/SQL 
Web Toolkit を使用します。PL/SQL Web Toolkit は一連の PL/SQL パッケージで、これを使用
すると HTTP リクエストに関する情報の取得、HTTP レスポンス・ヘッダー（HTTP ヘッダー
の Cookie、コンテンツ・タイプ、MIME タイプなど）の指定、Cookie の設定、および HTML
ページを作成するための標準 HTML タグの生成が可能です。詳細は、『Oracle Application 
Server PL/SQL Web Toolkit リファレンス』を参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

� クライアント・リクエストの処理

� データベース・アクセス記述子（DAD）

� mod_plsql の実行

� トランザクション・モード

� サポートされるデータ型

� パラメータの受渡し

� ファイルのアップロードとダウンロード
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クライアント・リクエストの処理
� パスのエイリアシング（ダイレクト・アクセス URL）

� Common Gateway Interface（CGI）環境変数

� PL/SQL ベースの Web アプリケーションでのキャッシングの使用

� mod_plsql のパフォーマンス・チューニングの領域

� mod_plsql での制限事項

3.1 クライアント・リクエストの処理クライアント・リクエストの処理クライアント・リクエストの処理クライアント・リクエストの処理
mod_plsql は、データベースと通信を行う Oracle HTTP Server のプラグインです。これによっ
て、ブラウザ・リクエストが、SQL*Net 接続を通じてデータベース・ストアド・プロシー
ジャ・コールにマッピングされます。通常、仮想パスの /plsで示されます。

次に、サーバーがクライアント・リクエストを受信するときのステップの概要を説明します。

図図図図 3-1 サーバーがクライアント・リクエストを受信する際の処理の概要サーバーがクライアント・リクエストを受信する際の処理の概要サーバーがクライアント・リクエストを受信する際の処理の概要サーバーがクライアント・リクエストを受信する際の処理の概要

1. Oracle HTTP Server が、mod_plsql で処理されるように構成されている、仮想パスを含む
リクエストを受信します。

2. Oracle HTTP Server は、そのリクエストを mod_plsql にルーティングします。

3. mod_plsql は、DAD に格納された設定情報を使用して、データベースに接続します。
mod_plsql は、リクエストを Oracle データベースに転送します。

4. mod_plsql は、コール・パラメータを準備して、アプリケーション内の PL/SQL プロシー
ジャを実行します。

5. PL/SQL プロシージャは、データベースからアクセスしたデータおよび PL/SQL Web 
Toolkit を使用して、HTML ページを生成します。

6. レスポンスが mod_plsql に返されます。
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7. Oracle HTTP Server は、そのレスポンスをクライアント・ブラウザに送信します。

mod_plsql から実行されたプロシージャは、HTTP レスポンスをクライアントに返します。こ
の作業を簡単にするために、mod_plsql には PL/SQL Web Toolkit が含まれています。PL/SQL 
Web Toolkit には、OWA パッケージと呼ばれるパッケージのセットが含まれています。これら
のパッケージをストアド・プロシージャ内で使用して、リクエスト情報の取得、HTML タグの
作成およびクライアントへのヘッダー情報の返信を行います。すべてのユーザーがアクセスで
きるように、このツールキットは共通スキーマにインストールします。

3.2 データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（DAD））））
各 mod_plsql リクエストは、データベース・アクセス記述子（DAD）に関連付けられていま
す。DAD は、データベース・アクセスに使用される設定値のセットです。DAD により、次の
ような情報が指定されます。

� データベース別名（Oracle Net サービス名）

� データベースがリモートの場合、その接続文字列

� ドキュメントのアップロードおよびダウンロード用のプロシージャ

また、DAD にはユーザー名とパスワードの情報を指定できます。指定がない場合には、URL
の実行時にユーザー名とパスワードを入力するプロンプトが表示されます。

3.3  mod_plsql の実行の実行の実行の実行
mod_plsql を Web ブラウザで実行するには、次の形式で URL を入力します。

protocol://hostname[:port]/DAD_location/[[!][schema.][package.]proc_name[?query_string]]

関連項目関連項目関連項目関連項目 : DAD パラメータの説明と mod_plsql 構成ファイルの概要は、
『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してください。

表表表表 3-1 mod_plsql 実行時のパラメータ実行時のパラメータ実行時のパラメータ実行時のパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

protocol httpまたは httpsのいずれかを使用できます。SSL の場合は、

httpsを使用します。

hostname Web サーバーが稼働しているマシンです。

port

（オプション）

Web サーバーがリスニングしているポートです。指定しない場

合、ポート 80 が使用されます。

DAD location Web サーバーで設定した PL/SQL リクエストを処理するための

仮想パスです。DAD location に使用できるのは ASCII 文字のみ

です。

! 記号

（オプション）

柔軟なパラメータの受渡しスキームを使用することを示します。
詳細は、第 3.6.2 項「柔軟なパラメータの受渡し」を参照してく

ださい。

schema 

（オプション）

データベース・スキーマ名です。指定しない場合、package.proc_
name の名前解決は、URL リクエストを処理したデータベース・

ユーザーに基づいて行われます。

package 

（オプション）

PL/SQL ストアド・プロシージャを含んだパッケージです。指定

しない場合、プロシージャはスタンドアロンになります。

proc_name 実行する PL/SQL ストアド・プロシージャです。ファンクション

ではなく、プロシージャを指定する必要があります。IN 引数の

み使用可能です。
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例例例例 3-1 引数をとらないプロシージャの実行引数をとらないプロシージャの実行引数をとらないプロシージャの実行引数をとらないプロシージャの実行

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/mypackage.myproc

この場合、www.acme.comで稼働し、ポート 9000でリスニングしている Web サーバーがリ
クエストを処理します。Web サーバーは、リクエストを受信すると、そのリクエストを mod_
plsql に渡します。これは、その Web サーバーが mod_plsql を実行するように設定されている
ことが、/pls/mydadにより示されるためです。次に、mod_plsql は、/pls/mydadに関連付
けられている DAD を使用して、mypackageに格納されている myprocプロシージャを実行し
ます。

例例例例 3-2 引数をとるプロシージャの実行引数をとるプロシージャの実行引数をとるプロシージャの実行引数をとるプロシージャの実行

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/mypackage.myproc?a=v&b=1

この場合、www.acme.comで稼働し、ポート 9000でリスニングしている Web サーバーがリ
クエストを処理します。Web サーバーは、リクエストを受信すると、/pls/mydadに関連付け
られている DAD を使用して、mypackageに格納されている myprocプロシージャを実行し、
2 つの引数 aおよび b（それぞれの値は vおよび 1）をプロシージャに渡します。

例例例例 3-3 DAD 設定に格納されているデフォルト・プロシージャの実行設定に格納されているデフォルト・プロシージャの実行設定に格納されているデフォルト・プロシージャの実行設定に格納されているデフォルト・プロシージャの実行

http://www.acme.com:9000/pls/mydad

この場合、www.acme.comで稼働し、ポート 9000でリスニングしている Web サーバーがリ
クエストを処理します。Web サーバーは、リクエストを受信すると、/pls/mydadに関連付け
られている DAD を使用して、DAD に設定されているデフォルト・プロシージャを実行しま
す。たとえば、DAD /pls/mydadの構成パラメータ PlsqlDefaultPageが
myschema.mypackage.myprocに設定されている場合、プロシージャ
myschema.mypackage.myprocがリクエストに対して実行されます。

この例では、DAD 設定に指定されている mydadという DAD のデフォルトのホーム・ページ
が表示されます。

POST メソッド、メソッド、メソッド、メソッド、GET メソッドおよびメソッドおよびメソッドおよびメソッドおよび HEAD メソッドメソッドメソッドメソッド
HTTP プロトコルの POST メソッド、GET メソッドおよび HEAD メソッドは、パラメータ・
データをアプリケーションに渡す方法（通常は名前 / 値ペア形式）をブラウザに対して指示し
ます。パラメータ・データは HTML フォームによって生成されます。

mod_plsql アプリケーションでは、いずれのメソッドも使用できます。各メソッドのセキュア
は、使用する転送プロトコル（HTTP または HTTPS）によって決定されます。

� POST メソッドを使用する場合、パラメータは Request Body 内で渡されます。大量のパラ
メータ・データをサーバーに渡す場合は、通常、POST メソッドを使用します。

?query_string

（オプション）

ストアド・プロシージャのパラメータです。この文字列は、GET
メソッドの書式に従います。たとえば、次のようになります。

� 複数のパラメータはアンパーサント（&）で区切ります。渡

される値内の空白文字はプラス（+）に置き換えられます。

� HTML フォームを使用して文字列を生成する場合（文字列を

自分で生成するのではなく）、書式化は自動的に行われます。

� HTTP リクエストが HTTP の POST メソッドを使用してデー

タを mod_plsql に送信する場合もあります。詳細は、3-4
ページの「POST メソッド、GET メソッドおよび HEAD メ

ソッド」を参照してください。

表表表表 3-1 mod_plsql 実行時のパラメータ実行時のパラメータ実行時のパラメータ実行時のパラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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サポートされるデータ型
� GET メソッドを使用する場合、パラメータは問合せ文字列を使用して渡されます。このメ
ソッドには、使用するオペレーティング・システムにより、名前 / 値ペアの値の長さが環
境変数の値の 大長を超えることができないという制限があります。さらに、オペレー
ティング・システムにより、定義できる環境変数の数も制限されます。

� HEAD メソッドを使用する場合、GET メソッドと同じ機能を使用できます。違いは、
HTTP ステータス行および HTTP ヘッダーのみが返されることです。コンテンツ・データ
は、ブラウザに返信されません。このメソッドは、リクエストが正しく処理されているか
どうかの確認のみを行う監視ツールで有効です。 

� 複合モードでの使用 : mod_plsql では、一部のパラメータを問合せ文字列で渡し、それ以外
のパラメータを POST データとして渡すことができます。たとえば、プロシージャ foo（a 
varchar2、b number）で、値 v と 1 をそれぞれ a と b に渡す場合は、次の 3 つの方法で値
を渡して URL を作成できます。

� すべての値を問合せ文字列の一部として指定します。

http://host:port/pls/DAD/foo?a=v&b=1

� すべての値を POST データの一部として指定します。

http://host:port/pls/DAD/foo, POST data="a=v&b=1"

� 一部のパラメータは URL で指定し、それ以外のパラメータは POST データで指定しま
す。

http://host:port/pls/DAD/foo?a=v, POST data="b=1"

3.4 トランザクション・モードトランザクション・モードトランザクション・モードトランザクション・モード
プロシージャを実行するために URL リクエストを処理した後、エラーがあれば、mod_plsql に
よりロールバックが実行されます。そうでない場合は、コミットが実行されます。このメカニ
ズムでは、トランザクションが複数の HTTP リクエストにまたがることはできません。この状
態を保持しないモデルの場合、アプリケーションは、通常 HTTP Cookie またはデータベース表
を使用して状態を維持します。

3.5 サポートされるデータ型サポートされるデータ型サポートされるデータ型サポートされるデータ型
HTTP でサポートされるのはキャラクタ・ストリームのみのため、mod_plsql では PL/SQL
データ型の次のサブセットがサポートされます。

� NUMBER

� VARCHAR2

� TABLE OF NUMBER

� TABLE OF VARCHAR2

レコードはサポートされません。

注意注意注意注意 : POST データは、HTML フォーム上の入力フィールドの一部として生
成されます。PL/SQL プロシージャまたは URL に、POST 文字列を手動で作
成しないでください。HTML フォームの送信操作により、POST リクエスト
が生成され、プロシージャに値が渡されます。
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3.6 パラメータの受渡しパラメータの受渡しパラメータの受渡しパラメータの受渡し
mod_plsql は、次の処理をサポートしています。

� 名前によるパラメータの受渡し

プロシージャまたはファンクションを起動する URL 内の各パラメータは、一意の名前によ
り識別されます。パラメータのオーバーロードがサポートされています。詳細は、第 3.6.1
項「名前によるパラメータの受渡し（パラメータのオーバーロード）」を参照してくださ
い。

� 柔軟なパラメータの受渡し

プロシージャの先頭に感嘆符（!）が付加されます。詳細は、第 3.6.2 項「柔軟なパラメー
タの受渡し」を参照してください。

� 大きなパラメータ（ 大 32KB）の受渡し

詳細は、第 3.6.3 項「大きなパラメータの受渡し」を参照してください。

3.6.1 名前によるパラメータの受渡し（パラメータのオーバーロード）名前によるパラメータの受渡し（パラメータのオーバーロード）名前によるパラメータの受渡し（パラメータのオーバーロード）名前によるパラメータの受渡し（パラメータのオーバーロード） 
オーバーロードにより、名前が同じでパラメータの数、順序またはデータ型のファミリが異な
る複数のサブプログラム（プロシージャまたはファンクション）を使用できます。オーバー
ロードされたサブプログラムをコールすると、PL/SQL コンパイラは渡されたデータ型に基づ
いて、どのサブプログラムをコールするかを決定します。

PL/SQL では、ローカル・サブプログラムとパッケージ・サブプログラムをオーバーロードで
きます。スタンドアロン・サブプログラムはオーバーロードできません。

パラメータ数が同じサブプログラムをオーバーロードする場合は、パラメータに違う名前を付
ける必要があります。HTML データはデータ型に関連付けられないため、mod_plsql は、どの
バージョンのサブプログラムをコールすればよいか判断できません。

注意注意注意注意 : mod_plsql では、値を PL/SQL 表に格納することで複数の値をと
る変数が処理されます。これにより、ユーザーが選択できる値の数を柔軟
に設定し、ユーザーによる選択を 1 単位として簡単に処理できます。それ
ぞれの値は、PL/SQL 表の 1 行に索引 1 から順番に格納されます。複数の
値をとる変数の（問合せ文字列に指定されている順で） 初の値は索引 1、
同じ変数の 2 番目の値は索引 2 に格納されます。mod_plsql によって渡さ
れる引数の順序に、PL/SQL アプリケーションが依存しないようにしてく
ださい。引数の順序は突然変わることがあるためです。PL/SQL 表の値の
順序がプロシージャにとって大きな意味がある場合、PL/SQL アプリケー
ションを変更して、順序付けを内部的に実行する必要があります。

複数の値をとる変数がない場合、変数値はプロシージャのパラメータに位
置ではなく名前で渡されるため、変数の順序は重要ではありません。

mod_plsql 環境でパラメータとして使用する PL/SQL 表は、ベース型を
VARCHAR2とする必要があります。Oracle では、VARCHAR2を NUMBER、
DATEまたは LONGなどの他のデータ型に変換できます。VARCHAR2変数
の 大長は 32K です。

PL/SQL 表に対して 1 つ以上の値が送信されるという保証がない場合
（ユーザーがオプションをまったく選択しなくてもよい場合など）は、
HIDDEN フォーム・エレメントを使用して 初の値を提供します。
PL/SQL 表に値を提供しないとエラーが生成されます。また、PL/SQL 表
のデフォルト値は提供できません。
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たとえば、PL/SQL では、次の例に示すように、プロシージャに対して同じパラメータ名を使
用して 2 つのプロシージャを定義できますが、これを mod_plsql で使用するとエラーが発生し
ます。

-- legal PL/SQL, but not for mod_plsql
CREATE PACKAGE my_pkg AS
PROCEDURE my_proc (val IN VARCHAR2);
PROCEDURE my_proc (val IN NUMBER);

END my_pkg;

エラーを回避するには、パラメータに異なる名前を付けます。たとえば、次のようになります。

-- legal PL/SQL and also works for mod_plsql
CREATE PACKAGE my_pkg AS
PROCEDURE my_proc (valvc2 IN VARCHAR2);
PROCEDURE my_proc (valnum IN NUMBER);

END my_pkg;

初のバージョンのプロシージャを実行する URL は次のようになります。

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/my_pkg.my_proc?valvc2=input

2 番目のバージョンのプロシージャを実行する URL は次のようになります。

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/my_pkg.my_proc?valnum=34

オーバーロードとオーバーロードとオーバーロードとオーバーロードと PL/SQL 配列配列配列配列
パラメータ名が同じで、1 つのプロシージャのデータ型が owa_util.ident_arr（varchar2 の表）、
もう 1 つのプロシージャのデータ型がスカラー型のオーバーロード PL/SQL プロシージャがあ
るとします。このような場合でも、mod_plsql はこの 2 つのプロシージャを区別できます。た
とえば、次のプロシージャがあるとします。

CREATE PACKAGE my_pkg AS
PROCEDURE my_proc (val IN VARCHAR2); -- scalar data type
PROCEDURE my_proc (val IN owa_util.ident_arr); -- array data type

END my_pkg;

これらのプロシージャには、それぞれ valという同じ名前のパラメータが 1 つあります。

mod_plsql は、valパラメータの値を 1 つだけ持つリクエストを受け取ると、スカラー・デー
タ型のプロシージャを実行します。

例例例例 3-4 URL 送信によるスカラー・バージョンのプロシージャの実行送信によるスカラー・バージョンのプロシージャの実行送信によるスカラー・バージョンのプロシージャの実行送信によるスカラー・バージョンのプロシージャの実行

次の URL を送信して、スカラー・バージョンのプロシージャを実行します。

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/my_proc?val=john

mod_plsql は、valパラメータの値が複数存在するリクエストを受け取ると、配列データ型の
プロシージャを実行します。

例例例例 3-5 URL 送信による配列バージョンのプロシージャの実行送信による配列バージョンのプロシージャの実行送信による配列バージョンのプロシージャの実行送信による配列バージョンのプロシージャの実行

次の URL を送信して、配列バージョンのプロシージャを実行します。

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/my_proc?val=john&val=sally

確実に配列バージョンを実行できるようにする場合は、HTML ページで HIDDEN フォーム・
エレメントを使用してダミーの値を送信します。このダミーの値は、プロシージャ内でチェッ
クされ、破棄されます。
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3.6.2 柔軟なパラメータの受渡し柔軟なパラメータの受渡し柔軟なパラメータの受渡し柔軟なパラメータの受渡し
ユーザーがエレメントを必要な数だけ選択できるような HTML フォームを使用できます。これ
らのエレメントにそれぞれ異なる名前が付いている場合は、オーバーロード・プロシージャを
作成して可能な組合せを個別に処理する必要があります。または、問合せ文字列に含まれる名
前が、ユーザーが選択するエレメントに関係なく確実に毎回一貫したものになるように、
HIDDEN フォーム・エレメントを挿入できます。mod_plsql は、ユーザーが任意の数のエレメ
ントを選択できる HTML フォームを処理するために、柔軟なパラメータの受渡しをサポートす
ることで、この操作を容易にします。

URL ベースのプロシージャ実行で柔軟なパラメータの受渡しを使用するには、URL 内でプロ
シージャ名の先頭に感嘆符（!）を付加します。2 パラメータまたは 4 パラメータを使用できま
す。2 パラメータ・インタフェースによって、mod_plsql のパフォーマンスが改善されます。4
パラメータ・インタフェースは、互換性維持のためにサポートされています。

3.6.2.1 2 パラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェース
procedure [proc_name]
     (name_array IN [array_type],
     value_array IN  [array_type]);

例例例例 3-6 2 パラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェース

次の URL を送信します。

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/!scott.my_proc?x=john&y=10&z=doe

感嘆符（!）接頭辞により、柔軟なパラメータの受渡しを使用することが mod_plsql に指示され
ます。これにより、プロシージャ scott.myproc が実行され、次の 2 つの引数が渡されます。

name_array ==> ('x', 'y', 'z')
value_array ==> ('john', '10', 'doe')

表表表表 3-2 2 パラメータ・インタフェースのパラメータパラメータ・インタフェースのパラメータパラメータ・インタフェースのパラメータパラメータ・インタフェースのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

proc_name

（必須）

実行する PL/SQL プロシージャの名前です。

name_array 問合せ文字列から取り出される名前（1 から順番に索引付けされ

る）を送信された順序で示します。

value_array 問合せ文字列から取り出される値（1 から順番に索引付けされる）

を送信された順序で示します。

array_type

（必須）

varchar2 型（owa.vc_arr など）の表による任意の PL/SQL 索引

です。

注意注意注意注意 : このスタイルの柔軟なパラメータの受渡しを使用する場合は、パ
ラメータ name_array および value_array を使用してプロシージャを定義す
る必要があります。これらの引数のデータ型は、例に示したデータ型と一
致する必要があります。
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3.6.2.2 4 パラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェース
4 パラメータ・インタフェースは、互換性維持のためにサポートされています。

procedure [proc_name]
     (num_entires IN NUMBER,
     name_array IN [array_type],
     value_array IN [array_type],
     reserved in [array_type]);

例例例例 3-7 4 パラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェースパラメータ・インタフェース

query_string で名前 x が重複している次の URL を送信します。

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/!scott.my_pkg.my_proc?x=a&y=b&x=c

感嘆符（!）接頭辞により、柔軟なパラメータの受渡しを使用することが mod_plsql に指示され
ます。これにより、プロシージャ scott.my_pkg.myprocが実行され、次の 2 つの引数が渡
されます。

num_entries ==> 3
name_array ==> ('x', 'y', 'x');
value_array ==> ('a', 'b', 'c')
reserved ==> ()

3.6.3 大きなパラメータの受渡し大きなパラメータの受渡し大きなパラメータの受渡し大きなパラメータの受渡し
スカラー引数として渡される値と、varchar2 引数の索引付き表の要素として渡される値に使用
できるサイズは、 大 32KB です。

たとえば、柔軟なパラメータの受渡し（第 3.6.2 項「柔軟なパラメータの受渡し」を参照）を使
用する場合、URL の query_string 部分の名前または値は、それぞれ name_array引数または
value_array引数の要素として、実行されるプロシージャに渡されます。これらの名前また
は値に使用できるサイズは、 大 32KB です。

表表表表 3-3 4 パラメータ・インタフェースのパラメータパラメータ・インタフェースのパラメータパラメータ・インタフェースのパラメータパラメータ・インタフェースのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

proc_name

（必須）

実行する PL/SQL プロシージャの名前です。

num_entries 問合せ文字列内の名前 / 値ペアの数です。

name_array 問合せ文字列から取り出される名前（1 から順番に索引付けされ

る）を送信された順序で示します。

value_array 問合せ文字列から取り出される値（1 から順番に索引付けされる）

を送信された順序で示します。

reserved 未使用です。今後使用するために予約されています。

array_type

（必須）

varchar2 型（owa.vc_arr など）の表による任意の PL/SQL 索引

です。

注意注意注意注意 : このスタイルの柔軟なパラメータの受渡しを使用する場合は、パ
ラメータ num_entries、name_array、value_array および reserved を使用して
プロシージャを定義する必要があります。これらの引数のデータ型は、例
に示したデータ型と一致する必要があります。
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3.7 ファイルのアップロードとダウンロードファイルのアップロードとダウンロードファイルのアップロードとダウンロードファイルのアップロードとダウンロード
mod_plsql では、次の機能を提供します。

� キャラクタ・セットを変換せずに、ファイルをロー・バイト・ストリームとしてアップ
ロードおよびダウンロードすることが可能です。ファイルは、ドキュメント表にアップ
ロードされます。PL/SQL アップロード・ハンドラ・ルーチンが適切な表の列を取得でき
るよう、主キーが渡されます。

� 異なるアプリケーションのアップロード対象ファイルを混同しないよう、DAD ごとにド
キュメント表を 1 つ指定することが可能です。また、バイナリ・ラージ・オブジェクト
（BLOB）のダイレクト・ダウンロード機能を使用すると、データベース表からコンテンツ
をダウンロードできます。

� 問合せ文字列を使用しない形式の URL 経由でこれらの表のファイルにアクセスすることが
可能です。たとえば、次のようになります。

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/docs/cs250/lecture1.htm

これは、URL の相互参照を含んだファイル・セットのアップロードをサポートするために
必要です。

� フォーム送信ごとに複数のファイルをアップロードすることが可能です。

� ドキュメント表の LONG RAW および BLOB 型の列にファイルをアップロードすることが
可能です。

この項の内容は、次のとおりです。

� ドキュメント表の定義

� 以前のスタイルのドキュメント表の定義

� ドキュメントのアップロード / ダウンロードの構成パラメータ

� ファイルのアップロード

� アップロード・ファイルの属性（MIME タイプ）の指定

� 複数のファイルのアップロード

� ファイルのダウンロード

3.7.1 ドキュメント表の定義ドキュメント表の定義ドキュメント表の定義ドキュメント表の定義
DAD ごとにドキュメント格納表を指定できます。ドキュメント格納表には、次の定義が必要で
す。

CREATE TABLE [table_name] (
     NAME           VARCHAR2(256) UNIQUE NOT NULL,
     MIME_TYPE      VARCHAR2(128),
     DOC_SIZE       NUMBER,
     DAD_CHARSET    VARCHAR2(128),
     LAST_UPDATED   DATE,
     CONTENT_TYPE   VARCHAR2(128),
     [content_column_name] [content_column_type]
     [ , [content_column_name] [content_column_type]]
);

table_nameは、ユーザーが選択できます。content_column_type型には、LONG RAW
または BLOB のいずれかを使用します。

content_column_nameは、対応する content_column_typeによって異なります。

� content_column_type が LONG RAW の場合、content_column_nameは CONTENT にす
る必要があります。 

� content_column_type が BLOB の場合、content_column_nameは BLOB_CONTENT にす
る必要があります。
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次に、有効なドキュメント表の定義例を示します。

CREATE TABLE MYDOCTABLE (
  NAME               VARCHAR(256)   UNIQUE NOT NULL,
  MIME_TYPE          VARCHAR(128),
  DOC_SIZE           NUMBER,
  DAD_CHARSET        VARCHAR(128),
  LAST_UPDATED       DATE,
  CONTENT_TYPE       VARCHAR(128),
  CONTENT            LONG RAW,
  BLOB_CONTENT       BLOB ;
);

3.7.1.1 CONTENT 列のセマンティクス列のセマンティクス列のセマンティクス列のセマンティクス
表の内容は、CONTENT 列に格納されます。ドキュメント表には、複数の CONTENT 列を含
めることが可能です。ただし、ドキュメント表の各行について、CONTENT 列は 1 つのみ使用
されます。その他の CONTENT 列は NULL に設定されます。

3.7.1.2 CONTENT_TYPE 列のセマンティクス列のセマンティクス列のセマンティクス列のセマンティクス
CONTENT_TYPE列は、ドキュメントが格納されている CONTENT 列を追跡するために使用さ
れます。ドキュメントがアップロードされると、mod_plsql により、この列の値が型名に設定
されます。

たとえば、ドキュメントが BLOB_CONTENT 列にアップロードされた場合、ドキュメントの
CONTENT_TYPE列には文字列 BLOB が設定されます。

3.7.1.3 LAST_UPDATED 列のセマンティクス列のセマンティクス列のセマンティクス列のセマンティクス
LAST_UPDATED列には、ドキュメントの作成日時または 終更新日時が反映されます。ドキュ
メントがアップロードされると、mod_plsql により、ドキュメントの LAST_UPDATED列にデー
タベース・サーバーの時間が設定されます。

その後、アプリケーションがドキュメントの内容または属性を変更する場合、LAST_UPDATED
の時間も更新されるようにする必要があります。

mod_plsql では、LAST_UPDATED列を使用して、HTTP クライアント（ブラウザ）がドキュメ
ントのキャッシュ済バージョンを使用できるかどうかをチェックし、HTTP クライアントに結
果を知らせます。これにより、ネットワークの通信量が削減され、サーバーのパフォーマンス
が改善されます。

3.7.1.4 DAD_CHARSET 列のセマンティクス列のセマンティクス列のセマンティクス列のセマンティクス
DAD_CHARSET列は、ファイルのアップロード時のキャラクタ・セット設定を追跡します。こ
の列は、今後使用するために予約されています。

3.7.2 以前のスタイルのドキュメント表の定義以前のスタイルのドキュメント表の定義以前のスタイルのドキュメント表の定義以前のスタイルのドキュメント表の定義
WebDB リリース 2.x より前のリリースで使用されているドキュメント・モデルとの下位互換性
を維持するために、mod_plsql では、CONTENT_TYPE、DAD_CHARSET および LAST_
UPDATED 列が存在しない、以前のドキュメント格納表の定義もサポートしています。

/* older style document table definition (DEPRECATED) */
CREATE TABLE [table_name]
(
    NAME         VARCHAR2(128),
    MIME_TYPE    VARCHAR2(128),
    DOC_SIZE     NUMBER,
    CONTENT      LONG RAW
);
mod_plsql の概要 3-11



ファイルのアップロードとダウンロード
3.7.3 ドキュメントのアップロードドキュメントのアップロードドキュメントのアップロードドキュメントのアップロード / ダウンロードの構成パラメータダウンロードの構成パラメータダウンロードの構成パラメータダウンロードの構成パラメータ
DAD の次の設定パラメータが、ドキュメントのアップロードまたはダウンロード操作に影響し
ます。

� 「PlsqlDocumentTablename」

� 「PlsqlDocumentPath（ドキュメント・アクセス・パス）」

� 「PlsqlDocumentProcedure（ドキュメント・アクセス・プロシージャ）」

� 「PlsqlUploadAsLongRaw」

例例例例 3-8 ドキュメントのアップロードドキュメントのアップロードドキュメントのアップロードドキュメントのアップロード / ダウンロードのパラメータダウンロードのパラメータダウンロードのパラメータダウンロードのパラメータ

DAD でこれらのパラメータが次のように設定されているとします。

PlsqlDocumentTablename   scott.my_document_table
PlsqlUploadAsLongRaw   html
PlsqlDocumentPath   docs
PlsqlDocumentProcedure   scott.my_doc_download_procedure

この場合は次のようになります。

� mod_plsql は、scott スキーマの my_document_table データベース表からデータを取得する
か、この表にデータを格納します。

� .htmlを除くすべてのファイル拡張子は、ドキュメント表に BLOB としてアップロードさ
れます。.html拡張子が付いたファイルはすべて Long Raw としてアップロードされま
す。

� DAD location の直後に docs キーワードを含むすべての URL では、scott.my_doc_
download_procedure プロシージャが実行されます。

通常、このプロシージャは wpg_docload.download_file をコールして、URL 指定に基づ
く名前を持ったファイルのダウンロードを開始します。

次に前述の構成の単純な例を示します。

http://www.acme.com:9000/pls/dad/docs/index.html

この場合は、scott.my_document_table データベース表の Long Raw 列から index.htmlファ
イルがダウンロードされます。アプリケーション・プロシージャは開始するファイルのダウン
ロードを完全に制御し、ファイル・レベルのアクセス制御とバージョニングを実装する、より
複雑な PlsqlDocumentProcedureを柔軟に定義することに注意してください。

3.7.3.1 PlsqlDocumentTablename
PlsqlDocumentTablenameパラメータは、この DAD によってファイルがアップロードされ
たときにドキュメントを格納する表を指定します。

構文構文構文構文 :

PlsqlDocumentTablename  [document_table_name]

PlsqlDocumentTablename  my_documents
または

PlsqlDocumentTablename  scott.my_document_table

注意注意注意注意 : アプリケーション定義プロシージャ scott.my_doc_download_
procedure は引数なしで定義し、CGI 環境変数に応じてリクエストを処理
する必要があります。
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3.7.3.2 PlsqlDocumentPath（ドキュメント・アクセス・パス）（ドキュメント・アクセス・パス）（ドキュメント・アクセス・パス）（ドキュメント・アクセス・パス）
PlsqlDocumentPathパラメータは、ドキュメントにアクセスするためのパス・エレメントを
指定します。PlsqlDocumentPathパラメータは、URL 内で DAD 名の後に付加されます。た
とえば、ドキュメント・アクセス・パスが docsの場合、URL は次のようになります。

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/docs/myfile.htm

mydadは DAD 名で、myfile.htmはファイル名です。

構文構文構文構文 :

PlsqlDocumentPath  [document_access_path_name]

3.7.3.3 PlsqlDocumentProcedure（ドキュメント・アクセス・プロシージャ）（ドキュメント・アクセス・プロシージャ）（ドキュメント・アクセス・プロシージャ）（ドキュメント・アクセス・プロシージャ）
PlsqlDocumentProcedureプロシージャは、アプリケーション指定のプロシージャです。こ
のプロシージャはパラメータがなく、ドキュメント・アクセス・パスを持つ URL リクエストを
処理します。ドキュメント・アクセス・プロシージャは、ファイルをダウンロードするために、
wpg_docload.download_file(filename)をコールします。ドキュメント・アクセス・プ
ロシージャは、URL 指定に基づいてファイル名を認識します。たとえば、アプリケーションで
これを使用して、ファイル・レベルのアクセス制御やバージョン管理を実装することが可能で
す。このようなアプリケーションの例は、第 3.7.7 項「ファイルのダウンロード」にあります。

構文構文構文構文 :

PlsqlDocumentProcedure  [document_access_procedure_name]

例例例例 3-9 PlsqlDocumentProcedure

PlsqlDocumentProcedure  my_access_procedure

または

PlsqlDocumentProcedure  scott.my_pkg.my_access_procedure

3.7.3.4 PlsqlUploadAsLongRaw 
DAD パラメータ PlsqlUploadAsLongRawは、ファイル拡張子に基づいてファイルのアップ
ロードを設定します。PlsqlUploadAsLongRaw DAD パラメータの値は、1 行に 1 つのエント
リがあるファイル拡張子のリストです。これらの拡張子を持つファイルは、mod_plsql により、
ドキュメント表の LONG RAW型の CONTENT 列にアップロードされます。他の拡張子を持つ
ファイルは、BLOB CONTENT 列にアップロードされます。

ファイル拡張子には、テキスト・リテラル（jpeg、gif など）またはアスタリスク（*）を使用
できます。アスタリスクは、PlsqlUploadAsLongRaw設定でリストされていない拡張子を持
つすべてのファイルと一致します。

構文構文構文構文 :

PlsqlUploadAsLongRaw  [file_extension]
PlsqlUploadAsLongRaw *

[file_extension]はファイル拡張子（ピリオド（.）の有無は関係なく、たとえば、txt また
は .txt が使用できます）またはワイルド・カード文字（*）です。

例例例例 3-10 PlsqlUploadAsLongRaw

PlsqlUploadAsLongRaw  html
PlsqlUploadAsLongRaw  txt
PlsqlUploadAsLongRaw  *
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3.7.4 ファイルのアップロードファイルのアップロードファイルのアップロードファイルのアップロード
クライアント・マシンからデータベースにファイルを送信する場合は、次に示す内容を含んだ
HTML ページを作成します。

� enctype 属性に multipart/form-dataが設定され、action 属性に「アクション・プロ
シージャ」と呼ばれる mod_plsql プロシージャ・コールが関連付けられている FORM タ
グ。

� type 属性と name 属性に file が設定された INPUT エレメント。INPUT type="file"エレ
メントを使用すると、ユーザーはファイル・システムのファイルを参照して、そこから
ファイルを選択できます。

ユーザーが「「「「Submit」」」」ボタンをクリックすると、次のイベントが発生します。

1. ブラウザは、ユーザーが指定したファイルとその他のフォーム・データをサーバーにアッ
プロードします。

2. mod_plsql は、ファイルの内容をデータベースのドキュメント格納表内に格納します。表
の名前は、PlsqlDocumentTablename DAD 設定から取得されます。

3. FORM の action 属性で指定したアクション・プロシージャが、ファイルのアップロードを
行わずに mod_plsql プロシージャを実行する場合と同じように実行されます。

次の例に、アップロードするファイルをユーザーがファイル・システムから選択できる HTML
フォームを示します。このフォームには、ファイルに関する情報を入力できるその他のフィー
ルドも含まれています。

<html>
   <head>
      <title>test upload</title>
   </head>
   <body>
   <FORM enctype="multipart/form-data"
      action="pls/mydad/write_info"
      method="POST">
      <p>Author's Name:<INPUT type="text" name="who">
      <p>Description:<INPUT type="text" name="description"><br>
      <p>File to upload:<INPUT type="file" name="file"><br>
      <p><INPUT type="submit">
   </FORM>
   </body>
</html>

ユーザーがフォームの「「「「Submit」」」」ボタンをクリックすると、次の処理が実行されます。

1. ブラウザにより、INPUT type="file"エレメントにリストされたファイルがアップロー
ドされます。

2. 次に、write_infoプロシージャが実行されます。

3. このプロシージャは、フォームのフィールドの情報をデータベース内の表に書き込み、
ページをユーザーに返します。

注意注意注意注意 : HTML ドキュメントの解析は、mod_plsql では使用されません。
HTML ファイルのアップロード時に mod_plsql を使用してその内容が解
析され、HTML ドキュメントが参照している他のファイルが識別されてい
ました。その後、この情報が表に格納されていました。表の名前は、ド
キュメント表の名前に part を追加したものが使用されていました。この機
能はカスタマにとって有用でないことが判明したため、リリース 9.0.4 の
mod_plsql から使用されなくなっています。
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procedure write_info (
     who         in varchar2,
     description in varchar2,
     file        in varchar2) as
begin
     insert into myTable values (who, description, file);
     htp.htmlopen;
     htp.headopen;
     htp.title('File Uploaded');
     htp.headclose;
     htp.bodyopen;
     htp.header(1, 'Upload Status');
     htp.print('Uploaded ' || file || ' successfully');
     htp.bodyclose;
     htp.htmlclose;
end;

名前の競合の可能性を低減するために、ブラウザから取得したファイル名の先頭に、生成され
たディレクトリ名が付加されます。フォームで指定されたアクション・プロシージャにより、
この名前が変更されます。このため、たとえば /private/minutes.txtがアップロードされ
た場合、mod_plsql によって表に格納される名前は、F9080/private/minutes.txtとなり
ます。アプリケーションは、コールしたストアド・プロシージャの中で、この名前を変更でき
ます。たとえば、アプリケーションにより、名前を scott/minutes.txtに変更できます。

3.7.5 アップロード・ファイルの属性（アップロード・ファイルの属性（アップロード・ファイルの属性（アップロード・ファイルの属性（MIME タイプ）の指定タイプ）の指定タイプ）の指定タイプ）の指定
ストアド・プロシージャは、アップロード・ファイルの名前を変更する以外にも、他のファイ
ル属性を変更できます。たとえば、第 3.7.4 項「ファイルのアップロード」に示した例のフォー
ムにフィールドを追加して、アップロードされるドキュメントの Multipurpose Internet Mail 
Extension（MIME）タイプをユーザーに入力させることもできます。

MIME タイプは、write_infoのパラメータとして受信できます。その場合、ドキュメント表
には、ファイルのアップロード時に mod_plsql がマルチパート・フォームから解析したデフォ
ルトの MIME タイプではなく、そのドキュメントの MIME タイプが格納されます。

3.7.6 複数のファイルのアップロード複数のファイルのアップロード複数のファイルのアップロード複数のファイルのアップロード 
1 回の送信で複数のファイルを送信する場合は、アップロード・フォームに複数の <INPUT 
type="file" name="file"> エレメントが含まれている必要があります。複数のファイルの INPUT
エレメントで、nameに同じ名前を指定する場合は、アクション・プロシージャにおいて、この
パラメータ名を owa.vc_arr型として宣言する必要があります。ファイルの INPUT エレメン
トに一意の名前を定義することもできますが、その場合は、アクション・プロシージャにおい
て個々の名前を varchar2 であると宣言する必要があります。たとえば、フォームに次のエレメ
ントが含まれているとします。

<INPUT type="file" name="textfiles">
<INPUT type="file" name="textfiles">
<INPUT type="file" name="binaryfile">

この場合、アクション・プロシージャに次のパラメータを含める必要があります。

procedure handle_text_and_binary_files(textfiles IN owa.vc_arr, binaryfile IN 
varchar2).

注意注意注意注意 : アクション・プロシージャは、ユーザーにレスポンスを返す必要
はありませんが、次に示すように、送信が成功したか失敗したかをユー
ザーに知らせるようにすることをお薦めします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : RFC 1867『Form-Based File Upload in HTML』（IETF）
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3.7.7 ファイルのダウンロードファイルのダウンロードファイルのダウンロードファイルのダウンロード
ファイルをデータベースにアップロードした後、次に説明する 3 つの方法で、それらのファイ
ルをデータベースからダウンロードできます。

� wpg_docload.download_file(file_name)をコールしてファイル file_nameをダウ
ンロードする PL/SQL プロシージャを定義します。

� ドキュメント・ダウンロード用の仮想パス（PlsqlDocumentPath）を DAD 設定に定義し、
ユーザー定義のプロシージャ（PlsqlDocumentProcedure）とそのパスを関連付けます。
mod_plsql は、DAD 名のすぐ後ろに PlsqlDocumentPath で指定された仮想パスを検出す
ると、ユーザー定義のプロシージャ（PlsqlDocumentProcedure）を自動的に起動します。
このプロシージャが wpg_docload.download_file(file_name)をコールしてファイ
ル file_nameのダウンロードを開始する必要があります。追加の引数を渡さずに起動さ
れるように、このユーザー定義のプロシージャにはプロトタイプが必要です。

たとえば、DAD の mydad で PlsqlDocumentPathが docsとして、
PlsqlDocumentProcedureが myschema.pkg.process_downloadとして構成されて
いる場合、URL の形式が
http://www.acme.com:9000/pls/mydad/docs/myfile.htmのときは常に、mod_
plsql はプロシージャ myschema.pkg.process_downloadを実行します。

次に、process_download の実装例を示します。

procedure process_download is
v_filename varchar2(255);
begin
     -- getfilepath() uses the SCRIPT_NAME and PATH_INFO cgi
     -- environment variables to construct the full path name of
     -- the file URL, and then returns the part of the path name
     -- following '/docs/'
     v_filename := getfilepath;
     select name into v_filename from plsql_gateway_doc
                      where UPPER(name) = UPPER(v_filename);
     -- now we call docload.download_file to initiate
     -- the download.
     wpg_docload.download_file(v_filename);
     exception
        when others then
           v_filename := null;
end process_download;

� バイナリ・ラージ・オブジェクト（BLOB）のダイレクト・ダウンロード・メカニズムを使
用して、BLOB をデータベース表からダウンロードします。このためには、次に示すよう
に、標準の HTTP ヘッダー（MIME タイプやコンテンツ長など）を返す PL/SQL プロシー
ジャをコールし、wpg_docload.download_file(blob_name)を起動して BLOB の
blob_nameをダウンロードします。

1. wpg_docload.download_file(blob)をコールするストアド・プロシージャを作
成します。blobは BLOB データ型です。mod_plsql には BLOB の内容に関する情報
が含まれていないため、情報を入力する必要があります。

2. Content-Type およびその他のヘッダーを設定します。

次の例では、プロシージャは引数の名前を使用して表から BLOB を選択し、BLOB の
ダイレクト・ダウンロードを開始します。

create or replace procedure download_blob(name in varchar2) is
myblob blob;
begin

– name 引数を使用して、mytable から BLOB を選択します。

select blob_data into myblob from mytable where blob_name = name;
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– コンテンツを記述するヘッダーを設定します。

owa_util.mime_header('text/html', FALSE);
htp.p('Content-Length: ' || dbms_lob.getlength(myblob));
owa_util.http_header_close;

– BLOB のダイレクト・ダウンロードを開始します。

wpg_docload.download_file(myblob);
end;

mytable表の構造は、次のとおりです。

create table mytable
(
blob_name varchar2(128),
blob_data blob
);

ドキュメント・ダウンロードが開始されても、BLOB のダイレクト・ダウンロードが
使用されない場合は、wpg_docload.download_fileに渡される引数により、ファ
イル名を一意に識別してドキュメント表からダウンロードできるようにする必要があ
ります。このようなドキュメントの内容の返信時に、mod_plsql は、そのファイル名
に対するドキュメント表エントリの他の列に格納された情報に基づいて、HTTP レス
ポンス・ヘッダーを生成します。MIME_TYPE 列、DOC_SIZE 列および LAST_
UPDATED 列はそれぞれ、レスポンス・ヘッダーの Content-Type ヘッダー、
Content-Length ヘッダーおよび If-Modified-Since ヘッダーを追加するために使用され
ます。

マルチバイト・キャラクタを使用するドキュメントのダウンロードマルチバイト・キャラクタを使用するドキュメントのダウンロードマルチバイト・キャラクタを使用するドキュメントのダウンロードマルチバイト・キャラクタを使用するドキュメントのダウンロード

Windows プラットフォームで mod_plsql を使用し、マルチバイト・キャラクタ・セット（日
本語または韓国語）の一部として特殊文字 0x5c を含むマルチバイト・データベースに対して実
行している場合、ファイル dads.confを変更して、アプリケーションへのアクセスに使用さ
れる DAD を編集する必要があります。このためには、次のようにします。

1. ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/dads.confファイルを開きます。

2. アプリケーションのアクセスに使用される DAD を探します。

3. WindowsFileConversion Offの行をこの DAD エントリに追加します。

4. ファイルを保存します。

5. この Oracle HTTP Server が Oracle Application Server の一部である場合は、次のコマンド
を発行します。

ORACLE_HOME/dcm/bin/dcmctl updateConfig -ct ohs

6. Oracle HTTP Server を再起動します。

DAD 設定を更新しないと、ファイル名に 0x5c が含まれるドキュメントのダウンロード時に障
害が発生します。たとえば、次のようになります。

� OracleAS Portal では、次のダウンロード・エラーが示されます。

Error: Document not found (WWC-46000)

注意注意注意注意 : wpg_docload.download_file API をプロシージャからコールす
るたびに、ファイル・ダウンロード操作は mod_plsql により開始されます。
このような操作では、プロシージャによって生成される他の HTML コンテン
ツは、ブラウザには渡されません。
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� ユーザー独自の PL/SQL アプリケーションに対して mod_plsql を使用すると、ファイルの
ダウンロードで次のエラーが発生します。

HTTP-404 Not Found

3.8 パスのエイリアシング（ダイレクト・アクセスパスのエイリアシング（ダイレクト・アクセスパスのエイリアシング（ダイレクト・アクセスパスのエイリアシング（ダイレクト・アクセス URL））））
パスのエイリアシングにより、mod_plsql を使用するアプリケーションは、単純な URL による
アプリケーション内のオブジェクトへの直接参照を提供できます。この機能は、ドキュメン
ト・ダウンロード機能の提供方法を汎用化するものです。パスのエイリアシングには、DAD の
次の設定パラメータを使用します。

� PlsqlPathAlias

� PlsqlPathAliasProcedure

たとえば、DAD でこれらのパラメータが次のように設定されているとします。

PlsqlPathAlias   myalias
PlsqlPathAliasProcedure   scott.my_path_alias_procedure

この場合、DAD location の直後に myalias キーワードを含むすべての URL で、scott.my_
path_alias_procedureプロシージャが実行されます。このプロシージャは、URL 指定に基
づいて適切なレスポンスを開始できます。

3.9 Common Gateway Interface（（（（CGI）環境変数）環境変数）環境変数）環境変数
OWA_UTIL パッケージには、CGI 環境変数の値を取得するための API が付属しています。CGI
環境変数の値は、mod_plsql によって実行されるプロシージャにコンテキストを提供します。
mod_plsql は CGI によって処理されませんが、mod_plsql から実行される PL/SQL アプリケー
ションは、これらの CGI 環境変数にアクセス可能です。

CGI 環境変数のリストは次のとおりです。

� HTTP_AUTHORIZATION

� DAD_NAME

� DOC_ACCESS_PATH

� HTTP_ACCEPT

� HTTP_ACCEPT_CHARSET

� HTTP_ACCEPT_LANGUAGE

� HTTP_COOKIE

� HTTP_HOST

� HTTP_PRAGMA

� HTTP_REFERER

注意注意注意注意 : アプリケーション定義プロシージャ scott.my_path_alias_
procedureは、varchar2 型の p_path という引数を 1 つとるように定義
する必要があります。この引数は、PlsqlPathAlias に使用されているキー
ワードに続くすべてを受け取ります。

たとえば、前述の構成で次の URL があるとします。

http://www.acme.com:9000/pls/dad/myalias/MyFolder/MyIte
m

この URL により、scott.my_path_alias_procedure プロシージャは
MyFolder/MyItem 引数を受け取ります。
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� HTTP_USER_AGENT

� PATH_ALIAS

� PATH_INFO

� HTTP_ORACLE_ECID

� DOCUMENT_TABLE

� REMOTE_ADDR

� REMOTE_HOST

� REMOTE_USER

� REQUEST_CHARSET（第 3.9.2.1 項「REQUEST_CHARSET CGI 環境変数」を参照）

� REQUEST_IANA_CHARSET（第 3.9.2.2 項「REQUEST_IANA_CHARSET CGI 環境変数」
を参照）

� REQUEST_METHOD

� REQUEST_PROTOCOL

� SCRIPT_NAME

� SCRIPT_PREFIX

� SERVER_NAME

� SERVER_PORT

� SERVER_PROTOCOL

PL/SQL アプリケーションは、owa_util.get_cgi_env インタフェースを使用して CGI 環境変数
の値を取得できます。

構文構文構文構文 :

owa_util.get_cgi_env(param_name in varchar2) return varchar2;

param_name は、CGI 環境変数の名前です。param_name には大 / 小文字区別があります。

3.9.1 CGI 環境変数の追加およびオーバーライド環境変数の追加およびオーバーライド環境変数の追加およびオーバーライド環境変数の追加およびオーバーライド
PlsqlCGIEnvironmentList DAD パラメータは、1 行に 1 つのエントリがある、名前 / 値ペ
アのリストです。任意の環境変数のオーバーライドや、新規の環境変数の追加ができます。名
前が付属の環境変数（第 3.9 項「Common Gateway Interface（CGI）環境変数」のリストを参
照）の 1 つである場合、その環境変数は指定した値でオーバーライドされます。名前が付属の
環境変数のリストにない場合は、パラメータで指定された名前および値と同じ新規の環境変数
がリストに追加されます。

パラメータの値が指定されていない場合は、Oracle HTTP Server から値が取得されます。
Oracle HTTP Server の場合は、次のように指定して CGI 環境変数の DOCUMENT_ROOT を渡
すことができます。

PlsqlCGIEnvironmentList DOCUMENT_ROOT

この設定パラメータから渡された新規の環境変数は、owa_util.get_cgi_env インタフェースを経
由して PL/SQL アプリケーションで使用できます。

注意注意注意注意 : mod_plsql の構成ファイルについては、『Oracle HTTP Server 管理
者ガイド』を参照してください。
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例例例例 3-11 環境変数のオーバーライドが指定された環境変数のオーバーライドが指定された環境変数のオーバーライドが指定された環境変数のオーバーライドが指定された PlsqlCGIEnvironmentList

PlsqlCGIEnvironmentList SERVER_NAME=myhost.mycompany.com
PlsqlCGIEnvironmentList REMOTE_USER=testuser

この例では、CGI 環境変数の SERVER_NAME と REMOTE_USER が付属の環境変数リストに
含まれているため、これらの環境変数が指定の値にオーバーライドされます。

例例例例 3-12 新規の環境変数が指定された新規の環境変数が指定された新規の環境変数が指定された新規の環境変数が指定された PlsqlCGIEnvironmentList

PlsqlCGIEnvironmentList MYENV_VAR=testing
PlsqlCGIEnvironmentList SERVER_NAME=
PlsqlCGIEnvironmentList REMOTE_USER=user2

この例では、SERVER_NAME 変数と REMOTE_USER 変数がオーバーライドされます。
SERVER_NAME 変数は、値が指定されていないため、削除されます。MYENV_VAR という新
規の環境変数は、付属の環境変数のリストに含まれていないため追加されます。この環境変数
には、testing という値が割り当てられます。

3.9.2 PlsqlNLSLanguage
mod_plsql では、PlsqlNLSLanguage の DAD レベルの設定により、グローバリゼーション・サ
ポート設定が制御されます。DAD レベルで PlsqlNLSLanguage が設定されていない場合、グ
ローバリゼーション・サポート設定には Oracle の NLS_LANG パラメータの環境設定が使用さ
れます。このパラメータの詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』の「mod_plsql」を参
照してください。

3.9.2.1 REQUEST_CHARSET CGI 環境変数環境変数環境変数環境変数
CGI 環境変数 REQUEST_CHARSET は、PlsqlNLSLanguage の設定に基づいて設定されます。
DAD レベルで PlsqlNLSLanguage が設定されていない場合、グローバリゼーション・サポート
設定には Oracle の NLS_LANG パラメータの環境設定が使用されます。

PL/SQL アプリケーションは、ファンクション・コールによってこの情報にアクセスできます。
たとえば、次のようになります。

owa_util.get_cgi_env('REQUEST_CHARSET');

3.9.2.2 REQUEST_IANA_CHARSET CGI 環境変数環境変数環境変数環境変数
これは、CGI 環境変数 REQUEST_CHARSET に相当する IANA（Internet Assigned Number 
Authority）の環境変数です。IANA は、インターネット上のキャラクタ・セットの標準をグ
ローバルに調整する機関です。

PL/SQL アプリケーションは、ファンクション・コールによってこの情報にアクセスできます。
たとえば、次のようになります。

owa_util.get_cgi_env('REQUEST_IANA_CHARSET');

3.10 PL/SQL ベースのベースのベースのベースの Web アプリケーションでのキャッシングのアプリケーションでのキャッシングのアプリケーションでのキャッシングのアプリケーションでのキャッシングの
使用使用使用使用

キャッシングを使用すると、PL/SQL ベースの Web アプリケーションのパフォーマンスを向上
させることができます。パフォーマンスを向上させるために、中間層の PL/SQL プロシージャ
によって生成された Web コンテンツをキャッシュして、データベースのワークロードを減少さ
せることができます。
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この項では、次のようなキャッシングの方式について説明します。

� 検証方式の使用 : アプリケーションは、ページが 後に提示されてから変更があったかどう
かをサーバーに確認します。

� 期限方式の使用 : 特定の時間間隔に基づいて、PL/SQL ベースの Web アプリケーションは、
ページをキャッシュするか、または再度生成する必要があるかを決定します。

� PL/SQL ベースの Web アプリケーションでのシステム・レベルおよびユーザー・レベルの
キャッシング : 検証方式または期限方式を使用している場合に有効です。キャッシングの
レベルは、ページが特定のユーザーに対してキャッシュされるのか、システム内のすべて
のユーザーに対してキャッシュされるのかによって決まります。

これらの方式およびレベルは、PL/SQL Web Toolkit に含まれる owa_cacheパッケージを使用
して実装されます。

3.10.1 検証方式の使用検証方式の使用検証方式の使用検証方式の使用
通常、検証方式では、ページが 後に提示されてから変更があったかどうかをサーバーに確認
します。ページが変更されていない場合、キャッシュされたページがユーザーに提示されます。
ページが変更されている場合、新しいコピーを取得してユーザーに提示した後、それをキャッ
シュします。

検証方式を使用する方法には、Last-Modified 方法および Entity Tag 方法の 2 つがあります。次
の 2 つの項では、これらの方式が HTTP プロトコルでどのように使用されるかを示します。
PL/SQL Gateway では HTTP プロトコルを使用しませんが、多くの同じ原則が使用されます。

3.10.1.1 Last-Modified 方法方法方法方法
Web ページが HTTP プロトコルを使用して生成されると、そのページには Last-Modified レス
ポンス・ヘッダーが含まれます。このヘッダーは、リクエストされたコンテンツの日付（サー
バーを基準とする）を示しています。ブラウザは、この日付情報をコンテンツとともに保存し
ます。後続のリクエストが Web ページの URL に対して作成されると、ブラウザは次の処理を
行います。

1. キャッシュされているバージョンがあるかどうかを確認します。

2. 日付情報を抽出します。

3. リクエスト・ヘッダーの If-Modified-Since を生成します。

4. リクエストをサーバーに送信します。

キャッシュ対応のサーバーは、If-Modified-Since ヘッダーを探し、それをコンテンツの日付と
比較します。この 2 つが一致する場合は、「HTTP/1.1 304 Not Modified」などの HTTP レスポ
ンス・ステータス・ヘッダーが生成され、コンテンツは返されません。このステータス・コー
ドを受け取ると、キャッシュ・エントリは有効であるため、ブラウザはそれを再利用できます。

この 2 つが一致しない場合は、「HTTP/1.1 200 OK」などの HTTP レスポンス・ヘッダーが生
成され、新しいコンテンツが、新しい Last-Modified レスポンス・ヘッダーとともに返されま
す。このステータス・コードを受け取ると、ブラウザはキャッシュ・エントリを新しいコンテ
ンツおよび新しい日付情報で置き換える必要があります。

3.10.1.2 Entity Tag 方法方法方法方法
HTTP プロトコルによって提供されるもう 1 つの検証方法は、ETag（Entity Tag）レスポンス /
リクエスト・ヘッダーです。このヘッダーの値は、ブラウザに対して不明瞭な文字列です。
サーバーは、この文字列をアプリケーションのタイプに基づいて生成します。この方法は、日
付値のみを含めることができる If-Modified-Since ヘッダーよりも一般的な検証方法です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server PL/SQL Web Toolkit リファレンス』
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ETag 方法は、Last Modified 方法とよく似ています。サーバーは、レスポンス・ヘッダーの一
部として ETag を生成します。ブラウザは、この不明瞭なヘッダー値を返されたコンテンツと
ともに格納します。このコンテンツに対する次のリクエストを受信すると、ブラウザは、格納
された不明瞭な値を If-Match ヘッダーに設定してサーバーに渡します。サーバーがこの不明瞭
な値を生成しているため、何をブラウザに返すかを判別できます。その他は、前述した
Last-Modified 検証方法とまったく同じです。

3.10.1.3 mod_plsql での検証方式の使用での検証方式の使用での検証方式の使用での検証方式の使用
HTTP 検証キャッシングをフレームワークとして使用すると、mod_plsql の検証モデルは次の
ようになります。

処理されるコンテンツを制御する PL/SQL ベースの Web アプリケーションでは、この種の
キャッシングを使用する必要があります。この方式を使用すると、適度にパフォーマンスが改
善されます。たとえば、常に変わる動的コンテンツを処理する Web アプリケーションがこれに
該当します。この場合、Web アプリケーションには、処理対象に対する完全な制御が必要で
す。検証キャッシングでは、キャッシュされたコンテンツが古いものか、またはブラウザに返
された後のものであるかを Web アプリケーションに常に確認します。

図 3-2 に、mod_plsql での検証方式の使用について示します。

1. Oracle HTTP Server がクライアント・サーバーから PL/SQL プロシージャ・リクエストを
受信します。Oracle HTTP Server は、そのリクエストを mod_plsql にルーティングしま
す。

2. mod_plsql はリクエストを準備します。

3. mod_plsql は Web アプリケーションで PL/SQL プロシージャを起動し、通常の Common 
Gateway Interface（CGI）環境変数を Web アプリケーションに渡します。

4. PL/SQL プロシージャは、返すためのコンテンツを生成します。PL/SQL プロシージャが
生成されたコンテンツをキャッシュ可能であると判断した場合、PL/SQL Web Toolkit の
owa_cacheプロシージャをコールし、タグおよびキャッシュ・レベルを設定します。

owa_cache.set_cache(p_etag, p_level);

1. HTML が mod_plsql に返されます。

2. mod_plsql は、次のリクエストのために、キャッシュ可能なコンテンツをファイル・シス
テムに格納します。

3. Oracle HTTP Server は、そのレスポンスをクライアント・ブラウザに送信します。

表表表表 3-4 検証モデルのパラメータ検証モデルのパラメータ検証モデルのパラメータ検証モデルのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

set_cacheプロシー

ジャ

返されたコンテンツがキャッシュできることを mod_plsql に通知す

るためのヘッダーを設定します。その後、コンテンツがブラウザに
返される際に、mod_plsql は、タグおよびキャッシング・レベル情

報とともにコンテンツをローカル・ファイル・システムにキャッ
シュします。

p_etag コンテンツをタグ付けするためにプロシージャが生成する文字列。

p_level キャッシング・レベル : SYSTEM（システム・レベルの場合）または

USER（ユーザー・レベルの場合）
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図図図図 3-2 検証方式検証方式検証方式検証方式

3.10.1.4 検証方式を使用した検証方式を使用した検証方式を使用した検証方式を使用した 2 番目のリクエスト番目のリクエスト番目のリクエスト番目のリクエスト
mod_plsql で検証方式を使用し、同じ PL/SQL プロシージャに対して 2 番目のリクエストがク
ライアント・ブラウザよって作成されます。

図 3-3 に、検証方式を使用した 2 番目のリクエストを示します。

1. mod_plsql は、リクエストに対してキャッシュされたコンテンツがあることを検出します。

2. mod_plsql は、同じタグおよびキャッシング・レベル情報（ 初のリクエストからの）を
CGI 環境変数の一部として PL/SQL プロシージャに転送します。

3. PL/SQL プロシージャは、これらのキャッシング CGI 環境変数を使用して、コンテンツが
変更されているかどうかを確認します。そのために、PL/SQL Web Toolkit の次の owa_
cacheファンクションをコールします。

owa_cache.get_etag;
owa_cache.get_level;

これらの owa ファンクションが、タグおよびキャッシング・レベルを取得します。

4. Web アプリケーションは、このキャッシング情報を mod_plsql に送信します。

5. この情報に基づいて、コンテンツを再生成する必要があるか、またはキャッシュから取得
できるかを判別します。

a. コンテンツがまだ同じ場合は、プロシージャは owa_cache.set_not_modifiedプ
ロシージャをコールし、コンテンツを生成しません。このため、mod_plsql では
キャッシュされたコンテンツを使用します。このキャッシュされたコンテンツは、ブ
ラウザに直接返されます。

b. コンテンツが変更されている場合は、新しいコンテンツを新しいタグおよびキャッシ
ング・レベルとともに生成します。mod_plsql は古いキャッシュのコピーを新しいも
のに置き換え、タグおよびキャッシング・レベル情報を更新します。新しく生成され
たコンテンツが、ブラウザに返されます。
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図図図図 3-3 検証方式検証方式検証方式検証方式 - 2 番目のリクエスト番目のリクエスト番目のリクエスト番目のリクエスト

3.10.2 期限方式の使用期限方式の使用期限方式の使用期限方式の使用
検証モデルでは、mod_plsql は、キャッシュからコンテンツを提供できるかどうかを常に
PL/SQL プロシージャに確認します。期限モデルでは、プロシージャはコンテンツの有効期間
をあらかじめ設定します。そのため、mod_plsql は、プロシージャに確認することなくキャッ
シュからコンテンツを提供できます。この方式では、データベースとのやり取りが必要ないた
め、パフォーマンスが一層向上します。

このキャッシング方式を使用すると、 高のパフォーマンスが得られます。PL/SQL ベースの
Web アプリケーションにおいて、古いコンテンツの提供が問題にならない場合に使用します。
たとえば、ニュースを毎日生成するアプリケーションがこれに該当します。ニュースは 24 時間
有効に設定できます。24 時間以内であれば、アプリケーションとやり取りせずにキャッシュさ
れたコンテンツが提供されます。これは、基本的にファイルの提供と同じです。24 時間を経過
すると、mod_plsql は再度新しいコンテンツをアプリケーションから取得します。

検証モデルで説明したのと同じシナリオを考えてみます。ただし、プロシージャではキャッシ
ングに期限モデルを使用します。

図 3-4 に、mod_plsql での期限方式の使用について示します。

1. Oracle HTTP Server がクライアント・サーバーから PL/SQL Server Page リクエストを受
信します。Oracle HTTP Server は、そのリクエストを mod_plsql にルーティングします。

2. mod_plsql は、リクエストを Oracle データベースに転送します。

3. mod_plsql は eb アプリケーションで PL/SQL プロシージャを起動し、通常の Common 
Gateway Interface（CGI）環境変数をアプリケーションに渡します。

4. PL/SQL プロシージャは、返すためのコンテンツを生成します。PL/SQL プロシージャが
生成されたコンテンツをキャッシュ可能であると判断した場合、PL/SQL Web Toolkit の
owa_cacheプロシージャをコールし、有効期間およびキャッシュ・レベルを設定します。

owa_cache.set_expires(p_expires, p_level);

表表表表 3-5 期限モデルのパラメータ期限モデルのパラメータ期限モデルのパラメータ期限モデルのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

set_expiresプロシー

ジャ

期限キャッシングを使用していることを mod_plsql に通知するた

めのヘッダーを設定します。その後、mod_plsql は、有効期間お

よびキャッシング・レベル情報とともにコンテンツをローカル・
ファイル・システムにキャッシュします。

p_expires コンテンツが有効な分数。

p_level キャッシング・レベル。
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1. HTML が mod_plsql に返されます。

2. mod_plsql は、次のリクエストのために、キャッシュ可能なコンテンツをファイル・シス
テムに格納します。

3. Oracle HTTP Server は、そのレスポンスをクライアント・ブラウザに送信します。

図図図図 3-4 期限方式期限方式期限方式期限方式

期限方式を使用した期限方式を使用した期限方式を使用した期限方式を使用した 2 番目のリクエスト番目のリクエスト番目のリクエスト番目のリクエスト
前述の同じ期限モデルを使用し、同じ PL/SQL プロシージャに対して 2 番目のリクエストがク
ライアント・ブラウザよって作成されます。

図 3-5 に、期限方式を使用した 2 番目のリクエストを示します。

1. mod_plsql は、期限ベースの、キャッシュされたコンテンツのコピーがあることを検出し
ます。

2. mod_plsql は、現在の時刻とこのキャッシュ・ファイルが作成された時刻の差を取得して
コンテンツの有効性を確認します。

a. この差が有効期間内にある場合は、キャッシュされたコピーはまだ新しいものである
ため、データベースとやり取りせずに使用されます。このキャッシュされたコンテン
ツは、ブラウザに直接返されます。

b. この差が有効期間を超える場合は、キャッシュされたコピーは古くなっています。
mod_plsql は、PL/SQL プロシージャを起動して、新しいコンテンツを生成します。
次に、プロシージャが期限ベースのキャッシングを再度使用するかどうかを決定しま
す。使用する場合は、この新しいコンテンツの有効期間も決定します。新しく生成さ
れたコンテンツが、ブラウザに返されます。
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図図図図 3-5 期限方式期限方式期限方式期限方式 - 2 番目のリクエスト番目のリクエスト番目のリクエスト番目のリクエスト

3.10.3 PL/SQL ベースのベースのベースのベースの Web アプリケーションでのシステム・レベルおよびアプリケーションでのシステム・レベルおよびアプリケーションでのシステム・レベルおよびアプリケーションでのシステム・レベルおよび
ユーザー・レベルのキャッシングユーザー・レベルのキャッシングユーザー・レベルのキャッシングユーザー・レベルのキャッシング

PL/SQL プロシージャは、生成されたコンテンツがシステム・レベルのコンテンツか、ユー
ザー・レベルのコンテンツかを判断します。これにより、複数のユーザーが同じコンテンツを
参照している場合、PL/SQL Gateway キャッシュによる重複ファイルの格納を減らすことがで
きます。判断は、次の基準で行われます。

� システム・レベルシステム・レベルシステム・レベルシステム・レベル・コンテンツの場合、プロシージャは、文字列 SYSTEMをキャッシング・
レベル・パラメータとして owa_cacheファンクションに渡します（検証モデルの場合は
set_cache、期限モデルの場合は set_expires）。これは、キャッシュを共有するすべ
てのユーザーに対して行われます。

システム・レベル・キャッシングを使用すると、ファイル・システムの領域とシステム内
のすべてのユーザーに費やす時間の両方を節約できます。たとえば、その Web アプリケー
ションを使用しているすべてのユーザーを対象としたコンテンツを生成する Web アプリ
ケーションがこれに該当します。システム・レベル設定でコンテンツをキャッシングする
と、コンテンツのコピーは 1 つのみファイル・システムにキャッシュされます。さらに、
コンテンツはキャッシュからディレクトリに提供されるため、そのシステムのすべての
ユーザーにメリットがあります。

� ユーザー・レベルユーザー・レベルユーザー・レベルユーザー・レベル・コンテンツの場合、プロシージャは、文字列 USERをキャッシング・
レベルのパラメータとして渡します。これは、ログインしている特定のユーザーに対して
行われます。格納されるキャッシュはそのユーザー独自のものです。そのユーザーのみが
キャッシュを使用できます。ユーザーのタイプは、認証モードによって決まります。様々
なユーザーのタイプは、次の表を参照してください。

たとえば、PL/SQL ベースの Web アプリケーションをカスタマイズしているユーザーがいない
場合、出力はシステム・レベル・キャッシュに格納できます。システムのすべてのユーザーに
対してキャッシュ・コピーは 1 つしかありません。複数のユーザーがキャッシュを使用できる
ため、ユーザー情報は使用されません。

表表表表 3-6 認証モードにより決定されるユーザーのタイプ認証モードにより決定されるユーザーのタイプ認証モードにより決定されるユーザーのタイプ認証モードにより決定されるユーザーのタイプ

認証モード認証モード認証モード認証モード ユーザーのタイプユーザーのタイプユーザーのタイプユーザーのタイプ

Single Sign-On（SSO） 軽量ユーザー

Basic データベース・ユーザー

カスタム リモート・ユーザー
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ただし、ユーザーがアプリケーションをカスタマイズしている場合、ユーザー・レベル・
キャッシュはそのユーザーに対してのみ格納されます。他のすべてのユーザーは、引き続きシ
ステム・レベル・キャッシュを使用します。ユーザー・レベル・キャッシュ・ヒットにおいて、
ユーザー情報が基準となります。ユーザー・レベル・キャッシュは、常にシステム・レベル・
キャッシュをオーバーライドします。

PL/SQL Web Toolkit のファンクション（のファンクション（のファンクション（のファンクション（owa_cache パッケージ）パッケージ）パッケージ）パッケージ）
検証方式または期限方式のどちらを使用するのかによって、コールする owa_cacheのファン
クションが決まります。

owa_cacheパッケージには、特別なキャッシング・ヘッダーおよび環境変数を設定および取得
するプロシージャが含まれます。開発者は、これらのプロシージャを使用すると、PL/SQL 
Gateway キャッシュをより簡単に使用できます。このパッケージは、すでにデータベースにイ
ンストールされています。

表 3-7 に、コール対象の主要なファンクションを示します。

3.11 mod_plsql のパフォーマンス・チューニングの領域のパフォーマンス・チューニングの領域のパフォーマンス・チューニングの領域のパフォーマンス・チューニングの領域
PL/SQL ベースの Web アプリケーションのパフォーマンスを向上させるために mod_plsql を
チューニングする場合、mod_plsql の内部的な動作に精通していることが重要です。この項で
は、mod_plsql のいくつかの機能についての概要を説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

� mod_plsql の接続プーリング

� プールされたデータベース・セッションのクローズ

� 接続プールでの停止中のデータベース接続の検出

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 認証モードの詳細は、第 2.2 項「mod_plsql を使用したユー
ザー認証」を参照してください。

表表表表 3-7 主要な主要な主要な主要な owa_cache のファンクションのファンクションのファンクションのファンクション

owa ファンクションファンクションファンクションファンクション 目的目的目的目的

owa_cache.set_cache (p_etag 
IN varchar2, p_level IN 
varchar2)

検証モデル : ヘッダーを設定します。

� p_etagパラメータは、生成されたコンテンツを

タグ付けします。 

� p_levelパラメータは、使用するキャッシング・

レベルを表します。

owa_cache.set_not_modified 検証モデル : キャッシュされたコンテンツを使用する

ように mod_plsql に通知するためのヘッダーを設定し

ます。検証ベースのキャッシュ・ヒットが発生する場
合のみ使用されます。

owa_cache.get_level 検証モデル : キャッシング・レベルの USERまたは

SYSTEMを取得します。キャッシュがヒットしない場

合は NULL を返します。

owa_cache.get_etag 検証モデル : キャッシュされたコンテンツと関連付け

られているタグを取得します。キャッシュがヒットし
ない場合は NULL を返します。

owa_cache.set_expires(p_
expires IN number, p_level IN 
varchar2)

期限モデル : ヘッダーを設定します。

� p_expiresパラメータは、コンテンツの有効期

間（分）を表します。 

� p_levelパラメータは、使用するキャッシング・

レベルを表します。
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3.11.1 mod_plsql の接続プーリングの接続プーリングの接続プーリングの接続プーリング
UNIX プラットフォームでは、mod_plsql でのデータベース・サーバー接続プーリングのロ
ジックは、例をあげると もよく説明できます。次の一般的な例を考えてみます。

1. Oracle HTTP Server リスナーが起動されます。mod_plsql によって保持されている接続
プールにデータベース接続はありません。

2. ブラウザが、データベース・アクセス記述子（DAD）D1 に対して mod_plsql リクエスト
（R1）を作成します。

3. Oracle HTTP Server プロセスの 1 つ（httpdプロセス P1）が、リクエスト R1 の処理を開
始します。

4. プロセス P1 の mod_plsql が、接続プールを確認して、このユーザー・リクエストに対す
るデータベース接続がプールにないことがわかります。

5. DAD D1 の情報に基づいて、プロセス P1 の mod_plsql が、新しいデータベース接続を
オープンし、PL/SQL リクエストを処理して、プールにそのデータベース接続を追加しま
す。

6. この時点から、DAD D1 のプロセス P1 に対する後続のすべてのリクエストは、mod_plsql
によってプールされたデータベース接続を使用できます。

7. DAD D1 に対するリクエストが別のプロセス（プロセス P2）で取得された場合、プロセス
P2 の mod_plsql は独自のデータベース接続をオープンし、リクエストを処理して、プール
にそのデータベース接続を追加します。

8. この時点から、DAD D1 のプロセス P2 に対する後続のすべてのリクエストは、mod_plsql
によってプールされたデータベース接続を使用できます。

9. ここで、リクエスト R2 が DAD D2 に対して作成され、このリクエストがプロセス P1 に
ルーティングされるとします。

10. プロセス P1 の mod_plsql には、DAD D2 用にプールされたデータベース接続がないため、
新しいデータベース・セッションが DAD D2 用に作成され、リクエストを処理した後に
プールされます。この時点で、プロセス P1 には、2 つのデータベース接続がプールされて
います。1 つは DAD D1 用、もう 1 つは DAD D2 用です。

ステップ 1 ～ 10 に示されたこの例で、重要な詳細は次のとおりです。

a. 各 Oracle HTTP Server プロセスは、静的ファイル・リクエスト、サーブレット・リク
エストおよび mod_plsql リクエストなど、すべてのタイプのリクエストを処理しま
す。どの Oracle HTTP Server プロセスが次のリクエストを処理するかは制御できませ
ん。

b. ある Oracle HTTP Server プロセスでは、別のプロセスで作成された接続プールを使用
または共有できません。

c. 各 Oracle HTTP Server プロセスは、各 DAD に対して多くても 1 つのデータベース接
続をプールします。

d. ユーザー・セッションは、DAD に対してプールされたデータベース接続内で切り替え
られます。Oracle Application Server Single Sign-On（SSO）に基づく DAD の場合、
プロキシ認証を使用してユーザー・セッションが切り替えられます。SSO 以外のユー
ザーの場合、DAD にはないユーザー名およびパスワードによる HTTP Basic 認証を使
用して、ユーザーは同じ接続で再度認証されます。

e. 複数の DAD が同じデータベース・インスタンスを指すことがありますが、同じプロ
セス内であっても DAD 間でデータベース接続が共有されることはありません。

f. 未使用の DAD には、データベース接続がありません。
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悪のシナリオでは、mod_plsql によってプールされるデータベース接続の合計数は、アク
ティブな DAD の合計数と、1 つの Oracle HTTP Server インスタンスに対して常に実行されて
いる Oracle HTTP Server（httpd）プロセスの数を掛けた数になります。Oracle HTTP Server
プロセスを大きい数に設定した場合、それに相当する数のデータベース・セッションを処理す
るように、バックエンド・データベースを設定する必要があります。この設定値には、バック
エンド・データベースを使用する Oracle HTTP Server インスタンスの数を掛ける必要がありま
す。

たとえば、Oracle HTTP Server インスタンスが 3 つあり、それぞれ 大 50 の httpdプロセス
を作成するように設定されているとき、アクティブな DAD が 2 つある場合、300（3*50*2）
セッションを処理できるようにデータベースを設定する必要があります。この数には、他の
Web アプリケーションが接続するのに必要なセッションは含まれていません。

Windows プラットフォームでは、Oracle HTTP Server はシングル・プロセスとして実行されま
す。このようなシステムでは、mod_plsql の接続プールはスレッド間で共有され、データベー
ス接続の合計数は、各 DAD に対する同時リクエストの数になります。データベース接続がス
レッド間で共有されるため、第 4.3.4 項「2 リスナー方針」は Windows システムには適用され
ません。

3.11.2 プールされたデータベース・セッションのクローズプールされたデータベース・セッションのクローズプールされたデータベース・セッションのクローズプールされたデータベース・セッションのクローズ
プールされたデータベース・セッションは、次の状況下でクローズされます。

1. プールされた接続が、設定された数のリクエストを処理するために使用されている場合。

デフォルトでは、mod_plsql によってプールされた各接続は、 大 1000 リクエストを処理
するために使用された後、データベース接続は停止され、次の mod_plsql リクエストで再
確立されます。これは、PL/SQL ベースの Web アプリケーションまたは Oracle のクライ
アント / サーバー側でのリソース・リークがシステムに悪影響を及ぼさないようにするた
めに行われます。デフォルト値の 1000は、DAD 設定パラメータの
PlsqlMaxRequestsPerSessionをチューニングして変更します。

2. プールされた接続が長期間アイドル状態である場合。

デフォルトでは、mod_plsql のクリーン・アップ・スレッドにより、プールされた各接続
は、アイドル時間が 15 分を経過するとクリーン・アップされます。アイドル・セッション
のタイムアウト値は、構成設定の PlsqlIdleSessionCleanupIntervalによって制御
されます。サイトで mod_plsql のコンテンツにアクセスする頻度が低いほど、アイドル・
セッションのクリーン・アップはより頻繁に発生するため、ユーザーはあまり使用されな
いデータベース接続を確立することになります。このような状況では、パフォーマンスを
向上させるために PlsqlIdleSessionTimeoutIntervalのデフォルト設定を大きくす
ることを検討します。プールされたデータベース接続を長時間オープンのままにすること
は、より多くのセッションで使用できるデータベースでは余分な負荷が発生することを意
味します。

3. UNIX システムで、Oracle HTTP Server プロセスが停止する場合。

UNIX システムでは、Oracle HTTP Server 構成パラメータの MaxRequestsPerChildに
よって Oracle HTTP Server プロセスが停止するタイミングが制御されます。たとえば、こ
のパラメータが 5000に設定されている場合、各 Oracle HTTP Server プロセスは、正確に
5000 リクエストを処理した後、停止します。また、Oracle HTTP Server プロセスは、構成
パラメータの MinSpareServers、MaxSpareServersおよび MaxClientsに基づいて、
Oracle HTTP Server のメンテナンスの一環として起動および停止することがあります。

Oracle HTTP Server が正しく設定されていないと、Oracle HTTP Server プロセスが頻繁に
起動および停止するようになり、その結果、無駄な mod_plsql の接続プーリングが発生し
ます。 高のパフォーマンスにするには、各 Oracle HTTP Server プロセスが一定時間アク
ティブの状態を維持し、プロセスが停止しないように Oracle HTTP Server を設定します。

4. mod_plsql が接続プールで停止中の接続を検出した場合。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』の「mod_plsql」を参照
してください。
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詳細は、第 3.11.3 項「接続プールでの停止中のデータベース接続の検出」を参照してくだ
さい。

3.11.3 接続プールでの停止中のデータベース接続の検出接続プールでの停止中のデータベース接続の検出接続プールでの停止中のデータベース接続の検出接続プールでの停止中のデータベース接続の検出
mod_plsql は、データベースへの接続のプールを保持し、確立されたデータベース接続を後続
のリクエストに再利用します。接続プールのデータベース接続からレスポンスがない場合、
mod_plsql はそれを検出して、その停止中の接続を破棄し、新しいデータベース接続を後続の
リクエストのために確立します。

mod_plsql の停止中のデータベース接続の検出機能により、データベース・ノードまたはイン
スタンスが停止したときのランダムなエラーの発生がなくなります。また、この機能は、Real 
Application Cluster（RAC）のような高可用性の構成では非常に有効です。ある RAC クラスタ
のノードが停止していると、mod_plsql はそれを検出し、他の RAC ノードを使用してリクエス
トの処理をすぐに開始します。

デフォルトでは、RAC ノードまたはデータベース・インスタンスが停止し、mod_plsql がノー
ドへの接続をすでにプールしていた場合、プール内の停止中の接続を使用する 初の mod_
plsql リクエストは、HTTP-503 の障害レスポンスがエンド・ユーザーに返されます。mod_
plsql はこの障害を使用して、プール内のすべての停止中の接続の検出および削除をトリガーし
ます。mod_plsql は、ノード障害が発生する前に作成されたすべての接続プールを ping しま
す。この ping 操作は、プールされた接続を使用する次のリクエストの処理時に実行されます。
ping 操作が失敗した場合、そのデータベース接続は破棄され、新しい接続が確立され処理され
ます。

mod_plsql では、停止中のデータベース接続の検出機能をチューニングするための構成オプ
ションを 2 つ提供しています。

� 停止中のデータベース接続を検出するためのオプションの指定

� タイムアウト期間の指定

3.11.3.1 停止中のデータベース接続を検出するためのオプションの指定停止中のデータベース接続を検出するためのオプションの指定停止中のデータベース接続を検出するためのオプションの指定停止中のデータベース接続を検出するためのオプションの指定
mod_plsql は、データベース・ノードの停止が原因と考えられる障害を検出すると接続を修正
します。これは、PlsqlConnectionValidationパラメータによって制御されます。
PlsqlConnectionValidation パラメータの詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』の
「mod_plsql」を参照してください。

3.11.3.2 タイムアウト期間の指定タイムアウト期間の指定タイムアウト期間の指定タイムアウト期間の指定
PlsqlConnectionValidationパラメータが Automaticまたは AlwaysValidateに設定
されていると、mod_plsql はプールされているデータベース接続をテストしようとします。

mod_plsql が接続プール内の不良なデータベース接続をテストするために、タイムアウト期間
を指定できます。これは、PlsqlConnectionTimeoutパラメータによって制御されます。こ
のパラメータは、mod_plsql が接続が使用できないと判断するまで、テスト・リクエストが完
了するのを待つ 大時間を指定します。

注意注意注意注意 : ノード障害後、複数の mod_plsql リクエストを同時に受信し、mod_
plsql がまだ 初の停止中の接続を検出していない場合、その時点では複数の
障害が発生する可能性があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この他の、サーバーに対する mod_plsql リクエストがない場
合でも停止中のデータベース接続を mod_plsql がクローズする状況の詳細
は、第 3.11.2 項「プールされたデータベース・セッションのクローズ」を
参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 表 4-1「データベース・アクセス記述子（DAD）パラメータ
の推奨設定の概要」
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PlsqlConnectionTimeout パラメータの詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』の「mod_
plsql」を参照してください。

3.12 mod_plsql での制限事項での制限事項での制限事項での制限事項
mod_plsql には、次の制限があります。

� HTTP Cookie ヘッダーの 大長は 32000 バイトです。このバイト数を超えるとエラーが発
生します。

� HTTP Cookie 内にある各 Cookie の 大長は 3990 バイトです。このバイト数を超えるとエ
ラーが発生します。この制限は、配列内の文字列の OCI 配列バインド制限によるもので
す。

� mod_plsql では、一度に設定できる Cookie の 大数は制限されており変更できません。こ
の制限は、 大数 20 に設定されています。20 を超えると、それ以降の Cookie は削除され
ます。

� PL/SQL Gateway は、OUT パラメータを含むプロシージャを Web インタフェースからコー
ルすることをサポートしていません。この方法でコールすると ORA-6502 エラーが発生し
ます。OUT 変数を含むプロシージャはコールしないことをお薦めします。ただし、現行の
アーキテクチャでは、変更後の値が受渡し時の長さを超えないかぎり値を変更できます。
この問題が発生する既存のアプリケーションは、次のいずれかの方法で変更する必要があ
ります。

� OUT パラメータを含むプロシージャがブラウザ URL 経由で直接実行されないように、
この種のプロシージャのラッパーを実装します。

� 渡されるパラメータの値が割り当てられるローカル変数を作成し、それを内部的なす
べての変更に使用します。

� PL/SQL プロシージャに渡すことのできる名前 / 値ペアの合計数は 2000 です。

� mod_plsql では、1 つのプロシージャに渡すことのできる 1 つのパラメータのサイズが
32512 バイトに制限されます。

� 同じ DAD location を異なる仮想ホストで使用することはできません。

� PlsqlCacheMaxSizeパラメータおよび PlsqlCacheTotalSizeパラメータに指定可能
な 大値は 4294967296 バイト（4 GB）です。これを超える値を指定すると、mod_plsql の
警告が発生し、内部では値が 4 GB に設定されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 表 4-1「データベース・アクセス記述子（DAD）パラメータ
の推奨設定の概要」
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PL/SQL のパフォーマンスの最適化のパフォーマンスの最適化のパフォーマンスの最適化のパフォーマンスの最適化

この章では、Oracle HTTP Server での PL/SQL のパフォーマンスを向上させるための方法につ
いて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� Oracle HTTP Server での PL/SQL のパフォーマンス - 概要

� Oracle HTTP Server でのプロセス・ベースおよびスレッド・ベースの操作

� mod_plsql でのパフォーマンス・チューニング問題

� キャッシングのパフォーマンスを向上させるためのファイル・システム・キャッシュの
チューニング

� Oracle HTTP Server のディレクティブ
適化 4-1



Oracle HTTP Server での PL/SQL のパフォーマンス - 概要
4.1 Oracle HTTP Server でのでのでのでの PL/SQL のパフォーマンスのパフォーマンスのパフォーマンスのパフォーマンス - 概要概要概要概要
この項では、Oracle HTTP Server で PL/SQL ベースの Web アプリケーションのパフォーマン
スを向上させるためのいくつかの方法について説明します。

表 4-1 に、データベース・アクセス記述子（DAD）のパラメータおよび設定の推奨事項を示し
ます。デフォルトでは、これらの DAD パラメータは、dads.confファイルに指定されます。
このファイルは、UNIX システムの場合、ORACLE_HOME/Apache/modplsql/confディレク
トリにあります。Windows システムの場合、デフォルトでは、ORACLE_
HOME¥Apache¥modplsql¥confディレクトリにあります。このディレクトリの
dads.READMEファイルには、DAD パラメータについて詳細に説明されています。

表表表表 4-1 データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（DAD）パラメータの推奨設定の概要）パラメータの推奨設定の概要）パラメータの推奨設定の概要）パラメータの推奨設定の概要

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨設定推奨設定推奨設定推奨設定

PlsqlAlwaysDescribeProcedure 高のパフォーマンスにするには、offに設定します。

デフォルト値 : off

PlsqlDatabaseConnectString 新しい DAD には、ServiceNameFormatを使用します。

SIDFormatは、下位互換性の場合にのみ使用します。

注意注意注意注意 : データベースの HA 構成では、接続文字列パラメータは LDAP
検索を介して解決されるように設定することをお薦めします。

PlsqlFetchBufferSize 日本語や中国語などのマルチバイト・キャラクタ・セットの場合、
256に設定すると、パフォーマンスが向上します。

デフォルト値 : 200

PlsqlIdleSessionCleanupInterval このパラメータの値を増加すると、プールされたデータベース接続
が、プール内で指定された時間、使用可能な状態を維持できます。

デフォルト値 : 15（分）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 3.11.3 項「接続プールでの停止中のデータベース接続の

検出」

PlsqlLogEnable オラクル社カスタマ・サポート・センターからデバッグの目的で薦
められないかぎり、Offに設定します。

デフォルト値 : off

PlsqlConnectionValidation 接続プール内で停止中の接続を検出するために mod_plsql が使用す

るオプションを指定します。オプションは次のとおりです。

� Automatic: mod_plsql は、インスタンス障害を示す障害を検出

する前に作成された、すべてのプールされたデータベース接続
をテストします。

� ThrowAwayOnFailure: mod_plsql は、インスタンス障害を示

す障害を検出する前に作成された、すべてのプールされたデー
タベース接続を破棄します。

� AlwaysValidate: mod_plsql は、リクエストを発行する前に、

すべてのプールされたデータベース接続を常にテストします。

重要重要重要重要 : このオプションは、各リクエストのパフォーマンス・オー

バーヘッドと関連しているため、注意して使用する必要があり
ます。

� NeverValidate: mod_plsql は、プールされたデータベース接

続の ping を行いません。

デフォルト値 : Automatic

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 3.11.3.1 項「停止中のデータベース接続を検出するため

のオプションの指定」
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表 4-2 に、mod_plsql のキャッシング・オプションと、そのオプションを説明している関連項
目を示します。

4.2 Oracle HTTP Server でのプロセス・ベースおよびスレッド・でのプロセス・ベースおよびスレッド・でのプロセス・ベースおよびスレッド・でのプロセス・ベースおよびスレッド・
ベースの操作ベースの操作ベースの操作ベースの操作

この項では、Oracle HTTP Server がプロセス・ベースであるプラットフォームとスレッド・
ベースであるプラットフォームに当てはまる PL/SQL のパフォーマンス問題について説明しま
す。プロセス・ベースの Oracle HTTP Server（UNIX ベースのプラットフォームで稼働するも

PlsqlConnectionTimeout mod_plsql にプールされた接続のテストに対するタイムアウトを

（ミリ秒単位で）指定します。

デフォルト値 : 10000

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 3.11.3.2 項「タイムアウト期間の指定」

PlsqlMaxRequestsPerSession PL/SQL ベースの Web アプリケーションがリソースまたはメモリー

をリークしない場合は、このパラメータをさらに高い値（5000 など）

に設定できます。

デフォルト値 : 1000

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 3.11.2 項「プールされたデータベース・セッションのク

ローズ」および第 4.3.2 項「接続プーリングのヒントおよび Oracle 
HTTP Server 構成」

PlsqlNLSLanguage データベースのグローバリゼーション・サポートのパラメータと一
致するように設定すると、Oracle Net Services でのキャラクタ・セッ

ト変換におけるオーバーヘッドを削減できます。

PlsqlSessionStateManagement データベースがリリース 8.1.7.2 以上の場合、このパラメータを

StatelessWithFastResetPackageStateに設定します。

表表表表 4-2 キャッシング・オプションキャッシング・オプションキャッシング・オプションキャッシング・オプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

期限方式 定期的に変わるコンテンツに対して、 高のパフォーマンスを提
供します。

関連項目 : 第 3.10.2 項「期限方式の使用」

検証方式 不定期に変わるコンテンツに対して、良好なパフォーマンスを提
供します。

関連項目 : 第 3.10.1 項「検証方式の使用」

システム・レベル・キャッ
シング

システム上のすべてのユーザーに対して 1 つのコピーをキャッ

シュすることにより、パフォーマンスを向上させます。

関連項目 : 第 3.10.3 項「PL/SQL ベースの Web アプリケーション

でのシステム・レベルおよびユーザー・レベルのキャッシング」

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� mod_plsql のメトリックの詳細は、『Oracle Application Server パ
フォーマンス・ガイド』の付録 A「パフォーマンス・メトリック」を
参照してください。

� 表 4-1 に示された DAD パラメータの詳細は、『Oracle HTTP Server 管
理者ガイド』を参照してください。

� 『Oracle Application Server PL/SQL Web Toolkit リファレンス』

表表表表 4-1 データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（DAD）パラメータの推奨設定の概要（続き））パラメータの推奨設定の概要（続き））パラメータの推奨設定の概要（続き））パラメータの推奨設定の概要（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 推奨設定推奨設定推奨設定推奨設定
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のなど）では、サーブレット、PL/SQL、静的ファイルを含め、すべてのタイプの HTTP リク
エストを各プロセスで処理します。スレッド・ベースの Oracle HTTP Server（Windows ベース
のプラットフォームなど）では、Oracle HTTP Server プロセスは 1 つしかなく、複数のスレッ
ドがプロセス内にあり、個々のスレッドを使用してすべてのタイプの HTTP リクエストを処理
できます。

4.3 mod_plsql でのパフォーマンス・チューニング問題でのパフォーマンス・チューニング問題でのパフォーマンス・チューニング問題でのパフォーマンス・チューニング問題
mod_plsql を使用する際、パフォーマンスおよびスケーラビリティに影響を及ぼす領域は次の
とおりです。

� PL/SQL ベースの Web アプリケーション開発における考慮事項とプログラミングのヒント

� 接続プーリングのヒントおよび Oracle HTTP Server 構成

� データベース・セッションの数のチューニング

� 2 リスナー方針

� オーバーヘッドの問題

� 柔軟なパラメータの受渡し（4 パラメータ）のオーバーヘッド

4.3.1 PL/SQL ベースのベースのベースのベースの Web アプリケーション開発における考慮事項とプログアプリケーション開発における考慮事項とプログアプリケーション開発における考慮事項とプログアプリケーション開発における考慮事項とプログ
ラミングのヒントラミングのヒントラミングのヒントラミングのヒント

PL/SQL Gateway ユーザーは、PL/SQL ベースの Web アプリケーションを開発する際に、次の
項目について考慮する必要があります。

1. データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（データベース・アクセス記述子（DAD）の使用を管理します。）の使用を管理します。）の使用を管理します。）の使用を管理します。

各 Oracle HTTP Server ノードで使用される DAD の数を制限してください。

2. ネストした表を使用します。ネストした表を使用します。ネストした表を使用します。ネストした表を使用します。

PL/SQL では表を作成できます。PL/SQL 表を作成するには、表の索引およびデータ型を
持つ表を作成します。表の索引は、-2147483647 ～ +2147483647 の 2 進整数です。この表
索引オプションは、スパースと呼ばれ、顧客番号、従業員番号あるいはその他の便利な索
引キーなど、重要な索引番号を使用できます。PL/SQL 表は、大量データの処理に使用し
ます。

PL/SQL には、TABLEおよび VARRAY（可変サイズ配列）のコレクション型があります。
TABLEコレクション型は、ネストした表と呼ばれます。ネストした表は、サイズに制限が
なく、スパースにできます。つまり、ネストした表内の要素は DELETEプロシージャを使
用して削除できます。可変サイズ配列は、サイズに制限があり、データベースに格納され
る際に順序および添字を保持します。ネストした表のデータは、その表に関連付けられた
システム表に格納されます。可変サイズ配列は、アプリケーションがバッチ配列スタイル
でデータを処理するバッチ操作に適しています。ネストした表は、ネストした表を格納表
に格納して、各要素を格納表の行にマッピングすることで、問合せを効率的に行うことが
できます。

注意注意注意注意 : この章のいくつかの例では、PL/SQL ベースの Web アプリケー
ションに適用されるパフォーマンスの 適化について言及していますが、
そこでは、プラットフォーム間の相違、すなわちプロセス・ベースかス
レッド・ベースかが重大な意味を持ちます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 3.11 項「mod_plsql のパフォーマンス・チューニングの領域」

注意注意注意注意 : 使用されていない DAD があっても、パフォーマンスに影響はあ
りません。
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3. プロシージャ名のオーバーロードを注意して使用します。プロシージャ名のオーバーロードを注意して使用します。プロシージャ名のオーバーロードを注意して使用します。プロシージャ名のオーバーロードを注意して使用します。

PL/SQL ベースの Web アプリケーションでは、プロシージャ名のオーバーロード機能の使
用に注意する必要があります。複数のプロシージャに異なる名前を付けて、プロシージャ
名のオーバーロードを回避することが 良の方法です。

4. パラメータ・タイプの判別に著しいオーバーヘッドが発生するアプリケーションの再作成パラメータ・タイプの判別に著しいオーバーヘッドが発生するアプリケーションの再作成パラメータ・タイプの判別に著しいオーバーヘッドが発生するアプリケーションの再作成パラメータ・タイプの判別に著しいオーバーヘッドが発生するアプリケーションの再作成
を検討します。を検討します。を検討します。を検討します。

PL/SQL ベースの Web アプリケーションでは、パラメータ・タイプ（スカラーや配列な
ど）の詳細が URL から十分に提供されないプロシージャの実行におけるオーバーヘッドに
注意する必要があります。このような場合、プロシージャを実行する 初の試みに失敗し、
mod_plsql によって実行できるようにするために、プロシージャ・シグネチャを記述する
必要があります。

5. 2 パラメータ・スタイルの柔軟なパラメータの受渡しを利用するプロシージャを使用しまパラメータ・スタイルの柔軟なパラメータの受渡しを利用するプロシージャを使用しまパラメータ・スタイルの柔軟なパラメータの受渡しを利用するプロシージャを使用しまパラメータ・スタイルの柔軟なパラメータの受渡しを利用するプロシージャを使用しま
す。す。す。す。

プロシージャでは、4 パラメータ・スタイルのパラメータの受渡しではなく、パフォーマ
ンスの高い 2 パラメータ・スタイルの柔軟なパラメータの受渡しを利用します。

4.3.2 接続プーリングのヒントおよび接続プーリングのヒントおよび接続プーリングのヒントおよび接続プーリングのヒントおよび Oracle HTTP Server 構成構成構成構成
Oracle HTTP Server で接続プーリングを構成する際、次の項目について考慮してください。

1. デフォルトの接続プーリングおよび PlsqlMaxRequestsPerSessionの設定値の使用

新しいデータベース接続の作成はコストの高い操作であるため、各リクエストが独自の
データベース接続をオープンおよびクローズしないことが も重要です。 適な方法は、
あるリクエストでオープンされたデータベース接続が、後続のリクエストで確実に再利用
されるようにすることです。まれなケースですが、データベースへのアクセスが非常に少
なく、パフォーマンスが重要な問題ではない場合、接続プーリングは無効化してもかまい
ません。たとえば、管理者がまれにサイトにアクセスして管理タスクを行う場合、管理ア
プリケーションへのアクセスに使用される DAD で、接続プーリングを無効化できます。
接続プーリングを無効化するには、DAD パラメータ PlsqlMaxRequestsPerSessionを
値 1 に設定します。

2. UNIX システムでは、プロセスが一度起動したら、そのプロセスが一定の時間起動した状
態を維持するように、Oracle HTTP Server 構成を正しくチューニングする必要があります。
そうしないと、mod_plsql の接続プーリングは有効に利用できなくなります。Oracle 
HTTP Server リスナーは、プロセスの起動および停止を頻繁に行わないようにする必要が
あります。サイトの負荷を適切に分析して、Web サイトに対する平均の負荷を特定しま
す。Oracle HTTP Server 構成をチューニングして、httpdプロセスの数を、システムに対
する平均の負荷を処理できるように設定する必要があります。さらに、httpd.confファ
イルの構成パラメータ MaxClientsは、同様に、ランダムに発生する負荷の急激な上昇を
処理できる必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4.3.5 項「オーバーヘッドの問題」

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle Application Server PL/SQL Web Toolkit リファレンス』

� 第 4.3.6 項「柔軟なパラメータの受渡し（4 パラメータ）のオーバー
ヘッド」

注意注意注意注意 : PlsqlMaxRequestsPerSessionを値 1 に設定すると、使用可
能なデータベース・セッション数が減り、パフォーマンスに影響を及ぼす
ことがあります。
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3. UNIX システムでは、Oracle HTTP Server プロセスは、プロセスが 終的に停止して再起
動されるように設定する必要があります。これは、Oracle HTTP Server 経由でアクセスさ
れる様々なコンポーネントで発生する可能性があるメモリー・リークを管理するために必
要です。特に、mod_plsql では、データベース・セッションのリソース・リークが問題を
引き起こさないようにするために必要です。MaxRequestsPerChild構成パラメータが高
い数値に設定されていることを確認してください。PL/SQL ベースの Web アプリケーショ
ンの場合は、このパラメータを 0（ゼロ）に設定しないでください。

4. 負荷の高いサイトの場合、Oracle HTTP Server の構成パラメータ KeepAliveを無効にす
る必要があります。これにより、各プロセスは、現在のリクエストの処理が完了するとた
だちに他のクライアントからのリクエストを処理できるようになります。負荷が低く、
Oracle HTTP Server プロセスの数が常に Oracle HTTP Server リスナーに対する同時リクエ
ストの数より多いサイトの場合、KeepAliveパラメータを有効にすると、パフォーマンス
は向上します。このような場合、必ず KeepAliveTimeoutパラメータが適切にチューニ
ングしてください。

5. Oracle HTTP Server 構成で Timeoutの値を低くすることもできます。これにより、クラ
イアントが適時にレスポンスを返さない場合、Oracle HTTP Server プロセスはより早く解
放されます。この値を低くしすぎないでください。値が低すぎると、その値より遅いクラ
イアントのレスポンスがタイムアウトします。

6. ほとんどの Web サイトには、一貫したユーザー・インタフェースのために各画面に表示さ
れる静的イメージ・ファイルが多数あります。このようなファイルはほとんど変わること
がないため、Oracle HTTP Server リスナーにより処理される各イメージを mod_expires
でタグ付けすることで、システムに対する負荷を大幅に減らすことができます。また、
Oracle Application Server Web Cache で Web サイトをフロントエンドにすることも検討し
てください。

� Web サイトでの mod_expiresの使用が有効かどうかを確認する方法

– Netscape またはページ・キャッシング情報を表示できる任意のブラウザを使用
し、サイトで頻繁にアクセスされる Web ページをいくつか開きます。各ページで
マウスを右クリックし、ポップアップ・メニューから「ページ情報を表示」（また
は使用しているブラウザのこれに相当するコマンド）を選択します。ページ情報
ウィンドウのトップ・パネルに、様々なイメージおよび静的コンテンツが多数表
示される場合、そのサイトでの mod_expiresの使用は有効です。

– また、Oracle HTTP Server アクセス・ログをチェックして、HTTP 304（Not 
Modified）ステータスになるリクエストの割合を確認することもできます。grep
ユーティリティを使用して access_logの 304を検索し、この結果の行数を
access_logの合計の行数で割ります。この割合が高い場合、そのサイトでの
mod_expiresの使用は有効です。

� 静的ファイルを Expires ヘッダーでタグ付けする方法

– 静的イメージ・ファイルの処理に使用される Locationディレクティブを探しま
す。ExpiresActiveおよび ExpiresDefaultディレクティブを追加します。

Alias /images/ "/u01/app/oracle/myimages/"
<Directory "/u01/app/oracle/myimages/">
     AllowOverride None
     Order allow, deny
     Allow from all
     ExpiresActive On
     ExpiresDefault A2592000
</Directory>
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– ブラウザは、現在から 30 日間、処理されるすべての静的ファイルを /imagesパ
スからキャッシュします。詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照し
てください。

Oracle Application Server Web Cache を使用している場合、
Surrogate-Controlヘッダーを使用して、これらのファイルをメモリーに
キャッシュできます。たとえば、次のようになります。

Alias /images/ "/u01/app/oracle/myimages/"
<Directory "/u01/app/oracle/myimages/">
     AllowOverride None
     Order allow, deny
     Allow from all
     ExpiresActive On
     ExpiresDefault A2592000
     <Files *>
        Header set Surrogate-Control 'max-age=2592000'
     </Files>
</Directory>

Surrogate-Controlヘッダーの詳細は、『Oracle Application Server Web Cache
管理者ガイド』を参照してください。

� 静的ファイルが Expiresヘッダーでタグ付けされているかどうかを確認する方法

– Netscape または任意のブラウザを使用して、ブラウザ内のすべてのキャッシュ済
ファイルをクリーン・アップします。

– Expiresヘッダーでタグ付けされたイメージがある Web ページを開きます。
ページでマウスを右クリックし、ポップアップ・メニューから「ページ情報を表「ページ情報を表「ページ情報を表「ページ情報を表
示」示」示」示」を選択します。または、使用しているブラウザのこれに相当するコマンドを
使用します。

– ページ情報のトップ・パネルで、Expiresヘッダーでタグ付けされているイメー
ジを選択します。

– 下部のパネルに表示される情報を確認します。Expiresヘッダーは有効な日付に
設定されています。このエントリが「指定されていません」となっている場合、
そのファイルは Expiresヘッダーでタグ付けされていません。

4.3.3 データベース・セッションの数のチューニングデータベース・セッションの数のチューニングデータベース・セッションの数のチューニングデータベース・セッションの数のチューニング
データベース・セッションの数をチューニングする際、次の項目について考慮してください。

1. Oracle init$SID.ora構成ファイルの processesおよび sessionsパラメータは、
Oracle で 大数のデータベース・セッションを処理できるように設定する必要があります。
この数は、DAD の数に Oracle HTTP Server プロセスの 大数を掛け、さらに Oracle 
HTTP Server インスタンスの数を掛けた値に比例します。

2. 2 リスナー方針または共有サーバーを使用すると、データベース・セッションの数を減ら
すことができます。第 4.3.4 項「2 リスナー方針」を参照してください。

3. UNIX プラットフォームでは、接続プールは Oracle HTTP Server プロセス間で共有されま
せん。このため、アプリケーションではできるだけ少ない DAD を使用することをお薦め
します。

4. Oracle Application Server Web Cache で Oracle HTTP Server をフロントエンドにすると、
HTTP 構成に多くのプロセスが必要ではなくなり、その結果、データベース・セッション
の数が少なくなります。
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4.3.4 2 リスナー方針リスナー方針リスナー方針リスナー方針
Oracle HTTP Server がプロセス・ベースのプラットフォーム（すべての UNIX ベースのプラッ
トフォームなど）では、サーブレット、PL/SQL、静的ファイルおよび CGI を含め、すべての
タイプの HTTP リクエストを各プロセスで処理します。1 つの Oracle HTTP Server リスナー設
定で、各 httpdプロセスはデータベースへの独自の接続プールを保持します。データベース・
セッションの 大数は、httpd.conf構成ファイルの StartServers、MinSpareServers
および MaxSpareServersの設定およびシステムに対する負荷により決まります。このアーキ
テクチャでは、mod_plsql リクエストの数に基づいてデータベース・セッションの数をチュー
ニングできません。mod_plsql リクエストの数に基づいてデータベース・セッションの数を
チューニングするには、mod_plsql リクエスト専用に別の HTTP リスナーをインストールしま
す。この方法により、mod_plsql リクエストの処理に必要なデータベース・セッションの数を
大幅に減らすことができます。

たとえば、メインの Oracle HTTP Server リスナーが mylsnr1.mycompany.comのポート
7777 で稼働しているとします。まず、別の Oracle HTTP Server リスナーを
mylsnr2.mycompany.comのポート 8888 にインストールします。次に、
mylsnr1.mycompany.com:7777に対して行われたすべての mod_plsql リクエストを、
mylsnr2.mycompany.com:8888の 2 番目のリスナーにリダイレクトします。手順は次のと
おりです。

1. mylsnr1.mycompany.com:7777に対するすべての PL/SQL リクエストを
mylsnr2.mycompany.com:8888にリダイレクトするには、次のように構成を変更しま
す。

a. ポート 7777 で稼働している Oracle HTTP Server リスナーについては、ORACLE_
HOME/Apache/modplsql/conf/plsql.confファイルを編集します。行の先頭に
#を挿入して、次の行をコメント化します。

#LoadModule plsql_module...

b. mylsnr1.mycompany.comの PL/SQL リクエストの処理に使用される DAD の場所
を、mylsnr2.mycompany.comの ORACLE_
HOME/Apache/modplsql/conf/dads.conf構成ファイルにコピーします。

行の先頭に # 文字を挿入して、mylsnr1.mycompany.com上の DAD の場所の構成パ
ラメータをコメント化します。

#<Location /pls/portal>
#...
#</Location>

c. 次の行を dads.confに追加して、この DAD の場所に対するすべての mod_plsql リ
クエストを 2 番目のリスナーに転送するように、このリスナーを設定します。

ProxyPass /pls/portal http://mylsnr2.mycompany.com:8888/pls/portal

すべての DAD の場所について、この設定の手順を繰り返します。

2. PL/SQL プロシージャはブラウザに表示される URL を生成するため、すべての URL が
mylsnr2.mycompany.com:8888の内部 mod_plsql リスナーを参照せずに構成されるこ
とが重要です。PL/SQL ベースの Web アプリケーションで URL がどのように生成される
かにより、次の 3 つのオプションがあります。

�  URL がアプリケーションにハードコードされている場合、常にハードコードされた値
（HOST=mylsnr1.mycompany.com および PORT=7777）を使用して URL が生成されて
いることを確認してください。この場合、変更は不要です。

注意注意注意注意 : この方法は、OracleAS Web Cache で Oracle HTTP Server をフロ
ントエンドにし、OracleAS Web Cache が静的コンテンツをキャッシュす
る場合のみ有効です。OracleAS Web Cache が静的コンテンツをキャッ
シュするかどうかをテストするには、第 4.3.2 項「接続プーリングのヒン
トおよび Oracle HTTP Server 構成」の項目 6 を参照してください。
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� PL/SQL ベースの Web アプリケーションが常に CGI 環境変数 SERVER_NAMEおよび
SERVER_PORTを使用する場合、mylsnr2.mycompany.comのリスナーの構成を変
更することは簡単です。ファイルを編集し、2 番目のリスナーの ORACLE_
HOME/Apache/conf/httpd.confファイルの ServerNameおよび Port行を次の
ように変更します。

ServerName mylsnr1.mycompany.com (was mylsnr2.mycompany.com)
Port 7777                        (was 8888)

� URL が CGI 環境変数 HTTP_HOSTを使用して生成されている場合、ポート 8888 で稼働
している Oracle HTTP Server リスナーの CGI 環境変数をオーバーライドする必要が
あります。各 DAD の ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/dads.confファイ
ルに次の行を追加して、デフォルトの CGI 環境変数 HOST、SERVER_NAMEおよび
SERVER_PORTをオーバーライドします。

PlsqlCGIEnvironmentList  SERVER_NAME  mylsnr1.mycompany.com
PlsqlCGIEnvironmentList  SERVER_PORT  7777
PlsqlCGIEnvironmentList  HOST mylsnr1.us.oracle.com:7777

いかなる場合でも、目的はアプリケーションに 2 番目のリスナーが存在しないかのように
見せかけて、URL を生成することです。

3. 設定をテストし、すべての DAD に問題なくアクセスできることを確認します。

4. この設定では、mylsnr1.mycompany.comのメインのリスナーは、Oracle HTTP Server
リスナーに対する合計の負荷に基づいて設定できます。mylsnr2.mycompany.comの 2
番目のリスナーは、実行される mod_plsql リクエストのみに基づいて細かくチューニング
できます。

4.3.5 オーバーヘッドの問題オーバーヘッドの問題オーバーヘッドの問題オーバーヘッドの問題
一部のストアド・プロシージャの実行時、mod_plsql に Describeのオーバーヘッドが発生す
ることがあり、その結果、実行を正常終了するために、データベースへのラウンドトリップが
2 回余分に発生します。これは、パフォーマンスと密接な関係があります。

4.3.5.1 Describe のオーバーヘッドのオーバーヘッドのオーバーヘッドのオーバーヘッド
PL/SQL プロシージャを実行するために、mod_plsql は、渡されるパラメータのデータ型を認
識する必要があります。この情報に基づいて、mod_plsql は、各パラメータを配列またはスカ
ラーとしてバインドします。プロシージャ・シグネチャを認識するための 1 つの方法は、プロ
シージャを実行前に記述することです。ただし、この方法は、各プロシージャを実行前に記述
する必要があるため、効率的ではありません。Describe のオーバーヘッドを回避するには、
mod_plsql でパラメータ名ごとに渡されるパラメータの数を調べるようにします。この情報を
使用して、各変数のデータ型を推定します。このロジックは単に、渡される値が 1 つの場合は
そのパラメータをスカラーとし、それ以外の場合は配列とします。これは、ほとんどの場合に
おいて機能しますが、1 つの値を配列パラメータに渡そうとしたり、複数の値をスカラーに渡
そうとしている場合には機能しません。このような場合、プロシージャを実行する 初の試み
に失敗します。mod_plsql は Describeコールを発行して、PL/SQL プロシージャのシグネ
チャを取得し、Describe操作で取得した情報に基づいて各パラメータをバインドします。プ
ロシージャは再実行され、結果が戻されます。

この Describeコールは、プロシージャに対して透過的に発生しますが、mod_plsql の内部で
は、ラウンドトリップが 2 回余分に発生します。1 回は実行に失敗したコールのため、もう 1
回は Describe コールのためです。
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4.3.5.2 Describe のオーバーヘッドの回避のオーバーヘッドの回避のオーバーヘッドの回避のオーバーヘッドの回避
次のようにして、パフォーマンスの問題を回避できます。

� 柔軟なパラメータの受渡しを使用します。

� 配列に対して常に複数の値を渡すようにします。1 つの値の場合、プロシージャで無視され
るダミー値を渡すことができます。

� 未使用の変数をデフォルトとする 2 パラメータ・スタイルのプロシージャを定義する、次
の回避策を実行します。

1. 元のプロシージャを内部的にコールする、プロシージャに相当するスカラーを定義し
ます。たとえば、元のパッケージが次の例のようなものだとします。

CREATE OR REPLACE PACKAGE testpkg AS
 TYPE myArrayType is TABLE of VARCHAR2(32767) INDEX BY binary_ integer;
 PROCEDURE arrayproc (arr myArrayType);
END testpkg;
/

2. /pls/.../testpkg.arrayproc? arr= 1のような URL コールを作成している場
合、仕様を次のように変更します。

CREATE OR REPLACE PACKAGE testpkg AS
 TYPE myArrayType is TABLE of VARCHAR2( 32767) INDEX BY binary_integer;
  PROCEDURE arrayproc (arr varchar2);
  PROCEDURE arrayproc (arr myArrayType);
END testpkg;
/

3. プロシージャ arrayprocは、次のようになります。

CREATE OR REPLACE PACKAGE BODY testpkg AS
PROCEDURE arrayproc (arr varchar2) IS
  localArr myArrayType;
BEGIN
  localArr( 1) := arr;
  arrayproc (localArr);
END arrayproc;

4.3.6 柔軟なパラメータの受渡し（柔軟なパラメータの受渡し（柔軟なパラメータの受渡し（柔軟なパラメータの受渡し（4 パラメータ）のオーバーヘッドパラメータ）のオーバーヘッドパラメータ）のオーバーヘッドパラメータ）のオーバーヘッド
ラウンドトリップのオーバーヘッドは、PL/SQL プロシージャが古いスタイルの 4 パラメー
タ・インタフェースを使用している場合に発生します。PL/SQL Gateway は、 初に 2 パラ
メータ・インタフェースを使用してプロシージャの実行を試みます。これに失敗すると、
PL/SQL Gateway は 4 パラメータ・インタフェースを使用します。つまり、すべての 4 パラ
メータ・インタフェースのプロシージャでは、ラウンドトリップが 1 回余分に発生します。

� 柔軟なパラメータの受渡しのオーバーヘッドの回避

このオーバーヘッドを回避するには、対応するラッパーを作成して、2 パラメータ・イン
タフェースを使用しながら内部的に 4 パラメータ・インタフェースのプロシージャをコー
ルするようにすることをお薦めします。もう 1 つのオプションは、元のプロシージャの仕
様を変更して、渡されないパラメータをデフォルトとして 2 パラメータ・インタフェース
に設定することです。4 パラメータ・インタフェースは、下位互換性のためにのみ提供さ
れていますが、将来的には使用されなくなります。
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� 柔軟なパラメータと感嘆符の使用

Oracle HTTP Server の柔軟なパラメータの受渡しモードでは、PL/SQL プロシージャのプ
ロシージャ名の前に感嘆符が付いていると想定しています。Oracle HTTP Server で使用さ
れている自動検出方法はパフォーマンスと密接に関係するため、現在、Oracle HTTP 
Server での柔軟なパラメータの受渡しには感嘆符が必須です。Oracle HTTP Server では、
各プロシージャは実行前に完全に記述されます。プロシージャ Describeコールにより、
プロシージャのシグネチャが決まり、データベースへのラウンドトリップが必要となりま
す。Oracle HTTP Server の PL/SQL Gateway では、エンド・ユーザーがプロシージャの前
に感嘆符を追加して、明示的に柔軟なパラメータの受渡し規則を指定することにより、こ
のラウンドトリップを回避します。

4.4 キャッシングのパフォーマンスを向上させるためのファイキャッシングのパフォーマンスを向上させるためのファイキャッシングのパフォーマンスを向上させるためのファイキャッシングのパフォーマンスを向上させるためのファイ
ル・システム・キャッシュのチューニングル・システム・キャッシュのチューニングル・システム・キャッシュのチューニングル・システム・キャッシュのチューニング

ファイル・システム・キャッシュを構成し、使用すると、OracleAS Portal アプリケーションお
よび一般的な PL/SQL ベースの Web アプリケーションのパフォーマンスを向上させることが
できます。

この項の内容は、次のとおりです。

� ファイル・システム・キャッシュのチューニングの概要

� ファイル・システム・キャッシュの有効化

� より高速なファイル・システムに存在するためのファイル・システム・キャッシュの構成

� パフォーマンスの高いファイル・システムを使用したセッション・キャッシュの構成
（OracleAS Portal のみ）

� ファイル・システム・キャッシュのサイズ変更

� キャッシュ・クリーン・アップの構成

4.4.1 ファイル・システム・キャッシュのチューニングの概要ファイル・システム・キャッシュのチューニングの概要ファイル・システム・キャッシュのチューニングの概要ファイル・システム・キャッシュのチューニングの概要
この項では、mod_plsql に関連するファイル・システム・キャッシュのチューニング・オプ
ションについて説明します。キャッシュ・コンテンツは、オペレーティング・システム付属の
ファイル・システム・コールを使用してキャッシュされますが、キャッシュされたコンテンツ
は mod_plsql のメモリー領域には格納されません。mod_plsql のファイル・システム・キャッ
シュを使用していても、メモリー・ディスクなどの機能がオペレーティング・システムでサ
ポートされ、それを使用するようにシステムが構成されている場合（一部の UNIX プラット
フォームはメモリー・ディスク・ベースの高速格納をサポートしています）、キャッシュ・コン
テンツはメモリーに存在することがあります。

この項の情報を使用すると、mod_plsql がファイル・システム・キャッシュを使用するように
構成されている場合に、PL/SQL ベースの Web アプリケーションのパフォーマンスを向上させ
ることができます。たとえば、OracleAS Portal ではファイル・システム・キャッシュを使用し
ています。そのため、ファイル・システム・キャッシュが適切にチューニングされれば、
OracleAS Portal のパフォーマンスは向上します。

表 4-3 に、mod_plsql に対して設定できるキャッシュ関連のパラメータを示します。これらの
パラメータを cache.confファイルに設定します。このファイルは、UNIX では ORACLE_
HOME/Apache/modplsql/confディレクトリに、Windows では ORACLE_
HOME¥Apache¥modplsql¥confディレクトリにあります。

注意注意注意注意 : confディレクトリの cache.READMEファイルには、各パラメー
タの詳細な説明およびパラメータ値の設定方法を示す例が含まれていま
す。
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4.4.2 ファイル・システム・キャッシュの有効化ファイル・システム・キャッシュの有効化ファイル・システム・キャッシュの有効化ファイル・システム・キャッシュの有効化
cache.confの PlsqlCacheEnableパラメータにより、mod_plsql キャッシングが使用でき
るようになります。パフォーマンスを 大化するには、PlsqlCacheEnableパラメータの値
を Onに設定して有効にします。

表表表表 4-3 mod_plsql cache.conf の構成パラメータの概要の構成パラメータの概要の構成パラメータの概要の構成パラメータの概要

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

PlsqlCacheCleanupTime キャッシュ・クリーン・アップ・ルーチンの実行間隔を設定します。

デフォルト : Everyday 23:00（毎日現地時間午後 11 時にクリーン・アップ・

ルーチンを実行）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4.4.6 項「キャッシュ・クリーン・アップの構成」

PlsqlCacheDirectory mod_plsql のキャッシュを保持するディレクトリを定義します。

デフォルト :

UNIX システムでは、エラー・ログのデフォルト・ディレクトリは ORACLE_
HOME/Apache/modplsql/cacheです。

Windows システムでは、デフォルト・ディレクトリは ORACLE_
HOME¥Apache¥modplsql¥cacheです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4.4.3 項「より高速なファイル・システムに存在するためのファイル・

システム・キャッシュの構成」

PlsqlCacheEnable ファイル・システム・キャッシュを使用できるようにします。

デフォルト : On

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4.4.2 項「ファイル・システム・キャッシュの有効化」

PlsqlCacheMaxAge キャッシュ・コンテンツのエージングを日単位で制御します。

デフォルト : 30（日）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4.4.5.2 項「PlsqlCacheMaxAge によるキャッシュのエージング日数の

設定」

PlsqlCacheMaxSize キャッシュに格納される個々のファイルの 大サイズをバイト単位で設定します。

デフォルト : 1048576（1MB）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4.4.5.3 項「PlsqlCacheMaxSize によるキャッシュ・ファイルの 大

ファイル・サイズの設定」

PlsqlCacheTotalSize キャッシュの合計サイズを制限します。この値はバイト単位で指定します。

デフォルト : 20971520（20MB）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4.4.5.1 項「PlsqlCacheTotalSize による合計キャッシュ・サイズの設

定」

注意注意注意注意 : PL/SQL キャッシングをサポートするアプリケーション（Oracle 
Portal など）でのみ、PlsqlCacheEnableを Onに設定するメリットがあり
ます。
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4.4.3 より高速なファイル・システムに存在するためのファイル・システム・より高速なファイル・システムに存在するためのファイル・システム・より高速なファイル・システムに存在するためのファイル・システム・より高速なファイル・システムに存在するためのファイル・システム・
キャッシュの構成キャッシュの構成キャッシュの構成キャッシュの構成

この項では、別のディスク上にあるようにファイル・システム・キャッシュを構成する方法に
ついて説明します。ファイル・システム・キャッシュを使用し、より高速な別のディスク上に
キャッシュを格納すると、OracleAS Portal や一般的な PL/SQL ベースの Web アプリケーショ
ンなど、ファイル・システム・キャッシュを使用するすべてのタイプの Web アプリケーション
について、パフォーマンスは向上します。

ファイル・システム・キャッシュを構成する際、キャッシュを別の物理ディスクまたはメモ
リー・ディスクのいずれかに設定できます。

ファイル・システム・キャッシュを別のディスク上に設定するには、次のようにします。

1. キャッシュのファイル・システムは次の場所にあるとします。

UNIX の場合 : /u01/cache

Windows の場合 : E:¥cache

2. 次のファイルを更新します。

UNIX の場合 : ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/cache.conf

Windows の場合 : ORACLE_HOME¥Apache¥modplsql¥conf¥cache.conf

3. キャッシュ・パラメータの PlsqlCacheDirectoryを次のように変更します。

UNIX の場合 : PlsqlCacheDirectory /u01/cache

Windows の場合 : PlsqlCacheDirectory E:¥cache

4. Oracle HTTP Server を再起動し、構成の変更を有効にします。

4.4.4 パフォーマンスの高いファイル・システムを使用したセッション・パフォーマンスの高いファイル・システムを使用したセッション・パフォーマンスの高いファイル・システムを使用したセッション・パフォーマンスの高いファイル・システムを使用したセッション・
キャッシュの構成（キャッシュの構成（キャッシュの構成（キャッシュの構成（OracleAS Portal のみ）のみ）のみ）のみ）

この項では、OracleAS Portal へのアクセスおよびログインに必要な時間を削減するためのヒン
トおよび方法について説明します。

各 OracleAS Portal セッション・キャッシュ・アイテムが小さく、リクエストごとにアクセスさ
れ、揮発性である場合、必ずセッション・キャッシュをパフォーマンスの高いファイル・シス
テムに設定することで、セッション・キャッシュのパフォーマンスを向上させることができま
す。

パフォーマンスの高いファイル・システムには、多くの UNIX プラットフォームで使用できる
メモリー・ベースのファイル・システムがあげられます。

OracleAS Portal は、セッション Cookie を使用して OracleAS Portal ユーザーごとにセッション
の詳細を保持します。セッション Cookie は暗号化され、データベース・ユーザー名、軽量ユー
ザー名、セッションのグローバリゼーション・サポート特性などの重要な情報を含んでいます。
mod_plsql が OracleAS Portal リクエストを実行するには、セッション Cookie からデータベー
ス・ユーザー名を取得する必要があります。ユーザー・リクエストごとにコストの高い復号化
操作を実行することを回避するため、mod_plsql はセッション Cookie を 1 回復号化し、関連す
る詳細情報をローカル・ファイル・システムに格納される OracleAS Portal セッション・キャッ
シュに保持します。

注意注意注意注意 :

� この項の情報は、OracleAS Portal が中間層で構成されている場合にか
ぎり、OracleAS Portal に対してのみ適用されます。

� この項の情報は、UNIX システムに対してのみ適用されます。
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通常、OracleAS Portal セッション・キャッシュ・ディレクトリは、UNIX の ORACLE_
HOME/Apache/modplsql/cacheにあり、OracleAS Portal セッション・キャッシュ構成は
UNIX の ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/cache.conf構成ファイルに指定します。

パフォーマンスの高いファイル・システムを使用するように OracleAS Portal セッション・
キャッシュ・ディレクトリを構成するには、次のようにします。

1. OracleAS Portal セッション・キャッシュに必要な領域を決定します。たとえば、次のよう
になります。

� 10,000 パブリック・セッション Cookie（パブリック・ユーザーごとに 1 つ）が生成さ
れます。

� 5,000Portal セッション Cookie（OracleAS Portal にログインするユーザーごとに 1 つ）
が生成されます。

� 5,000 パブリック SSO セッション Cookie（パブリック・ユーザーごとに 1 つ）が生成さ
れます。

� 5,000 SSO セッション Cookie（SSO にログインするユーザーごとに 1 つ）が生成されま
す。

� セッション Cookie アイテムごとに約 400 バイト必要です。

この例の場合、OracleAS Portal セッション・キャッシュに必要な合計サイズは次のとおり
です。

(Total Session Cookies * size of each cookie) =
(10,000 + 5,000 + 5,000*2) *400 bytes =
10 Megabytes

2. OracleAS Portal セッション・キャッシュを保持するのに十分な領域のあるファイル・シス
テムを特定し、セッション・キャッシュ・ディレクトリを作成します。

OracleAS Portal セッション・キャッシュに /tmpのスワップ領域を使用する場合、次の操
作を実行する必要があります。

� ApacheリスナーおよびOC4Jインスタンスを実行するユーザーとしてログインします。

� OracleAS Portal セッション・キャッシュ用に新しいディレクトリを作成します。たと
えば、次のコマンドを使用します。

% mkdir /tmp/session

� 他のすべてのユーザーについて、新しいディレクトリに対するすべての権限を取り消
します。

% chmod 700 /tmp/session

注意注意注意注意 : この計算は、1 日に作成されるセッション Cookie に対してのみ適
用されます。OracleAS Portal セッション・キャッシュ合計の計算には、
以前に作成されたセッション・キャッシュ・アイテムは含まれません。

OracleAS Portal セッション・キャッシュに使用する領域を指定する構成
パラメータはありません。セッション・キャッシングのロジックは、セッ
ション・キャッシュ・ディレクトリに書き込み続け、ディスク領域を使い
切らない程度にセッション・キャッシュ・クリーン・アップが頻繁に実行
されると想定しています。セッション・キャッシュにスワップ領域を使用
している場合、システムのスワップ領域を使い切らないことは非常に重要
です。ディスク領域を使い切ると、セッション・キャッシングは発生しま
せんが、実質的にパフォーマンスが低下した状態で OracleAS Portal は稼
働し続けます。通常、これはシステムに悪影響を及ぼし、監視する必要が
あります。
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3. 既存の OracleAS Portal セッション・キャッシュ・ディレクトリ $ORACLE_
HOME/Apache/modplsql/cache/sessionを削除します（UNIX の場合のみ適用）。

OracleAS Portal セッション・キャッシュ・ディレクトリ内のすべてのファイルは、キャッ
シュ済アイテムで、ユーザーが OracleAS Portal にアクセスすると再作成されるため、削除
しても問題ありません。

% rm -rf $ORACLE_HOME/Apache/modplsql/cache/session

4. シンボリック・リンクを作成して、新しいファイル・システムを指すように、OracleAS 
Portal セッション・キャッシュ・ディレクトリを設定します。

%cd $ORACLE_HOME/Apache/modplsql/cache
% ln -s /tmp/session session

4.4.5 ファイル・システム・キャッシュのサイズ変更ファイル・システム・キャッシュのサイズ変更ファイル・システム・キャッシュのサイズ変更ファイル・システム・キャッシュのサイズ変更
この項の内容は、次のとおりです。

� PlsqlCacheTotalSize による合計キャッシュ・サイズの設定

� PlsqlCacheMaxAge によるキャッシュのエージング日数の設定

� PlsqlCacheMaxSize によるキャッシュ・ファイルの 大ファイル・サイズの設定

4.4.5.1 PlsqlCacheTotalSize による合計キャッシュ・サイズの設定による合計キャッシュ・サイズの設定による合計キャッシュ・サイズの設定による合計キャッシュ・サイズの設定
デフォルトのインストールでは、mod_plsql のファイル・システム・キャッシュ・サイズは
2097152 バイト（20MB）に設定されます。PL/SQL アプリケーションが OWA_CACHE パッ
ケージを使用しない、またはパッケージを使用して少量のコンテンツをキャッシュする場合、
デフォルト設定で十分です。PL/SQL アプリケーションが大量のコンテンツを mod_plsql の
ファイル・システム・キャッシュにキャッシュする場合、より高い値の指定を検討する必要が
あります。

キャッシュ・サイズを制御するには、cache.confファイルに PlsqlCacheTotalSizeパラ
メータを設定します。UNIX システムでは、このファイルは ORACLE_
HOME/Apache/modplsql/confディレクトリにあります。Windows システムでは、この
ファイルは ORACLE_HOME¥Apache¥modplsql¥confにあります。

高いキャッシュ・ヒット率を達成するのに十分なキャッシュ・サイズを設定する必要がありま
す。頻繁にアクセスされるコンテンツがキャッシュされた状態を維持するのに十分な大きさの
キャッシュ・サイズを設定するようにしてください。また、キャッシュ・サイズが大きくなり
すぎないように、ディスク領域の量を制限することも重要です。キャッシュ・サイズを適切に
チューニングすると、非常に大きなキャッシュの検索は非効率であるため、キャッシュ・サイ
ズが大きくなりすぎるのを防ぎつつ、頻繁にアクセスされるコンテンツすべてを保持するのに
十分なキャッシュを提供できます。

PlsqlCacheTotalSizeの値はバイト数で指定します。1MB は 1048576 バイトです。この設
定は、割り当てられるキャッシュ量に対する弱い制限です。場合によっては、次のクリーン・
アップ操作までに、キャッシュ・サイズがこの制限を超えて大きくなることがあります。その
ため、キャッシュ・サイズに対する強い制限は、使用する物理ハード・ディスク・サイズとな
ります。この制限に達すると、領域が使用可能になるまで、キャッシュ・コンテンツをディス
クに書き出すことができません。

注意注意注意注意 : システムの他のコンポーネントが OracleAS Portal セッション・
キャッシュ・ディレクトリにファイルを作成しないようにしてください。
必ずセッション・キャッシュ用に新しいディレクトリを作成してくださ
い。
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適度なキャッシュ・サイズを決定するには、次のようにします。

1. httpd.confの LogLevelを infoレベルに設定して mod_plsql パフォーマンス・ロギン
グをオンにし、mod_plsql ロギングを使用できるようにします。

2. 日次ベースで error_logを監視します。UNIX システムでは、エラー・ログのデフォル
ト・ディレクトリは ORACLE_HOME/Apache/Apache/logです。Windows システムで
は、デフォルト・ディレクトリは ORACLE_HOME¥Apache¥Apache¥logです。

mod_plsql error_logエントリは、次のような形式です。

[info] mod_plsql: cachecleanup deleted=2571 max_age=96,2178852b  kept=1042,25585368b 
time=128s limit=25600000b

意味は次のとおりです。

deletedは、クリーン・アップ・プロセスで削除されたキャッシュ・ファイルの数です。

max_ageは、一定期間使用されていなかったために削除されたキャッシュ・ファイルの数およ
び合計サイズです。

keptは、クリーン・アップ・プロセス後に保持されたキャッシュ・ファイルの数および合計サ
イズです。

timeは、クリーン・アップの実行にかかった時間です。

limitは、合計キャッシュ・サイズです。これは、PlsqlCacheTotalSize設定の値です。

エラー・ログのエントリは次のように解析します。

� 保持されたファイルの数と比較して多数のファイルが削除されている場合、これはキャッ
シュ・サイズが小さすぎることを明らかに示しています。おそらくキャッシュ・サイズを
増やす必要があります。

� 保持されたファイルの数と比較して少数のファイルが削除されている場合、これはキャッ
シュ・サイズがおそらく大きすぎることを示しています。十分なディスク領域がある場合、
そのままにしておくか、またはキャッシュ・サイズを減らしてディスク領域を解放するこ
とができます。

4.4.5.2 PlsqlCacheMaxAge によるキャッシュのエージング日数の設定によるキャッシュのエージング日数の設定によるキャッシュのエージング日数の設定によるキャッシュのエージング日数の設定
PlsqlCacheMaxAgeパラメータを使用すると、キャッシュ・コンテンツの古さを制御できま
す。パラメータの値は日数単位で指定します。このパラメータのデフォルト値は 30（日）で
す。これは、キャッシュ・コンテンツが 30 日以内であれば、キャッシュに保存されることを意
味します。30 日を過ぎると、コンテンツはクリーン・アップ・プロセス時に削除対象とみなさ
れます。

mod_plsql error_logの max_age情報には、キャッシュ・ファイルのエージング情報が示さ
れます。サイトが非常に動的なサイトである場合、この設定をより小さい値に構成します。古
いキャッシュ・コンテンツは通常、再利用されないため、より小さい値がキャッシュ・ヒット
率に影響を及ぼすことはないためです。サイトに多くの静的ページが含まれる場合、
PlsqlCacheMaxAgeの値を増やし、クリーン・アップ・プロセスでキャッシュ・コンテンツ
が故意に削除されないようにします。

注意注意注意注意 : PlsqlCacheTotalSizeに指定可能な 大値は 4294967296 バイト
（4 GB）です。
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4.4.5.3 PlsqlCacheMaxSize によるキャッシュ・ファイルの最大ファイル・サによるキャッシュ・ファイルの最大ファイル・サによるキャッシュ・ファイルの最大ファイル・サによるキャッシュ・ファイルの最大ファイル・サ
イズの設定イズの設定イズの設定イズの設定
PlsqlCacheMaxSizeパラメータを使用すると、キャッシュに格納される個々のファイルの
大サイズを指定できます。このパラメータを使用することで、1 つのキャッシュ・ファイルで
キャッシュ全体がいっぱいになる状態を回避できます。

このパラメータのデフォルト値は 1048576（バイト）です。一般に、このパラメータは、合計
キャッシュ・サイズの約 1 ～ 3% の値に設定します。

4.4.6 キャッシュ・クリーン・アップの構成キャッシュ・クリーン・アップの構成キャッシュ・クリーン・アップの構成キャッシュ・クリーン・アップの構成
キャッシュ・クリーン・アップ・パラメータにより、ファイル・システム・キャッシュを調査
し、必要に応じてクリーン・アップする頻度が決まります。キャッシュ・クリーン・アップ・
パラメータの PlsqlCacheCleanupTimeは cache.confファイルに指定されています。頻度
は、毎日、毎週、毎月に設定できます。毎週のクリーン・アップを指定する場合、曜日と時刻
を指定できます。

mod_plsql の PlsqlCacheCleanupTimeのデフォルト設定は、毎日現地時間午後 11 時です。
そのため、デフォルトでは、毎晩午後 11 時にクリーン・アップ・ルーチンが実行されます。毎
月の頻度を選択した場合、クリーン・アップは毎月第 1 土曜日に行われます。

クリーン・アップの頻度が高すぎるとキャッシュ・ヒット率が低くなり、クリーン・アップの
頻度が低すぎるとキャッシュのディスク使用量が過多になるため、このパラメータを適切に設
定することが重要です。

クリーン・アップ・アクティビティは、mod_plsql error_logのエントリを使用して監視しま
す。エントリを分析して、クリーン・アップ・パラメータの PlsqlCacheCleanupTimeを
チューニングします。

[info] mod_plsql: cachecleanup deleted=2571 max_age=96,2178852b  kept=1042,25585368b 
time=128s limit=25600000b

次の事柄に注意してください。

� クリーン・アップ時間の値が大きい場合、クリーン・アップの頻度の設定が低すぎること
を示している可能性があります。クリーン・アップ操作で、多数のキャッシュ・ファイル
の調査または削除に時間がかかることをログが示している場合は、クリーン・アップの頻
度を高くすることで、クリーン・アップ操作にかかる時間を減らすことができます。

� クリーン・アップ操作時に古さが理由で多数のファイルが削除されている場合、クリー
ン・アップの頻度が低すぎることを示しています。この場合、頻度を高くして、クリー
ン・アップで古いキャッシュ・コンテンツをより頻繁に削除できるようにします。

4.5 Oracle HTTP Server のディレクティブのディレクティブのディレクティブのディレクティブ
Oracle HTTP Server での PL/SQL のパフォーマンスを向上させるには、使用している構成に対
して Oracle HTTP Server のディレクティブを適切にチューニングする必要があります。

注意注意注意注意 : PlsqlCacheMaxSizeに指定可能な 大値は 4294967296 バイト（4 
GB）です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle Application Server パフォーマンス・ガイド』の Oracle HTTP 
Server のディレクティブの構成に関する項

� 『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』の第 4 章「サーバー・プロセスの
管理」および第 5 章「ネットワーク接続の管理」
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よくある
A

よくある質問よくある質問よくある質問よくある質問

� mod_plsql とはなんですか。

� PL/SQL Web Toolkit とはなんですか。

� mod_plsql のリリースを確認するにはどうすればよいですか。

� OWA パッケージのリリースを確認するにはどうすればよいですか。

� OWA パッケージをインストールするにはどうすればよいですか。

� OWA パッケージをアンインストールするにはどうすればよいですか。

� データベースに重複してインストールされている OWA パッケージを検出してクリーン・
アップするには、どうすればよいですか。

� mod_plsql を介して PL/SQL プロシージャにアクセス中に HTTP エラー・コードが戻され
ます。

� すべての独自 PL/SQL プロシージャで、Netscape では「ドキュメントにデータが含まれて
いません」というエラー、Internet Explorer では空白ページが戻されます。

� パフォーマンスの高い PL/SQL プロシージャがありますが、mod_plsql を介した一部の
HTTP リクエストに 15 秒以上かかることがあります。

� mod_plsql を使用して独自データベース上でアプリケーションを実行することはできます
か。

� mod_plsql を構成するにはどうすればよいですか。

� Oracle Enterprise Manager 10g を介して DAD を作成するにはどうすればよいですか。

� Oracle Enterprise Manager 10g を介して行った DAD 設定の問題を解決するにはどうすれば
よいですか。

� DAD 設定ファイルは手動で編集できますか。

� mod_plsql 用の DAD を作成するにはどうすればよいですか。

� mod_plsql ではどのような認証モードを使用できますか。

� mod_plsql クリーン・アップ・スレッドとはなんですか。

� mod_plsql には、どのような種類のデータベース接続プーリング機能がありますか。

� mod_plsql ではどのようにしてデータベース・セッションがクリーン・アップされますか。

� プールされたデータベース接続が mod_plsql に存在するときに、データベースを再起動す
るとどうなりますか。

� mod_plsql ではファイル・システム内でキャッシュされたコンテンツがどのようにクリー
ン・アップされますか。

� URL に接頭辞 /pls を付けずに mod_plsql を起動できますか。

� PL/SQL と mod_plsql のパフォーマンスを改善するにはどうすればよいですか。
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� mod_plsql ではどのような種類のロギング機能を使用できますか。

� mod_plsql にはどのような種類の DMS メトリックを使用できますか。

� mod_plsql には高可用性についてどのような考慮事項がありますか。

� データベースがファイアウォールで分離されている場合、mod_plsql ではどのような考慮
事項がありますか。

� PL/SQL アプリケーションに対して異なるホスト名、ポートまたは request_protocol をア
サートするには、どうすればよいですか。

� 特定のパターンを持つプロシージャ名へのアクセスを無効化するにはどうすればよいです
か。

� ファイル ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/error_log にエラー HTTP-503 
ORA-12154 があります。これは何を意味しますか。

� /DAD/package.procedure()あるいは /DAD/package.procedure(123)という形式のURL で
は mod_plsql が正常に起動できないのはなぜですか。

� 「mod_plsql サービス」ページで、機能している DAD のステータスが常に「停止中」と表
示されます。どうすればこれを解決できますか。

mod_plsql とはなんですか。とはなんですか。とはなんですか。とはなんですか。
mod_plsql は Oracle HTTP Server のプラグインであり、SQL*Net 接続を介してブラウザ・リク
エストをデータベース・ストアド・プロシージャのコールにマッピングすることでデータベー
スと通信します。通常、仮想パスの /plsで示されます。mod_plsql ゲートウェイは、Web 上
での PL/SQL ベースのアプリケーションの構築と運用をサポートします。PL/SQL ストアド・
プロシージャはデータベース表からデータを取得し、Web ブラウザで表示する書式付きデータ
と HTML コードが含まれた HTTP レスポンスを生成できます。詳細は、『Oracle Database アプ
リケーション開発者ガイド - 基礎編』を参照してください。

PL/SQL Web Toolkit とはなんですか。とはなんですか。とはなんですか。とはなんですか。
PL/SQL Web Toolkit を使用すると、Web アプリケーションを Oracle データベース・サーバー
に格納される PL/SQL プロシージャとして開発できます。このツールキット内のパッケージに
より定義されるプロシージャ、ファンクションおよびデータ型を独自のストアド・プロシー
ジャで使用できます。詳細は、『Oracle Database アプリケーション開発者ガイド - 基礎編』を
参照してください。

mod_plsql のリリースを確認するにはどうすればよいですか。のリリースを確認するにはどうすればよいですか。のリリースを確認するにはどうすればよいですか。のリリースを確認するにはどうすればよいですか。
mod_plsql のリリースは、mod_plsql バイナリで oversioncheckスクリプトを実行すると判
断できます。

UNIX プラットフォームでは、次のコマンドを発行します。

ORACLE_HOME/Apache/Apache/bin/oversioncheck ORACLE_HOME/Apache/modplsql/bin/modplsql.so

Windows プラットフォームでは、次のコマンドを発行します。

ORACLE_HOME¥Apache¥Apache¥bin¥oversioncheck ORACLE_HOME¥bin¥modplsql.dll

OWA パッケージのリリースを確認するにはどうすればよいですか。パッケージのリリースを確認するにはどうすればよいですか。パッケージのリリースを確認するにはどうすればよいですか。パッケージのリリースを確認するにはどうすればよいですか。
1. SQL*Plus を使用し、任意のユーザーとしてデータベースに接続します。

2. 次のコマンドを実行します。

select owa_util.get_version from dual;

OWA パッケージのリリースが表示されます。たとえば、10.1.2.0.0 などです。

この問合せに失敗した場合は、OWA パッケージのリリースが古すぎるためにバージョニング
機能がありません。新しいリリースにアップグレードすることをお薦めします。
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OWA パッケージをインストールするにはどうすればよいですか。パッケージをインストールするにはどうすればよいですか。パッケージをインストールするにはどうすればよいですか。パッケージをインストールするにはどうすればよいですか。
詳細は、第 1.2 項「必須パッケージのインストール」を参照してください。

OWA パッケージをアンインストールするにはどうすればよいですか。パッケージをアンインストールするにはどうすればよいですか。パッケージをアンインストールするにはどうすればよいですか。パッケージをアンインストールするにはどうすればよいですか。
次のタスクを実行すると、OWA パッケージをアンインストールできます。

1. OWA パッケージのインストール元ディレクトリにナビゲートします。たとえば、次のよ
うになります。

cd ORACLE_HOME/Apache/modplsql

2. SQL*Plus を使用し、OWA パッケージに所有者として接続します。OWA パッケージの旧
バージョンがある場合を除き、ここでは SYS ユーザーを使用する必要があります。

3. owadins.sqlスクリプトを起動して OWA パッケージをアンインストールします。

データベースに重複してインストールされているデータベースに重複してインストールされているデータベースに重複してインストールされているデータベースに重複してインストールされている OWA パッケージを検出してパッケージを検出してパッケージを検出してパッケージを検出して
クリーン・アップするには、どうすればよいですか。クリーン・アップするには、どうすればよいですか。クリーン・アップするには、どうすればよいですか。クリーン・アップするには、どうすればよいですか。
次の SQL 問合せを使用すると、OWA パッケージの位置を判断できます。

SELECT OWNER, OBJECT_TYPE
FROM   DBA_OBJECTS
WHERE  OBJECT_NAME = 'OWA'

次の結果が表示されます。

SQL>

1  SELECT OWNER, OBJECT_TYPE
2  FROM DBA_OBJECTS
3* WHERE OBJECT_NAME = 'OWA'

OWNER  OBJECT_TYPE
-----  -----------
SYS    PACKAGE
SYS    PACKAGE BODY
PUBLIC SYNONYM

この SQL 問合せよりも多数の行が表示される場合は、他のスキーマに古い OWA パッケージが
存在し、それが mod_plsql ユーザーにとって問題になっている可能性があることを意味しま
す。この場合は、すべてのバージョンの OWA パッケージをデータベースからアンインストー
ルし、製品とともに出荷されている OWA パッケージを再インストールします。

mod_plsql を介してを介してを介してを介して PL/SQL プロシージャにアクセス中にプロシージャにアクセス中にプロシージャにアクセス中にプロシージャにアクセス中に HTTP エラー・エラー・エラー・エラー・
コードが戻されます。コードが戻されます。コードが戻されます。コードが戻されます。
mod_plsql の詳細なエラー・メッセージは、Oracle HTTP Server のファイル ORACLE_
HOME/Apache/Apache/logs/error_logに記録されます。このファイルをスキャンして問
題を把握してください。mod_plsql のロギングの詳細は、「mod_plsql ではどのような種類のロ
ギング機能を使用できますか。」を参照してください。

すべての独自すべての独自すべての独自すべての独自 PL/SQL プロシージャで、プロシージャで、プロシージャで、プロシージャで、Netscape では「ドキュメントにデーでは「ドキュメントにデーでは「ドキュメントにデーでは「ドキュメントにデー
タが含まれていません」というエラー、タが含まれていません」というエラー、タが含まれていません」というエラー、タが含まれていません」というエラー、Internet Explorer では空白ページが戻では空白ページが戻では空白ページが戻では空白ページが戻
されます。されます。されます。されます。
データベースに OWA パッケージが重複してインストールされていると、この問題が発生する
場合があります。詳細は、「データベースに重複してインストールされている OWA パッケージ
を検出してクリーン・アップするには、どうすればよいですか。」を参照してください。
よくある質問 A-3



パフォーマンスの高いパフォーマンスの高いパフォーマンスの高いパフォーマンスの高い PL/SQL プロシージャがありますが、プロシージャがありますが、プロシージャがありますが、プロシージャがありますが、mod_plsql を介を介を介を介
した一部のした一部のした一部のした一部の HTTP リクエストにリクエストにリクエストにリクエストに 15 秒以上かかることがあります。秒以上かかることがあります。秒以上かかることがあります。秒以上かかることがあります。
この問題の も一般的な原因は、中間層とバックエンド・データベースのキャラクタ・セット
が一致せず、Oracle HTTP Server で HTTPKeepAlive が有効化されていることです。設定にこ
の種の誤りがあると、無効な Content-Length がブラウザに送信され、ブラウザは
KeepAliveTimeout 間隔によってストリームがクローズされた場合にのみレスポンス・ストリー
ムの終わりを検出します。この問題を解決するには、DAD とデータベースの
PlsqlNLSLanguage パラメータが一致することを確認します。

これが問題の原因ではない場合、PL/SQL アプリケーションにパフォーマンス問題があると考
えられます。これは次の方法で確認できます。

� mod_plsql のパフォーマンス・ロギングを有効にします。詳細は、「mod_plsql ではどのよ
うな種類のロギング機能を使用できますか。」を参照してください。

� パフォーマンスの問題がある URL を数回実行します。

� dbProcTime にレポートされた時間が error_logにないかスキャンします。この時間は、
データベースから見たターゲット PL/SQL プロシージャにかかった時間を表します。この
値が高い場合は、標準のデータベース・プロファイリング方法を使用して、PL/SQL アプ
リケーションをデバッグする必要があります。

mod_plsql を使用して独自データベース上でアプリケーションを実行することを使用して独自データベース上でアプリケーションを実行することを使用して独自データベース上でアプリケーションを実行することを使用して独自データベース上でアプリケーションを実行すること
はできますか。はできますか。はできますか。はできますか。
はい。ただし、アプリケーションを実行する前に、データベースに OWA パッケージをインス
トールする必要があります。第 1.2 項「必須パッケージのインストール」を参照してください。

mod_plsql を構成するにはどうすればよいですか。を構成するにはどうすればよいですか。を構成するにはどうすればよいですか。を構成するにはどうすればよいですか。
『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してください。

Oracle Enterprise Manager 10g を介してを介してを介してを介して DAD を作成するにはどうすればよを作成するにはどうすればよを作成するにはどうすればよを作成するにはどうすればよ
いですか。いですか。いですか。いですか。
DAD の作成方法については、Oracle Enterprise Manager 10g のマニュアルを参照してくださ
い。

Oracle Enterprise Manager 10g を介して行ったを介して行ったを介して行ったを介して行った DAD 設定の問題を解決する設定の問題を解決する設定の問題を解決する設定の問題を解決する
にはどうすればよいですか。にはどうすればよいですか。にはどうすればよいですか。にはどうすればよいですか。
DAD 設定ツールでは、その使用に関するすべてのログ詳細がログ・ファイル ORACLE_
HOME/Apache/modpslql/logs/log.xmlに出力されます。

DAD 設定ファイルは手動で編集できますか。設定ファイルは手動で編集できますか。設定ファイルは手動で編集できますか。設定ファイルは手動で編集できますか。
はい。ただし、更新後に次のコマンドを実行する必要があります。

ORACLE_HOME/dcm/bin/dcmctl updateConfig -ct ohs

これにより、Oracle Enterprise Manager 10g リポジトリが設定変更で更新され、DAD パスワー
ドが不明瞭化されます。

mod_plsql 用の用の用の用の DAD を作成するにはどうすればよいですか。を作成するにはどうすればよいですか。を作成するにはどうすればよいですか。を作成するにはどうすればよいですか。
『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』の「mod_plsql」を参照してください。

mod_plsql ではどのような認証モードを使用できますか。ではどのような認証モードを使用できますか。ではどのような認証モードを使用できますか。ではどのような認証モードを使用できますか。
第 2 章「mod_plsql を使用したアプリケーション・データベース・アクセスの保護」を参照し
てください。
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mod_plsql クリーン・アップ・スレッドとはなんですか。クリーン・アップ・スレッドとはなんですか。クリーン・アップ・スレッドとはなんですか。クリーン・アップ・スレッドとはなんですか。
mod_plsql は、各 httpd プロセスでスレッドを起動します。このスレッドのジョブは、アイド
ル状態のデータベース・セッションとファイル・システムのキャッシュをクリーン・アップす
ることです。このスレッドをクリーン・アップ・スレッドクリーン・アップ・スレッドクリーン・アップ・スレッドクリーン・アップ・スレッドと呼びます。

mod_plsql には、どのような種類のデータベース接続プーリング機能がありまには、どのような種類のデータベース接続プーリング機能がありまには、どのような種類のデータベース接続プーリング機能がありまには、どのような種類のデータベース接続プーリング機能がありま
すか。すか。すか。すか。
第 4 章「PL/SQL のパフォーマンスの 適化」を参照してください。

mod_plsql ではどのようにしてデータベース・セッションがクリーン・アップではどのようにしてデータベース・セッションがクリーン・アップではどのようにしてデータベース・セッションがクリーン・アップではどのようにしてデータベース・セッションがクリーン・アップ
されますか。されますか。されますか。されますか。
mod_plsql では、PlsqlIdleSessionCleanupIntervalの構成設定に基づいて、使用され
ていないデータベース・セッションがクリーン・アップされます。この他、プールされたデー
タベース・セッションから提供されるリクエストの数は、設定ディレクティブ
PlsqlMaxRequestsPerSessionにより制御されます。HTTPD プロセスがシャットダウンさ
れると、データベース・セッションがクローズされます。

プールされたデータベース接続がプールされたデータベース接続がプールされたデータベース接続がプールされたデータベース接続が mod_plsql に存在するときに、データベーに存在するときに、データベーに存在するときに、データベーに存在するときに、データベー
スを再起動するとどうなりますか。スを再起動するとどうなりますか。スを再起動するとどうなりますか。スを再起動するとどうなりますか。
詳細は、第 3.11.3 項「接続プールでの停止中のデータベース接続の検出」を参照してください。

mod_plsql ではファイル・システム内でキャッシュされたコンテンツがどのよではファイル・システム内でキャッシュされたコンテンツがどのよではファイル・システム内でキャッシュされたコンテンツがどのよではファイル・システム内でキャッシュされたコンテンツがどのよ
うにクリーン・アップされますか。うにクリーン・アップされますか。うにクリーン・アップされますか。うにクリーン・アップされますか。
クリーン・アップ・スレッドは、PlsqlCacheCleanupTimeの設定に基づいてファイル・シ
ステム・キャッシュをスキャンします。デフォルトのクリーン・アップ時刻は、現地時間で毎
日午後 11 時です。

URL に接頭辞に接頭辞に接頭辞に接頭辞 /pls を付けずにを付けずにを付けずにを付けずに mod_plsql を起動できますか。を起動できますか。を起動できますか。を起動できますか。
はい。mod_plsql は Oracle HTTP Server の Locationディレクティブを使用するため、mod_
plsql の処理対象として任意の仮想パスを設定できます。

PL/SQL とととと mod_plsql のパフォーマンスを改善するにはどうすればよいですのパフォーマンスを改善するにはどうすればよいですのパフォーマンスを改善するにはどうすればよいですのパフォーマンスを改善するにはどうすればよいです
か。か。か。か。
第 4 章「PL/SQL のパフォーマンスの 適化」を参照してください。

mod_plsql ではどのような種類のロギング機能を使用できますか。ではどのような種類のロギング機能を使用できますか。ではどのような種類のロギング機能を使用できますか。ではどのような種類のロギング機能を使用できますか。
� mod_plsql では、デフォルトで Oracle HTTP Server error_logファイルの ORACLE_

HOME/Apache/Apache/logs/error_logにアラート、警告またはエラーが記録されま
す。mod_plsql によって記録される情報の量は、httpd.confにある Oracle HTTP Server
の LogLevelパラメータの設定で制御されます。デフォルトでは、このパラメータは
warn に設定されます。

� また、次の手順に従って、mod_plsql のパフォーマンス・ロギングをリクエストごとに有
効化することもできます。

1. ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/httpd.confを編集し、LogLevel を info
（デフォルトは warn）に設定します。

2. 次のコマンドを発行して、Distributed Configuration Management（DCM）に設定変
更を反映します。

ORACLE_HOME/dcm/bin/dcmctl updateConfig -ct ohs

3. 次のコマンドを使用して、Oracle HTTP Server を再起動します。

ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl restartproc type=ohs
よくある質問 A-5



4. mod_plsql に対してなんらかの URL を発行し、ファイル ORACLE_
HOME/Apache/Apache/logs/error_logが次のようなエントリで始まることを確
認します。

[Tue Apr 01 14:54:49 2003] [info] mod_plsql: [perf] 130.35.92.145 
/pls/app/htp.p status=200 user=scott reqTime=21ms connSU=(null),0ms 
connRO=(null),0ms connNSSO=HIT,1ms procTime=17ms sessionTidyTime=0ms 
cache=(null) cookie=(null),0ms pageCalls=0,0ms bytes=5 describe=No,0ms 
streamTime=0ms pid=175 sessFile=(null) userFile=834¥0855 sysFile=470¥5949 
cacheLevel=(null) cacheTime=0ms dbProcTime=15ms 
id=1049237685:130.35.92.145:373:1 spid=(null) qs=(null) requestTrace=(null) 
cookieLen=0 cookieValue=(null) reqUserTime=16ms assertUser=(null) subid=(null) 
authLevel=(null) oraError=0

� OracleAS Portal を使用している場合は、Portal の DAD に次の設定パラメータを追加して、
Portal セッションの Cookie ロギングを有効化するように追加選択できます。

PlsqlInfoLogging InfoDebug

この場合も、前述のように httpd.confで LogLevel を info に設定します。

� 後に、mod_plsql でデバッグ・ロギングを有効化できます。これは 上位のロギング・
レベルであり、アクティブ・サイトの場合はお薦めしません。

このモードでは、デバッグ・メッセージが Oracle HTTP Server の error_logファイルに
記録され、さらに mod_plsql 固有のログが ORACLE_HOME/Apache/modplsql/logsに
作成されます。ログの位置は、ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/plsql.conf
内で PlsqlLogDirectory ディレクティブを使用して設定可能です。デバッグ・レベルのロギ
ングを有効化する手順は、次のとおりです。

1. ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/plsql.confを編集し、PlsqlLogEnable
を On（デフォルトは Off）に設定します。

2. 次のコマンドを発行して、DCM に設定変更を反映します。

ORACLE_HOME/dcm/bin/dcmctl updateConfig -ct ohs

3. 次のコマンドを使用して、Oracle HTTP Server を再起動します。

ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl restartproc type=ohs

mod_plsql にはどのような種類のにはどのような種類のにはどのような種類のにはどのような種類の DMS メトリックを使用できますか。メトリックを使用できますか。メトリックを使用できますか。メトリックを使用できますか。
Dynamic Monitoring Service の詳細は、『Oracle Application Server パフォーマンス・ガイド』
を参照してください。

mod_plsql には高可用性についてどのような考慮事項がありますか。には高可用性についてどのような考慮事項がありますか。には高可用性についてどのような考慮事項がありますか。には高可用性についてどのような考慮事項がありますか。
高可用性のために、mod_plsql ベースのアプリケーションでは次のことを認識する必要があり
ます。

� mod_plsql の構成パラメータ PlsqlDatabaseConnectString には、Oracle Internet Directory
の LDAP 検索を介して名前解決が行われるように、接続文字列形式の
NetServiceNameFormat を使用する必要があります。これにより、データベースの
host:port:service_name 情報を中央のリポジトリで設定でき、必要に応じた RAC ノードの
追加または削除が容易になります。

注意注意注意注意 : このロギング・モードは、オラクル社カスタマ・サポート・センこのロギング・モードは、オラクル社カスタマ・サポート・センこのロギング・モードは、オラクル社カスタマ・サポート・センこのロギング・モードは、オラクル社カスタマ・サポート・セン
ターから要請された場合にのみ有効化してください。ターから要請された場合にのみ有効化してください。ターから要請された場合にのみ有効化してください。ターから要請された場合にのみ有効化してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 1.6 項「mod_plsql の出力の診断」
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� mod_plsql では、停止中のデータベース接続が自動的に検出されます。詳細は、第 3.11.3 項
「接続プールでの停止中のデータベース接続の検出」を参照してください。

データベースがファイアウォールで分離されている場合、データベースがファイアウォールで分離されている場合、データベースがファイアウォールで分離されている場合、データベースがファイアウォールで分離されている場合、mod_plsql ではどのではどのではどのではどの
ような考慮事項がありますか。ような考慮事項がありますか。ような考慮事項がありますか。ような考慮事項がありますか。
mod_plsql を実行する中間層とバックエンド・データベースの間にファイアウォールが存在す
る場合は、mod_plsql でのアイドル・セッションのクリーン・アップ間隔を、ファイアウォー
ルでの間隔よりも短く設定する必要があります。これにより、mod_plsql が確立した接続を
ファイアウォールがクローズすることはなくなります。

PL/SQL アプリケーションに対して異なるホスト名、ポートまたはアプリケーションに対して異なるホスト名、ポートまたはアプリケーションに対して異なるホスト名、ポートまたはアプリケーションに対して異なるホスト名、ポートまたは request_
protocol をアサートするには、どうすればよいですか。をアサートするには、どうすればよいですか。をアサートするには、どうすればよいですか。をアサートするには、どうすればよいですか。
� Oracle HTTP Server インスタンスのフロントエンドに Web Cache またはロード・バランシ

ング・ルーター（LBR）が存在する場合は、Web Cache または LBR のホスト名およびポー
トがサイトのホスト名とポートであるとアサートする必要があります。このような場合は、
Oracle HTTP Server の設定ディレクティブ ServerNameおよび Portを使用してアサート
することをお薦めします。なんらかの理由でホスト名とポートを Oracle HTTP Server レベ
ルでアサートしない場合は、mod_plsql の設定ディレクティブ
PlsqlCGIEnvironmentListを使用して、mod_plsql で実行される PL/SQL アプリケー
ションに対してのみ異なるホスト名とポートをアサートできます。たとえば、次のように
なります。

� PlsqlCGIEnvironmentList SERVER_NAME=lbr.us.oracle.com

かわりに httpd.conf内の Oracle HTTP Server の ServerNameディレクティブを使
用することを検討してください。

� PlsqlCGIEnvironmentList  SERVER_PORT=9999

かわりに httpd.conf内の Oracle HTTP Server の Portディレクティブを使用する
ことを検討してください。

� PlsqlCGIEnvironmentList HTTP_
HOST=myservername.us.oracle.com:9999

SERVER_NAME:SERVER_PORTの組合せです。

� 同様に、サイトが外部からは SSL としてアクセスされるが、内部的には非 SSL モードで
（間に SSL アクセラレータを使用して）稼働する場合は、PL/SQL アプリケーションで非
SSL リンクのかわりに SSL リンクを生成できるように、REQUEST_PROTOCOL を HTTPS
としてアサートできます。たとえば、次のようになります。

PlsqlCGIEnvironmentList  REQUEST_PROTOCOL=https

特定のパターンを持つプロシージャ名へのアクセスを無効化するにはどうすれ特定のパターンを持つプロシージャ名へのアクセスを無効化するにはどうすれ特定のパターンを持つプロシージャ名へのアクセスを無効化するにはどうすれ特定のパターンを持つプロシージャ名へのアクセスを無効化するにはどうすれ
ばよいですか。ばよいですか。ばよいですか。ばよいですか。
詳細は、第 2.1.2 項「mod_plsql での PlsqlExclusionList ディレクティブへのルールの追加」を
参照してください。

注意注意注意注意 : mod_plsql のアイドル・セッション・クリーン・アップ間隔は、
ORACLE_HOME/Apache/modplsql/conf/plsql.conf内のパラメータ
PlsqlIdleSessionCleanupInterval を使用して設定できます。デフォルト値
は 15 分です。
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ファイルファイルファイルファイル ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/error_log にエラーにエラーにエラーにエラー
HTTP-503 ORA-12154 があります。これは何を意味しますか。があります。これは何を意味しますか。があります。これは何を意味しますか。があります。これは何を意味しますか。
このエラーは、mod_plsql からデータベースに接続できないことを意味します。

次のことを確認してください。

1. データベースが稼働中であること。

2. DAD に指定されているユーザー名およびパスワード情報が正しいこと。

3. 中間層が、DAD の PlsqlDatabaseConnectString パラメータを使用してデータベースに接続
できること。

ほとんどの場合、この問題が発生するのは、SQL*Net が ORACLE_HOME/network/adminに
ある設定情報を使用して接続文字列パラメータを解決できないためです。

� TNSFormatまたは NetServiceNameFormatを使用して設定したエントリの場合は、
tnsping dad_connect_stringを使用して接続文字列情報を確認します。たとえば、
次のようになります。

tnsping "cn=iasdb,cn=oraclecontext"

または

tnsping iasdb.us.oracle.com

� SIDFormat および ServiceNameFormat を使用して設定したエントリの場合は、データベー
ス・リスナーの hostname、port および SID/service_name 情報が一致していることを確認
します。その後、SQL*Plus で DAD にあるユーザー名、パスワードおよび接続文字列を使
用してデータベースに接続できることを確認します。

接続できない場合、トラブルシューティング情報については Oracle SQL*Net のマニュアルを参
照してください。

/DAD/package.procedure() あるいはあるいはあるいはあるいは /DAD/package.procedure(123) という形という形という形という形
式の式の式の式の URL ではではではでは mod_plsql が正常に起動できないのはなぜですか。が正常に起動できないのはなぜですか。が正常に起動できないのはなぜですか。が正常に起動できないのはなぜですか。
次に示す形式の URL は、mod_plsql ではサポートされません。

� /DAD/package.procedure()

� /DAD/package.procedure(123)

たとえば、次のようになります。

http://www.acme.com:9000/pls/mydad/mypackage.myproc()または
http://www.acme.com:9000/pls/mydad/mypackage.myproc(123)

サポートされる URL の形式の詳細は、第 3.3 項「mod_plsql の実行」を参照してください。

注意注意注意注意 : 10g リリース 2（10.1.2）では、DAD のデフォルトの接続文字列パラ
メータは Oracle Internet Directory で LDAP 検索を介して解決されるように
設定されます。ldap.oraを変更した場合は、その変更に mod_plsql からア
クセスできるように Oracle HTTP Server を再起動する必要があります。
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「「「「mod_plsql サービス」ページで、機能しているサービス」ページで、機能しているサービス」ページで、機能しているサービス」ページで、機能している DAD のステータスが常にのステータスが常にのステータスが常にのステータスが常に
「停止中」と表示されます。どうすればこれを解決できますか。「停止中」と表示されます。どうすればこれを解決できますか。「停止中」と表示されます。どうすればこれを解決できますか。「停止中」と表示されます。どうすればこれを解決できますか。

mod_plsql の DAD ステータス判定は、テスト用の URL を組み立てて ping を実行し、DAD の
ステータスを検証する方法で行われます。URL の protocol://host:port部分は、プロト
コルのデフォルトを httpに設定し、Oracle Enterprise Manager 10g がターゲットとする
HTTP サーバーの HTTP ホストおよび HTTP ポートの詳細を付加することによって作成されま
す。したがって、ポートが変更されたり HTTP サーバーが SSL 対応となっている場合は、DAD
が実際には問題なく機能していても、DAD のステータス判定はエラーとなります。DAD ス
テータス判定には、SSL 対応の HTTP サーバーのステータスを正確に表示する機能はありませ
ん。このため、DAD のステータスが「停止中」と表示されます。ただし、SSL 対応ではない
HTTP サーバーについて DAD のステータスが常に「停止中」と表示される場合は、ステータ
ス判定の修復が可能です。それには、HTTP ポートを実際の HTTP ポート（HTTP Server がリ
スニングしているポート）に同期化します。

HTTP ポートを同期化する前に、機能している DAD へのアクセス URL を確認してください。
たとえば、http://www.acme.com:9000/pls/myDADという URL を通じて、動作中の
DAD にアクセス可能な場合は、次の手順を実行する必要があります。

1. ORACLE_HOME/sysman/emd/targets.xmlファイルをバックアップします。
targets.xmlが破損した場合に、このバックアップ・ファイルが必要になります。

2. テキスト・エディタを使用して、targets.xmlを編集します。

3. ターゲット・タイプ oracle_apacheの HTTPPortプロパティおよび HTTPMachineプロ
パティを、DAD がアクセスする URL と一致するように変更します。たとえば、次のよう
になります。

<Target TYPE="oracle_apache" NAME="internal.company.com_HTTP Server" DISPLAY_
NAME="HTTP_Server" VERSION="2.0" >
   <Property NAME="version" VALUE="10.1.2"/>
   <Property NAME="HTTPPort" VALUE="9000"/>
   <Property NAME="HTTPMachine" VALUE="www.acme.com"/>
   <Property NAME="OracleHome" VALUE="/myOracle/infra101202"/>
   <AssocTargetInstance ASSOCIATION_NAME="ias" ASSOC_TARGET_TYPE="oracle_ias" 
ASSOC_TARGET_NAME="internal.company.com"/>
   <CompositeMembership>
      <MemberOf TYPE="oracle_ias" NAME="internal.company.com"/>
   </CompositeMembership>
</Target>

4. ファイルを保存します。

5. 次のコマンドを発行して、ターゲットをリロードします。

UNIX の場合 :

ORACLE_HOME/bin/emctl reload

Windows の場合 :

ORACLE_HOME¥bin¥emctl reload

例の ORACLE_HOMEは、DAD ステータスの問題が存在する Oracle ホームです。
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